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は し が き 

平成 29 年３⽉に告⽰された中学校学習指導要領が，令和３年度から全⾯実施されます。 
今回の学習指導要領では，各教科等の⽬標及び内容が，育成を⽬指す資質・能⼒の三つの柱（「知

識及び技能」，「思考⼒，判断⼒，表現⼒等」，「学びに向かう⼒，⼈間性等」）に沿って再整理され，
各教科等でどのような資質・能⼒の育成を⽬指すのかが明確化されました。これにより，教師が
「⼦供たちにどのような⼒が⾝に付いたか」という学習の成果を的確に捉え，主体的・対話的で
深い学びの視点からの授業改善を図る，いわゆる「指導と評価の⼀体化」が実現されやすくなる
ことが期待されます。 

また，⼦供たちや学校，地域の実態を適切に把握した上で教育課程を編成し，学校全体で教育
活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」についても明⽂化されました。カリキュ
ラム・マネジメントの⼀側⾯として，「教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと」
がありますが，このためには，教育課程を編成・実施し，学習評価を⾏い，学習評価を基に教育
課程の改善・充実を図るというＰＤＣＡサイクルを確⽴することが重要です。このことも，まさ
に「指導と評価の⼀体化」のための取組と⾔えます。

このように，「指導と評価の⼀体化」の必要性は，今回の学習指導要領において，より⼀層明確
なものとなりました。そこで，国⽴教育政策研究所教育課程研究センターでは，「幼稚園，⼩学校，
中学校，⾼等学校及び特別⽀援学校の学習指導要領等の改善及び必要な⽅策等について（答申）」
（平成 28 年 12 ⽉ 21 ⽇中央教育審議会）をはじめ，「児童⽣徒の学習評価の在り⽅について（報
告）」（平成 31 年１⽉ 21 ⽇中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会）や「⼩学校，中学
校，⾼等学校及び特別⽀援学校等における児童⽣徒の学習評価及び指導要録の改善等について」
（平成 31 年３⽉ 29 ⽇付初等中等教育局⻑通知）を踏まえ，このたび「『指導と評価の⼀体化』の
ための学習評価に関する参考資料」を作成しました。 

本資料では，学習評価の基本的な考え⽅や，各教科等における評価規準の作成及び評価の実施
等について解説しているほか，各教科等別に単元や題材に基づく学習評価について事例を紹介し
ています。各学校においては，本資料や各教育委員会等が⽰す学習評価に関する資料などを参考
としながら，学習評価を含むカリキュラム・マネジメントを円滑に進めていただくことで，「指導
と評価の⼀体化」を実現し，⼦供たちに未来の創り⼿となるために必要な資質・能⼒が育まれる
ことを期待します。 

最後に，本資料の作成に御協⼒くださった⽅々に⼼から感謝の意を表します。 

令和２年３⽉ 

                   国 ⽴ 教 育 政 策 研 究 所 
教育課程研究センター⻑ 

                       笹 井  弘 之
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第第１１編編  総総説説  

 

本編においては，以下の資料について，それぞれ略称を用いることとする。 

 

 答申：「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善

及び必要な方策等について（答申）」 平成 28 年 12 月 21 日 中央教育審議会 

 報告：「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」 平成 31 年１月 21 日 中央教

育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 

 改善等通知：「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習

評価及び指導要録の改善等について（通知）」 平成 31 年３月 29 日 初等中等

教育局長通知 

 

 

第第１１章章  平平成成 2299 年年改改訂訂をを踏踏ままええたた学学習習評評価価のの改改善善  

１１  ははじじめめにに  

学習評価は，学校における教育活動に関し，児童生徒の学習状況を評価するものである。

答申にもあるとおり，児童生徒の学習状況を的確に捉え，教師が指導の改善を図るととも

に，児童生徒が自らの学びを振り返って次の学びに向かうことができるようにするため

には，学習評価の在り方が極めて重要である。 

各教科等の評価については，学習状況を分析的に捉える「観点別学習状況の評価」と「評

定」が学習指導要領に定める目標に準拠した評価として実施するものとされている1。観

点別学習状況の評価とは，学校における児童生徒の学習状況を，複数の観点から，それぞ

れの観点ごとに分析する評価のことである。児童生徒が各教科等での学習において，どの

観点で望ましい学習状況が認められ，どの観点に課題が認められるかを明らかにするこ

とにより，具体的な学習や指導の改善に生かすことを可能とするものである。各学校にお

いて目標に準拠した観点別学習状況の評価を行うに当たっては，観点ごとに評価規準を

定める必要がある。評価規準とは，観点別学習状況の評価を的確に行うため，学習指導要

領に示す目標の実現の状況を判断するよりどころを表現したものである。本参考資料は，

観点別学習状況の評価を実施する際に必要となる評価規準等，学習評価を行うに当たっ

て参考となる情報をまとめたものである。 

以下，文部省指導資料から，評価規準について解説した部分を参考として引用する。 

 

 
1 各教科の評価については，観点別学習状況の評価と，これらを総括的に捉える「評定」
の両⽅について実施するものとされており，観点別学習状況の評価や評定には⽰しきれな
い児童⽣徒の⼀⼈⼀⼈のよい点や可能性，進歩の状況については，「個⼈内評価」として
実施するものとされている。（P.６〜11 に後述） 
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（参考）評価規準の設定（抄） 

（⽂部省「⼩学校教育課程⼀般指導資料」（平成５年 9 ⽉）より） 
 

 新しい指導要録（平成３年改訂）では，観点別学習状況の評価が効果的に⾏われるよ
うにするために，「各観点ごとに学年ごとの評価規準を設定するなどの⼯夫を⾏うこ
と」と⽰されています。 
 これまでの指導要録においても，観点別学習状況の評価を適切に⾏うため，「観点の
趣旨を学年別に具体化することなどについて⼯夫を加えることが望ましいこと」とされ
ており，教育委員会や学校では⽬標の達成の度合いを判断するための基準や尺度などの
設定について研究が⾏われてきました。 
 しかし，それらは，ともすれば知識・理解の評価が中⼼になりがちであり，また「⽬
標を⼗分達成（＋）」，「⽬標をおおむね達成（空欄）」及び「達成が不⼗分（−）」ごと
に詳細にわたって設定され，結果としてそれを単に数量的に処理することに陥りがちで
あったとの指摘がありました。 
 今回の改訂においては，学習指導要領が⽬指す学⼒観に⽴った教育の実践に役⽴つよ
うにすることを改訂⽅針の⼀つとして掲げ，各教科の⽬標に照らしてその実現の状況を
評価する観点別学習状況を各教科の学習の評価の基本に据えることとしました。したが
って，評価の観点についても，学習指導要領に⽰す⽬標との関連を密にして設けられて
います。 
 このように，学習指導要領が⽬指す学⼒観に⽴つ教育と指導要録における評価とは⼀
体のものであるとの考え⽅に⽴って，各教科の⽬標の実現の状況を「関⼼・意欲・態
度」，「思考・判断・表現」，「技能・表現（または技能）」及び「知識・理解」の観点ご
とに適切に評価するため，「評価規準を設定する」ことを明確に⽰しているものです。 
 「評価規準」という⽤語については，先に述べたように，新しい学⼒観に⽴って⼦供
たちが⾃ら獲得し⾝に付けた資質や能⼒の質的な⾯，すなわち，学習指導要領の⽬標に
基づく幅のある資質や能⼒の育成の実現状況の評価を⽬指すという意味から⽤いたもの
です。 

  

２２  平平成成 2299 年年改改訂訂をを踏踏ままええたた学学習習評評価価のの意意義義  

（（１１））学学習習評評価価のの充充実実  

平成 29 年改訂小・中学校学習指導要領総則においては，学習評価の充実について新

たに項目が置かれた。具体的には，学習評価の目的等について以下のように示し，単元

や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童生徒の主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善を行うと同時に，評価の場面や方法を工夫して，学習の過程

や成果を評価することを示し，授業の改善と評価の改善を両輪として行っていくこと

の必要性を明示した。 
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や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童生徒の主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善を行うと同時に，評価の場面や方法を工夫して，学習の過程

や成果を評価することを示し，授業の改善と評価の改善を両輪として行っていくこと

の必要性を明示した。 

 

・生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し，学習したことの意義や価値を実

感できるようにすること。また，各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握す

る観点から，単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方

法を工夫して，学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図り，

資質・能力の育成に生かすようにすること。 

・創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう，組織的かつ計画的な

取組を推進するとともに，学年や学校段階を越えて生徒の学習の成果が円滑に接続

されるように工夫すること。 

 （中学校学習指導要領第１章総則 第３教育課程の実施と学習評価 ２学習評価の充実） 

 （小学校学習指導要領にも同旨） 

 

（（２２））カカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントトのの一一環環ととししててのの指指導導とと評評価価  

各学校における教育活動の多くは，学習指導要領等に従い児童生徒や地域の実態を

踏まえて編成された教育課程の下，指導計画に基づく授業（学習指導）として展開され

る。各学校では，児童生徒の学習状況を評価し，その結果を児童生徒の学習や教師によ

る指導の改善や学校全体としての教育課程の改善等に生かしており，学校全体として

組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図っている。このように，「学習指導」と「学

習評価」は学校の教育活動の根幹に当たり，教育課程に基づいて組織的かつ計画的に教

育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っている。 

 
（（３３））主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの視視点点かかららのの授授業業改改善善とと評評価価  

指導と評価の一体化を図るためには，児童生徒一人一人の学習の成立を促すための

評価という視点を一層重視し，教師が自らの指導のねらいに応じて授業での児童生徒

の学びを振り返り，学習や指導の改善に生かしていくことが大切である。すなわち，平

成 29 年改訂学習指導要領で重視している「主体的・対話的で深い学び」の視点からの

授業改善を通して各教科等における資質・能力を確実に育成する上で，学習評価は重要

な役割を担っている。 

 

（（４４））学学習習評評価価のの改改善善のの基基本本的的なな方方向向性性  

   （１）～（３）で述べたとおり，学習指導要領改訂の趣旨を実現するためには，学習

評価の在り方が極めて重要であり,すなわち，学習評価を真に意味のあるものとし，指

導と評価の一体化を実現することがますます求められている。 

このため，報告では，以下のように学習評価の改善の基本的な方向性が示された。 

① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 

② 教師の指導改善につながるものにしていくこと 

③ これまで慣行として行われてきたことでも，必要性・妥当性が認められないもの

は見直していくこと 
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３３  平平成成 2299 年年改改訂訂をを受受けけたた評評価価のの観観点点のの整整理理  

平成 29 年改訂学習指導要領においては，知・徳・体にわたる「生きる力」を児童生徒

に育むために「何のために学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら，授業の

創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していくことができるようにするため，全て

の教科等の目標及び内容を「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向か

う力，人間性等」の育成を目指す資質・能力の三つの柱で再整理した（図１参照）。知・

徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むことを目指すに当たっては，各教科等の指

導を通してどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら教育活動の充実

を図ること，その際には，児童生徒の発達の段階や特性を踏まえ，資質・能力の三つの柱

の育成がバランスよく実現できるよう留意する必要がある。 

図図１１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別学習状況の評価については，こうした教育目標や内容の再整理を踏まえて，小・

中・高等学校の各教科を通じて，４観点から３観点に整理された。（図２参照） 

  図図２２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［平成 20 年改訂］        ［平成 29 年改訂］ 
   

 
【参考】学校教育法第３０条第２項 

 

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させる 

とともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力 

その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用 

いなければならない。 

 

関関心心・・意意欲欲・・態態度度  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

技技能能  

知知識識・・理理解解  

知知識識・・技技能能  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

主主体体的的にに学学習習にに  

取取りり組組むむ態態度度  
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３３  平平成成 2299 年年改改訂訂をを受受けけたた評評価価のの観観点点のの整整理理  

平成 29 年改訂学習指導要領においては，知・徳・体にわたる「生きる力」を児童生徒

に育むために「何のために学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら，授業の

創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していくことができるようにするため，全て

の教科等の目標及び内容を「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向か

う力，人間性等」の育成を目指す資質・能力の三つの柱で再整理した（図１参照）。知・

徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むことを目指すに当たっては，各教科等の指

導を通してどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら教育活動の充実

を図ること，その際には，児童生徒の発達の段階や特性を踏まえ，資質・能力の三つの柱

の育成がバランスよく実現できるよう留意する必要がある。 

図図１１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別学習状況の評価については，こうした教育目標や内容の再整理を踏まえて，小・

中・高等学校の各教科を通じて，４観点から３観点に整理された。（図２参照） 

  図図２２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［平成 20 年改訂］        ［平成 29 年改訂］ 
   

 
【参考】学校教育法第３０条第２項 

 

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させる 

とともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力 

その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用 

いなければならない。 

 

関関心心・・意意欲欲・・態態度度  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

技技能能  

知知識識・・理理解解  

知知識識・・技技能能  

思思考考・・判判断断・・表表現現  

主主体体的的にに学学習習にに  

取取りり組組むむ態態度度  

 

４４  平平成成 2299 年年改改訂訂学学習習指指導導要要領領ににおおけけるる各各教教科科のの学学習習評評価価  

各教科の学習評価においては，平成 29 年改訂においても，学習状況を分析的に捉える

「観点別学習状況の評価」と，これらを総括的に捉える「評定」の両方について，学習指

導要領に定める目標に準拠した評価として実施するものとされた。改善等通知では，以下

のように示されている。 

【小学校児童指導要録】 

［各教科の学習の記録］ 

Ⅰ 観点別学習状況 

   学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し

記入する。その際， 

    「十分満足できる」状況と判断されるもの：Ａ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：Ｂ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：Ｃ 

  のように区別して評価を記入する。 

 Ⅱ 評定（第３学年以上） 

   各教科の評定は，学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を， 

「十分満足できる」状況と判断されるもの：３ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：２ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：１ 

  のように区別して評価を記入する。 

  評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，「観点別学習状況」に

おいて掲げられた観点は，分析的な評価を行うものとして，各教科の評定を行う場合

において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際，評定の適切な

決定方法等については，各学校において定める。 

 

【中学校生徒指導要録】 

（学習指導要領に示す必修教科の取扱いは次のとおり） 

［各教科の学習の記録］ 

Ⅰ 観点別学習状況（小学校児童指導要録と同じ） 

   学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し

記入する。その際，  

    「十分満足できる」状況と判断されるもの：Ａ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：Ｂ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：Ｃ 

  のように区別して評価を記入する。 

 Ⅱ 評定 

   各教科の評定は，学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を， 
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「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるもの：５ 

「十分満足できる」状況と判断されるもの：４ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：３ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：２ 

    「一層努力を要する」状況と判断されるもの：１ 

   のように区別して評価を記入する。 

評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，「観点別学習状況」

において掲げられた観点は，分析的な評価を行うものとして，各教科の評定を行う

場合において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際，評定の

適切な決定方法等については，各学校において定める。 

 

また，観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒一人一人のよい点や可

能性，進歩の状況については，「個人内評価」として実施するものとされている。改善等

通知においては，「観点別学習状況の評価になじまず個人内評価の対象となるものについ

ては，児童生徒が学習したことの意義や価値を実感できるよう，日々の教育活動等の中で

児童生徒に伝えることが重要であること。特に『学びに向かう力，人間性等』のうち『感

性や思いやり』など児童生徒一人一人のよい点や可能性，進歩の状況などを積極的に評価

し児童生徒に伝えることが重要であること。」と示されている。 

「３ 平成 29 年改訂を受けた評価の観点の整理」も踏まえて各教科における評価の基

本構造を図示化すると，以下のようになる。（図３参照） 

図図３３  

上記の，「各教科における評価の基本構造」を踏まえた３観点の評価それぞれについて
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「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるもの：５ 

「十分満足できる」状況と判断されるもの：４ 

    「おおむね満足できる」状況と判断されるもの：３ 

    「努力を要する」状況と判断されるもの：２ 

    「一層努力を要する」状況と判断されるもの：１ 

   のように区別して評価を記入する。 

評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，「観点別学習状況」

において掲げられた観点は，分析的な評価を行うものとして，各教科の評定を行う

場合において基本的な要素となるものであることに十分留意する。その際，評定の

適切な決定方法等については，各学校において定める。 

 

また，観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒一人一人のよい点や可

能性，進歩の状況については，「個人内評価」として実施するものとされている。改善等

通知においては，「観点別学習状況の評価になじまず個人内評価の対象となるものについ

ては，児童生徒が学習したことの意義や価値を実感できるよう，日々の教育活動等の中で

児童生徒に伝えることが重要であること。特に『学びに向かう力，人間性等』のうち『感

性や思いやり』など児童生徒一人一人のよい点や可能性，進歩の状況などを積極的に評価

し児童生徒に伝えることが重要であること。」と示されている。 

「３ 平成 29 年改訂を受けた評価の観点の整理」も踏まえて各教科における評価の基

本構造を図示化すると，以下のようになる。（図３参照） 

図図３３  

上記の，「各教科における評価の基本構造」を踏まえた３観点の評価それぞれについて

 

 

の考え方は，以下の（１）～（３）のとおりとなる。なお，この考え方は，外国語活動（小

学校），総合的な学習の時間，特別活動においても同様に考えることができる。 

 

（（１１））「「知知識識・・技技能能」」のの評評価価ににつついいてて  

「知識・技能」の評価は，各教科等における学習の過程を通した知識及び技能の習得

状況について評価を行うとともに，それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用

したりする中で，他の学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したり，技

能を習得したりしているかについても評価するものである。 

  「知識・技能」におけるこのような考え方は，従前の「知識・理解」（各教科等にお

いて習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価），「技能」（各教科等にお

いて習得すべき技能を身に付けているかを評価）においても重視してきたものである。 

  具体的な評価の方法としては，ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う

問題と，知識の概念的な理解を問う問題とのバランスに配慮するなどの工夫改善を図

るとともに，例えば，児童生徒が文章による説明をしたり，各教科等の内容の特質に応

じて，観察・実験したり，式やグラフで表現したりするなど，実際に知識や技能を用い

る場面を設けるなど，多様な方法を適切に取り入れていくことが考えられる。 

 

（（２２））「「思思考考・・判判断断・・表表現現」」のの評評価価ににつついいてて  

   「思考・判断・表現」の評価は，各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する

等のために必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けているかを評価するものである。 

   「思考・判断・表現」におけるこのような考え方は，従前の「思考・判断・表現」の

観点においても重視してきたものである。「思考・判断・表現」を評価するためには，

教師は「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通じ，児童生徒が思考・

判断・表現する場面を効果的に設計した上で，指導・評価することが求められる。 

   具体的な評価の方法としては，ペーパーテストのみならず，論述やレポートの作成，

発表，グループでの話合い，作品の制作や表現等の多様な活動を取り入れたり，それら

を集めたポートフォリオを活用したりするなど評価方法を工夫することが考えられる。 

 

（（３３））「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」のの評評価価ににつついいてて  

   答申において「学びに向かう力，人間性等」には，①「主体的に学習に取り組む態度」

として観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分と，②観点別学習状況

の評価や評定にはなじまず，こうした評価では示しきれないことから個人内評価を通

じて見取る部分があることに留意する必要があるとされている。すなわち，②について

は観点別学習状況の評価の対象外とする必要がある。 

   「主体的に学習に取り組む態度」の評価に際しては，単に継続的な行動や積極的な発

言を行うなど，性格や行動面の傾向を評価するということではなく，各教科等の「主体

的に学習に取り組む態度」に係る観点の趣旨に照らして，知識及び技能を習得したり，
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思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするために，自らの学習状況を把握し，学習

の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうとしているか

どうかという意思的な側面を評価することが重要である。 

   従前の「関心・意欲・態度」の観点も，各教科等の学習内容に関心をもつことのみな

らず，よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価するという考え

方に基づいたものであり，この点を「主体的に学習に取り組む態度」として改めて強調

するものである。 

   本観点に基づく評価は，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の観

点の趣旨に照らして， 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに

向けた粘り強い取組を行おうとしている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 

という二つの側面を評価することが求められる2。（図４参照） 

 ここでの評価は，児童生徒の学習の調整が「適切に行われているか」を必ずしも判断

するものではなく，学習の調整が知識及び技能の習得などに結び付いていない場合に

は，教師が学習の進め方を適切に指導することが求められる。 

   具体的な評価の方法としては，ノートやレポート等における記述，授業中の発言，教

師による行動観察や児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を，教師が評価を行

う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられる。 

図図４４  

 

  

 
2 これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では別々ではなく相互に関わり合いながら⽴
ち現れるものと考えられることから，実際の評価の場⾯においては，双⽅の側⾯を⼀体的
に⾒取ることも想定される。例えば，⾃らの学習を全く調整しようとせず粘り強く取り組
み続ける姿や，粘り強さが全くない中で⾃らの学習を調整する姿は⼀般的ではない。 
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思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするために，自らの学習状況を把握し，学習

の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうとしているか

どうかという意思的な側面を評価することが重要である。 

   従前の「関心・意欲・態度」の観点も，各教科等の学習内容に関心をもつことのみな

らず，よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価するという考え

方に基づいたものであり，この点を「主体的に学習に取り組む態度」として改めて強調

するものである。 

   本観点に基づく評価は，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の観

点の趣旨に照らして， 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに

向けた粘り強い取組を行おうとしている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 

という二つの側面を評価することが求められる2。（図４参照） 

 ここでの評価は，児童生徒の学習の調整が「適切に行われているか」を必ずしも判断

するものではなく，学習の調整が知識及び技能の習得などに結び付いていない場合に

は，教師が学習の進め方を適切に指導することが求められる。 

   具体的な評価の方法としては，ノートやレポート等における記述，授業中の発言，教

師による行動観察や児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を，教師が評価を行

う際に考慮する材料の一つとして用いることなどが考えられる。 

図図４４  

 

  

 
2 これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では別々ではなく相互に関わり合いながら⽴
ち現れるものと考えられることから，実際の評価の場⾯においては，双⽅の側⾯を⼀体的
に⾒取ることも想定される。例えば，⾃らの学習を全く調整しようとせず粘り強く取り組
み続ける姿や，粘り強さが全くない中で⾃らの学習を調整する姿は⼀般的ではない。 

 

 

   なお，学習指導要領の「２ 内容」に記載のない「主体的に学習に取り組む態度」

の評価については，後述する第２章１（２）を参照のこと3。  

  

  

５５  改改善善等等通通知知ににおおけけるる特特別別のの教教科科  道道徳徳，，外外国国語語活活動動（（小小学学校校）），，総総合合的的なな学学習習のの時時

間間，，特特別別活活動動のの指指導導要要録録のの記記録録 

  改善等通知においては，各教科の学習の記録とともに，以下の（１）～（４）の各教科

等の指導要録における学習の記録について以下のように示されている。 

   

（（１１））特特別別のの教教科科  道道徳徳ににつついいてて 

   中学校等については，改善等通知別紙２に，「道徳の評価については，28 文科初第 604

号「学習指導要領の一部改正に伴う小学校，中学校及び特別支援学校小学部・中学部に

おける児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」に基づき，学習活

動における生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を個人内評価として文章で端的

に記述する」こととされている（小学校等についても別紙１に同旨）。 

 

（（２２））外外国国語語活活動動ににつついいてて（（小小学学校校））  

   改善等通知には，「外国語活動の記録については，評価の観点を記入した上で，それ

らの観点に照らして，児童の学習状況に顕著な事項がある場合にその特徴を記入する

等，児童にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述すること」とされている。

また，「評価の観点については，設置者は，小学校学習指導要領等に示す外国語活動の

目標を踏まえ，改善等通知別紙４を参考に設定する」こととされている。 

 

（（３３））総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににつついいてて  

   中学校等については，改善等通知別紙２に，「総合的な学習の時間の記録については，

この時間に行った学習活動及び各学校が自ら定めた評価の観点を記入した上で，それ

らの観点のうち，生徒の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記入する

等，生徒にどのような力が身に付いたかを文章で端的に記述すること」とされている。

また，「評価の観点については，各学校において具体的に定めた目標，内容に基づいて

別紙４を参考に定めること」とされている（小学校等についても別紙１に同旨）。 

 

 

 
3 各教科等によって，評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば，体育・
保健体育科の運動に関する領域においては，公正や協⼒などを，育成する「態度」として学
習指導要領に位置付けており，各教科等の⽬標や内容に対応した学習評価が⾏われること
とされている。 

- 11 -

第１編



 

（（４４））特特別別活活動動ににつついいてて  

中学校等については，改善等通知別紙２に，「特別活動の記録については，各学校が

自ら定めた特別活動全体に係る評価の観点を記入した上で，各活動・学校行事ごとに，

評価の観点に照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に，○印を

記入する」とされている。また，「評価の観点については，学習指導要領等に示す特別

活動の目標を踏まえ，各学校において改善等通知別紙４を参考に定める。その際，特別

活動の特質や学校として重点化した内容を踏まえ，例えば『主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度』などのように,より具体的に定めることも考えられる。記

入に当たっては，特別活動の学習が学校や学級における集団活動や生活を対象に行わ

れるという特質に留意する」とされている（小学校等についても別紙１に同旨）。 

なお，特別活動は学級担任以外の教師が指導する活動が多いことから，評価体制を確

立し，共通理解を図って，児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価するととも

に，確実に資質・能力が育成されるよう指導の改善に生かすことが求められる。 

 

６６  障障害害ののああるる児児童童生生徒徒のの学学習習評評価価ににつついいてて  

  学習評価に関する基本的な考え方は，障害のある児童生徒の学習評価についても変わ

るものではない。 

  障害のある児童生徒については，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，個々の

児童生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階に応じた指導内容や指導方法の工夫

を行い，その評価を適切に行うことが必要である。また，指導内容や指導方法の工夫につ

いては，学習指導要領の各教科の「指導計画の作成と内容の取扱い」の「指導計画作成上

の配慮事項」の「障害のある児童生徒への配慮についての事項」についての学習指導要領

解説も参考となる。 

 

 

７７  評評価価のの方方針針等等のの児児童童生生徒徒やや保保護護者者へへのの共共有有ににつついいてて    

  学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに，児童生徒自身に学習の見通しをもたせ

るために，学習評価の方針を事前に児童生徒と共有する場面を必要に応じて設けること

が求められており，児童生徒に評価の結果をフィードバックする際にも，どのような方

針によって評価したのかを改めて児童生徒に共有することも重要である。 

  また，新学習指導要領下での学習評価の在り方や基本方針等について，様々な機会を

捉えて保護者と共通理解を図ることが非常に重要である。 
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（（４４））特特別別活活動動ににつついいてて  

中学校等については，改善等通知別紙２に，「特別活動の記録については，各学校が

自ら定めた特別活動全体に係る評価の観点を記入した上で，各活動・学校行事ごとに，

評価の観点に照らして十分満足できる活動の状況にあると判断される場合に，○印を

記入する」とされている。また，「評価の観点については，学習指導要領等に示す特別

活動の目標を踏まえ，各学校において改善等通知別紙４を参考に定める。その際，特別

活動の特質や学校として重点化した内容を踏まえ，例えば『主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度』などのように,より具体的に定めることも考えられる。記

入に当たっては，特別活動の学習が学校や学級における集団活動や生活を対象に行わ

れるという特質に留意する」とされている（小学校等についても別紙１に同旨）。 

なお，特別活動は学級担任以外の教師が指導する活動が多いことから，評価体制を確

立し，共通理解を図って，児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価するととも

に，確実に資質・能力が育成されるよう指導の改善に生かすことが求められる。 

 

６６  障障害害ののああるる児児童童生生徒徒のの学学習習評評価価ににつついいてて  

  学習評価に関する基本的な考え方は，障害のある児童生徒の学習評価についても変わ

るものではない。 

  障害のある児童生徒については，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，個々の

児童生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階に応じた指導内容や指導方法の工夫

を行い，その評価を適切に行うことが必要である。また，指導内容や指導方法の工夫につ

いては，学習指導要領の各教科の「指導計画の作成と内容の取扱い」の「指導計画作成上

の配慮事項」の「障害のある児童生徒への配慮についての事項」についての学習指導要領

解説も参考となる。 

 

 

７７  評評価価のの方方針針等等のの児児童童生生徒徒やや保保護護者者へへのの共共有有ににつついいてて    

  学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに，児童生徒自身に学習の見通しをもたせ

るために，学習評価の方針を事前に児童生徒と共有する場面を必要に応じて設けること

が求められており，児童生徒に評価の結果をフィードバックする際にも，どのような方

針によって評価したのかを改めて児童生徒に共有することも重要である。 

  また，新学習指導要領下での学習評価の在り方や基本方針等について，様々な機会を

捉えて保護者と共通理解を図ることが非常に重要である。 

 

  

 

第第２２章章  学学習習評評価価のの基基本本的的なな流流れれ  

１１  各各教教科科ににおおけけるる評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついいてて 

（（１１））目目標標とと観観点点のの趣趣旨旨ととのの対対応応関関係係ににつついいてて  

   評価規準の作成に当たっては，各学校の実態に応じて目標に準拠した評価を行うた

めに，「評価の観点及びその趣旨4」が各教科等の目標を踏まえて作成されていること，

また同様に，「学年別（又は分野別）の評価の観点の趣旨5」が学年（又は分野）の目標

を踏まえて作成されていることを確認することが必要である。 

   なお，「主体的に学習に取り組む態度」の観点は，教科等及び学年（又は分野）の目

標の（3）に対応するものであるが，観点別学習状況の評価を通じて見取ることができ

る部分をその内容として整理し，示していることを確認することが必要である。（図５，

６参照） 

  

図図５５  

【【学学習習指指導導要要領領「「教教科科のの目目標標」」】】  

学学習習指指導導要要領領  各各教教科科等等のの「「第第１１  目目標標」」  

（（11））  （（22））  （（33））  

（知識及び技能に関する

目標）  

（思考力，判断力，表現

力等に関する目標）  

（学びに向かう力，人間

性等に関する目標）6  

 

 

【【改改善善等等通通知知「「評評価価のの観観点点及及びびそそのの趣趣旨旨」」】】  

改改善善等等通通知知  別別紙紙４４  評評価価のの観観点点及及びびそそのの趣趣旨旨  

観点 知知識識・・技技能能  思思考考・・判判断断・・表表現現  主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

趣旨 
（知識・技能の観点の趣

旨） 

（思考・判断・表現の観

点の趣旨） 

（主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨） 

  

 

 

 

 
4 各教科等の学習指導要領の⽬標の規定を踏まえ，観点別学習状況の評価の対象とするも
のについて整理したものが教科等の観点の趣旨である。 
5 各学年（⼜は分野）の学習指導要領の⽬標を踏まえ，観点別学習状況の評価の対象とす
るものについて整理したものが学年別（⼜は分野別）の観点の趣旨である。 
6 学びに向かう⼒，⼈間性等に関する⽬標には，個⼈内評価として実施するものも含まれ
ている。（P.8 図３参照）※学年（⼜は分野）の⽬標についても同様である。 
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図図６６  

【【学学習習指指導導要要領領「「学学年年（（又又はは分分野野））のの目目標標」」】】  

学学習習指指導導要要領領  各各教教科科等等のの「「第第２２  各各学学年年のの目目標標及及びび内内容容」」のの学学年年ごごととのの「「１１  目目標標」」  

（（11））  （（22））  （（33））  

（知識及び技能に関する

目標）  

（思考力，判断力，表現

力等に関する目標）  

（学びに向かう力，人間

性等に関する目標）  

 

 

【【改改善善等等通通知知  別別紙紙４４「「学学年年別別（（又又はは分分野野別別））のの評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨」」】】  

観点 知知識識・・技技能能  思思考考・・判判断断・・表表現現  主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

趣旨 
（知識・技能の観点の趣

旨） 

（思考・判断・表現の観

点の趣旨） 

（主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨） 

  

  

（（２２））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」ととはは 

本参考資料では，評価規準の作成等について示す。具体的には，学習指導要領の規定

から「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順を示している。ここでの「内

容のまとまり」とは，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容 

２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりしたものである7。平

成 29 年改訂学習指導要領においては資質・能力の三つの柱に基づく構造化が行われた

ところであり，基本的には，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年（分野）の

目標及び内容」の「２ 内容」において8，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・

 
7 各教科等の学習指導要領の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」１(1)に「単元（題
材）などの内容や時間のまとまり」という記載があるが，この「内容や時間のまとまり」と，
本参考資料における「内容のまとまり」は同義ではないことに注意が必要である。前者は，
主体的・対話的で深い学びを実現するため，主体的に学習に取り組めるよう学習の⾒通しを
⽴てたり学習したことを振り返ったりして⾃⾝の学びや変容を⾃覚できる場⾯をどこに設
定するか，対話によって⾃分の考えなどを広げたり深めたりする場⾯をどこに設定するか，
学びの深まりをつくりだすために，児童⽣徒が考える場⾯と教師が教える場⾯をどのよう
に組み⽴てるか，といった視点による授業改善は，１単位時間の授業ごとに考えるのではな
く，単元や題材などの⼀定程度のまとまりごとに検討されるべきであることが⽰されたも
のである。後者（本参考資料における「内容のまとまり」）については，本⽂に述べるとお
りである。 
8 ⼩学校家庭においては，「第２ 各学年の内容」，「１ 内容」，⼩学校外国語・外国語活
動，中学校外国語においては，「第２ 各⾔語の⽬標及び内容等」，「１ ⽬標」である。 
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図図６６  

【【学学習習指指導導要要領領「「学学年年（（又又はは分分野野））のの目目標標」」】】  

学学習習指指導導要要領領  各各教教科科等等のの「「第第２２  各各学学年年のの目目標標及及びび内内容容」」のの学学年年ごごととのの「「１１  目目標標」」  

（（11））  （（22））  （（33））  

（知識及び技能に関する

目標）  

（思考力，判断力，表現

力等に関する目標）  

（学びに向かう力，人間

性等に関する目標）  

 

 

【【改改善善等等通通知知  別別紙紙４４「「学学年年別別（（又又はは分分野野別別））のの評評価価のの観観点点のの趣趣旨旨」」】】  

観点 知知識識・・技技能能  思思考考・・判判断断・・表表現現  主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度  

趣旨 
（知識・技能の観点の趣

旨） 

（思考・判断・表現の観

点の趣旨） 

（主体的に学習に取り組む態度

の観点の趣旨） 

  

  

（（２２））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」ととはは 

本参考資料では，評価規準の作成等について示す。具体的には，学習指導要領の規定

から「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順を示している。ここでの「内

容のまとまり」とは，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容 

２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりしたものである7。平

成 29 年改訂学習指導要領においては資質・能力の三つの柱に基づく構造化が行われた

ところであり，基本的には，学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年（分野）の

目標及び内容」の「２ 内容」において8，「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・

 
7 各教科等の学習指導要領の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」１(1)に「単元（題
材）などの内容や時間のまとまり」という記載があるが，この「内容や時間のまとまり」と，
本参考資料における「内容のまとまり」は同義ではないことに注意が必要である。前者は，
主体的・対話的で深い学びを実現するため，主体的に学習に取り組めるよう学習の⾒通しを
⽴てたり学習したことを振り返ったりして⾃⾝の学びや変容を⾃覚できる場⾯をどこに設
定するか，対話によって⾃分の考えなどを広げたり深めたりする場⾯をどこに設定するか，
学びの深まりをつくりだすために，児童⽣徒が考える場⾯と教師が教える場⾯をどのよう
に組み⽴てるか，といった視点による授業改善は，１単位時間の授業ごとに考えるのではな
く，単元や題材などの⼀定程度のまとまりごとに検討されるべきであることが⽰されたも
のである。後者（本参考資料における「内容のまとまり」）については，本⽂に述べるとお
りである。 
8 ⼩学校家庭においては，「第２ 各学年の内容」，「１ 内容」，⼩学校外国語・外国語活
動，中学校外国語においては，「第２ 各⾔語の⽬標及び内容等」，「１ ⽬標」である。 

 

能力が示されている。このため，「２ 内容」の記載はそのまま学習指導の目標となりう

るものである9。学習指導要領の目標に照らして観点別学習状況の評価を行うに当たり，

児童生徒が資質・能力を身に付けた状況を表すために，「２ 内容」の記載事項の文末を

「～すること」から「～している」と変換したもの等を，本参考資料において「内容の

まとまりごとの評価規準」と呼ぶこととする10。 

ただし，「主体的に学習に取り組む態度」に関しては，特に，児童生徒の学習への継

続的な取組を通して現れる性質を有すること等から11，「２ 内容」に記載がない12。そ

のため，各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通

知別紙４に示された学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨のうち「主体的に学習に取

り組む態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要

がある。 

なお，各学校においては，「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえて，

学習評価を行う際の評価規準を作成する。 

 

（（３３））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順 

各教科における，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基本的な手順は

以下のとおりである。 

 
9 「２ 内容」において⽰されている指導事項等を整理することで「内容のまとまり」を構
成している教科もある。この場合は，整理した資質・能⼒をもとに，構成された「内容のま
とまり」に基づいて学習指導の⽬標を設定することとなる。また，⽬標や評価規準の設定は,
教育課程を編成する主体である各学校が，学習指導要領に基づきつつ児童⽣徒や学校，地域
の実情に応じて⾏うことが必要である。 
10 ⼩学校家庭，中学校技術・家庭（家庭分野）については，学習指導要領の⽬標及び分野の
⽬標の（２）に思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成に係る学習過程が記載されているため，こ
れらを踏まえて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。 
11 各教科等の特性によって単元や題材など内容や時間のまとまりはさまざまであることか
ら，評価を⾏う際は，それぞれの実現状況が把握できる段階について検討が必要である。 
12 各教科等によって，評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば，体育・
保健体育科の運動に関する領域においては，公正や協⼒などを，育成する「態度」として学
習指導要領に位置付けており，各教科等の⽬標や内容に対応した学習評価が⾏われること
とされている。 

 学習指導要領に示された教科及び学年（又は分野）の目標を踏まえて，「評価の観点

及びその趣旨」が作成されていることを理解した上で， 

① 各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。 
 

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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①，②については，第２編において詳述する。同様に，【観点ごとのポイント】につ

いても，第２編に各教科等において示している。 

（（４４））評評価価のの計計画画をを立立ててるるここととのの重重要要性性

学習指導のねらいが児童生徒の学習状況として実現されたかについて，評価規準に

照らして観察し，毎時間の授業で適宜指導を行うことは，育成を目指す資質・能力を

児童生徒に育むためには不可欠である。その上で，評価規準に照らして，観点別学習

状況の評価をするための記録を取ることになる。そのためには，いつ，どのような方

法で，児童生徒について観点別学習状況を評価するための記録を取るのかについて，

評価の計画を立てることが引き続き大切である。 

 毎時間児童生徒全員について記録を取り，総括の資料とするために蓄積することは

現実的ではないことからも，児童生徒全員の学習状況を記録に残す場面を精選し，か

つ適切に評価するための評価の計画が一層重要になる。 

（（５５））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価にに係係るる記記録録のの総総括括

適切な評価の計画の下に得た，児童生徒の観点別学習状況の評価に係る記録の総括

の時期としては，単元（題材）末，学期末，学年末等の節目が考えられる。  

総括を行う際，観点別学習状況の評価に係る記録が，観点ごとに複数ある場合は，例

えば，次のような方法が考えられる。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣのの数数をを基基にに総総括括すするる場場合合

何回か行った評価結果のＡ，Ｂ，Ｃの数が多いものが，その観点の学習の実施状況

を最もよく表現しているとする考え方に立つ総括の方法である。例えば，３回評価を

行った結果が「ＡＢＢ」ならばＢと総括することが考えられる。なお，「ＡＡＢＢ」

の総括結果をＡとするかＢとするかなど，同数の場合や三つの記号が混在する場合

の総括の仕方をあらかじめ各学校において決めておく必要がある。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣをを数数値値にに置置きき換換ええてて総総括括すするる場場合合

何回か行った評価結果Ａ，Ｂ，Ｃを，例えばＡ＝３，Ｂ＝２，Ｃ＝１のように数値

によって表し，合計したり平均したりする総括の方法である。例えば，総括の結果を

Ｂとする範囲を［2.5≧平均値≧1.5］とすると，「ＡＢＢ」の平均値は，約 2.3［（３

＋２＋２）÷３］で総括の結果はＢとなる。 

なお，評価の各節目のうち特定の時点に重きを置いて評価を行う場合など，この例の

ような平均値による方法以外についても様々な総括の方法が考えられる。 

（（６６））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価のの評評定定へへのの総総括括

評定は，各教科の観点別学習状況の評価を総括した数値を示すものである。評定は，

児童生徒がどの教科の学習に望ましい学習状況が認められ，どの教科の学習に課題が

- 16 -

第１編



①，②については，第２編において詳述する。同様に，【観点ごとのポイント】につ

いても，第２編に各教科等において示している。 

（（４４））評評価価のの計計画画をを立立ててるるここととのの重重要要性性

学習指導のねらいが児童生徒の学習状況として実現されたかについて，評価規準に

照らして観察し，毎時間の授業で適宜指導を行うことは，育成を目指す資質・能力を

児童生徒に育むためには不可欠である。その上で，評価規準に照らして，観点別学習

状況の評価をするための記録を取ることになる。そのためには，いつ，どのような方

法で，児童生徒について観点別学習状況を評価するための記録を取るのかについて，

評価の計画を立てることが引き続き大切である。 

 毎時間児童生徒全員について記録を取り，総括の資料とするために蓄積することは

現実的ではないことからも，児童生徒全員の学習状況を記録に残す場面を精選し，か

つ適切に評価するための評価の計画が一層重要になる。 

（（５５））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価にに係係るる記記録録のの総総括括

適切な評価の計画の下に得た，児童生徒の観点別学習状況の評価に係る記録の総括

の時期としては，単元（題材）末，学期末，学年末等の節目が考えられる。  

総括を行う際，観点別学習状況の評価に係る記録が，観点ごとに複数ある場合は，例

えば，次のような方法が考えられる。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣのの数数をを基基にに総総括括すするる場場合合

何回か行った評価結果のＡ，Ｂ，Ｃの数が多いものが，その観点の学習の実施状況

を最もよく表現しているとする考え方に立つ総括の方法である。例えば，３回評価を

行った結果が「ＡＢＢ」ならばＢと総括することが考えられる。なお，「ＡＡＢＢ」

の総括結果をＡとするかＢとするかなど，同数の場合や三つの記号が混在する場合

の総括の仕方をあらかじめ各学校において決めておく必要がある。 

・ 評評価価結結果果ののＡＡ，，ＢＢ，，ＣＣをを数数値値にに置置きき換換ええてて総総括括すするる場場合合

何回か行った評価結果Ａ，Ｂ，Ｃを，例えばＡ＝３，Ｂ＝２，Ｃ＝１のように数値

によって表し，合計したり平均したりする総括の方法である。例えば，総括の結果を

Ｂとする範囲を［2.5≧平均値≧1.5］とすると，「ＡＢＢ」の平均値は，約 2.3［（３

＋２＋２）÷３］で総括の結果はＢとなる。 

なお，評価の各節目のうち特定の時点に重きを置いて評価を行う場合など，この例の

ような平均値による方法以外についても様々な総括の方法が考えられる。 

（（６６））観観点点別別学学習習状状況況のの評評価価のの評評定定へへのの総総括括

評定は，各教科の観点別学習状況の評価を総括した数値を示すものである。評定は，

児童生徒がどの教科の学習に望ましい学習状況が認められ，どの教科の学習に課題が

 

認められるのかを明らかにすることにより，教育課程全体を見渡した学習状況の把握

と指導や学習の改善に生かすことを可能とするものである。 

評定への総括は，学期末や学年末などに行われることが多い。学年末に評定へ総括す

る場合には，学期末に総括した評定の結果を基にする場合と，学年末に観点ごとに総括

した結果を基にする場合が考えられる。 

観点別学習状況の評価の評定への総括は，各観点の評価結果をＡ，Ｂ，Ｃの組合せ，

又は，Ａ，Ｂ，Ｃを数値で表したものに基づいて総括し，その結果を小学校では３段階，

中学校では５段階で表す。 

Ａ，Ｂ，Ｃの組合せから評定に総括する場合，各観点とも同じ評価がそろう場合は，

小学校については，「ＢＢＢ」であれば２を基本としつつ，「ＡＡＡ」であれば３，「Ｃ

ＣＣ」であれば１とするのが適当であると考えられる。中学校については，「ＢＢＢ」

であれば３を基本としつつ，「ＡＡＡ」であれば５又は４，「ＣＣＣ」であれば２又は１

とするのが適当であると考えられる。それ以外の場合は，各観点のＡ，Ｂ，Ｃの数の組

合せから適切に評定することができるようあらかじめ各学校において決めておく必要

がある。 

なお，観点別学習状況の評価結果は，「十分満足できる」状況と判断されるものをＡ，

「おおむね満足できる」状況と判断されるものをＢ，「努力を要する」状況と判断され

るものをＣのように表されるが，そこで表された学習の実現状況には幅があるため，機

械的に評定を算出することは適当ではない場合も予想される。  

また，評定は，小学校については，小学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照ら

して，その実現状況を「十分満足できる」状況と判断されるものを３，「おおむね満足

できる」状況と判断されるものを２，「努力を要する」状況と判断されるものを１，中

学校については，中学校学習指導要領等に示す各教科の目標に照らして，その実現状況

を「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるものを５，「十分

満足できる」状況と判断されるものを４，「おおむね満足できる」状況と判断されるも

のを３，「努力を要する」状況と判断されるものを２，「一層努力を要する」状況と判断

されるものを１という数値で表される。しかし，この数値を児童生徒の学習状況につい

て三つ（小学校）又は五つ（中学校）に分類したものとして捉えるのではなく，常にこ

の結果の背景にある児童生徒の具体的な学習の実現状況を思い描き，適切に捉えるこ

とが大切である。評定への総括に当たっては，このようなことも十分に検討する必要が

ある13。 

なお，各学校では観点別学習状況の評価の観点ごとの総括及び評定への総括の考え

 
13 改善等通知では，「評定は各教科の学習の状況を総括的に評価するものであり，『観点別
学習状況』において掲げられた観点は，分析的な評価を⾏うものとして，各教科の評定を
⾏う場合において基本的な要素となるものであることに⼗分留意する。その際，評定の適
切な決定⽅法等については，各学校において定める。」と⽰されている。（P.７，８参照） 
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方や方法について，教師間で共通理解を図り，児童生徒及び保護者に十分説明し理解を

得ることが大切である。 

   

  

２２  総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついいてて  

（（１１））総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの「「評評価価のの観観点点」」ににつついいてて  

平成 29 年改訂学習指導要領では，各教科等の目標や内容を「知識及び技能」，「思考

力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力の三つの柱で再整

理しているが，このことは総合的な学習の時間においても同様である。 

総合的な学習の時間においては，学習指導要領が定める目標を踏まえて各学校が目

標や内容を設定するという総合的な学習の時間の特質から，各学校が観点を設定する

という枠組みが維持されている。一方で，各学校が目標や内容を定める際には，学習指

導要領において示された以下について考慮する必要がある。 

【各学校において定める目標】 

・ 各学校において定める目標については，各学校における教育目標を踏まえ，総合

的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すこと。  （第２の３⑴） 

総合的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すとは，各学校における教

育目標を踏まえて，各学校において定める目標の中に，この時間を通して育成を目指す

資質・能力を，三つの柱に即して具体的に示すということである。 

【各学校において定める内容】 

・ 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については，次の事

項に配慮すること。 

ア 知識及び技能については，他教科等及び総合的な学習の時間で習得する知識及

び技能が相互に関連付けられ，社会の中で生きて働くものとして形成されるよう

にすること。 

イ 思考力，判断力，表現力等については，課題の設定，情報の収集，整理・分析，

まとめ・表現などの探究的な学習の過程において発揮され，未知の状況において

活用できるものとして身に付けられるようにすること。 

ウ 学びに向かう力，人間性等については，自分自身に関すること及び他者や社会

との関わりに関することの両方の視点を踏まえること。    （第２の３⑹） 

各学校において定める内容について，今回の改訂では新たに，「目標を実現するにふ

さわしい探究課題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二

つを定めることが示された。「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能

力」とは，各学校において定める目標に記された資質・能力を，各探究課題に即して具

体的に示したものであり，教師の適切な指導の下，児童生徒が各探究課題の解決に取り

組む中で，育成することを目指す資質・能力のことである。この具体的な資質・能力も，

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」という
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方や方法について，教師間で共通理解を図り，児童生徒及び保護者に十分説明し理解を

得ることが大切である。 

   

  

２２  総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついいてて  

（（１１））総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの「「評評価価のの観観点点」」ににつついいてて  

平成 29 年改訂学習指導要領では，各教科等の目標や内容を「知識及び技能」，「思考

力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力の三つの柱で再整

理しているが，このことは総合的な学習の時間においても同様である。 

総合的な学習の時間においては，学習指導要領が定める目標を踏まえて各学校が目

標や内容を設定するという総合的な学習の時間の特質から，各学校が観点を設定する

という枠組みが維持されている。一方で，各学校が目標や内容を定める際には，学習指

導要領において示された以下について考慮する必要がある。 

【各学校において定める目標】 

・ 各学校において定める目標については，各学校における教育目標を踏まえ，総合

的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すこと。  （第２の３⑴） 

総合的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すとは，各学校における教

育目標を踏まえて，各学校において定める目標の中に，この時間を通して育成を目指す

資質・能力を，三つの柱に即して具体的に示すということである。 

【各学校において定める内容】 

・ 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については，次の事

項に配慮すること。 

ア 知識及び技能については，他教科等及び総合的な学習の時間で習得する知識及

び技能が相互に関連付けられ，社会の中で生きて働くものとして形成されるよう

にすること。 

イ 思考力，判断力，表現力等については，課題の設定，情報の収集，整理・分析，

まとめ・表現などの探究的な学習の過程において発揮され，未知の状況において

活用できるものとして身に付けられるようにすること。 

ウ 学びに向かう力，人間性等については，自分自身に関すること及び他者や社会

との関わりに関することの両方の視点を踏まえること。    （第２の３⑹） 

各学校において定める内容について，今回の改訂では新たに，「目標を実現するにふ

さわしい探究課題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二

つを定めることが示された。「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能

力」とは，各学校において定める目標に記された資質・能力を，各探究課題に即して具

体的に示したものであり，教師の適切な指導の下，児童生徒が各探究課題の解決に取り

組む中で，育成することを目指す資質・能力のことである。この具体的な資質・能力も，

「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」という

 

資質・能力の三つの柱に即して設定していくことになる。 

このように，各学校において定める目標と内容には，三つの柱に沿った資質・能力が

明示されることになる。 

したがって，資質・能力の三つの柱で再整理した新学習指導要領の下での指導と評価

の一体化を推進するためにも，評価の観点についてこれらの資質・能力に関わる「知識・

技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理し示した

ところである。 

 

（（２２））総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの「「内内容容ののままととままりり」」のの考考ええ方方  

学習指導要領の第２の２では，「各学校においては，第１の目標を踏まえ，各学校の

総合的な学習の時間の内容を定める。」とされており，各教科のようにどの学年で何を

指導するのかという内容を明示していない。これは，各学校が，学習指導要領が定める

目標の趣旨を踏まえて，地域や学校，児童生徒の実態に応じて，創意工夫を生かした内

容を定めることが期待されているからである。 

この内容の設定に際しては，前述したように「目標を実現するにふさわしい探究課

題」，「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」の二つを定めること

が示され，探究課題としてどのような対象と関わり，その探究課題の解決を通して，ど

のような資質・能力を育成するのかが内容として記述されることになる。（図７参照） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本参考資料第１編第２章の１（２）では，「内容のまとまり」について，「学習指導要

領に示す各教科等の『第２ 各学年の目標及び内容 ２ 内容』の項目等をそのまとま

りごとに細分化したり整理したりしたもので，『内容のまとまり』ごとに育成を目指す

資質・能力が示されている」と説明されている。 

したがって，総合的な学習の時間における「内容のまとまり」とは，全体計画に示し

た「目標を実現するにふさわしい探究課題」のうち，一つ一つの探究課題とその探究課

題に応じて定めた具体的な資質・能力と考えることができる。 

図図７７  

各学校において定める内内容容 

探究課題の解決を通して育成を目指す 

具具体体的的なな資資質質・・能能力力 

目標を実現するにふさわしい 

探探究究課課題題 

現現代代的的なな諸諸課課題題にに対対応応すするる  

横横断断的的・・総総合合的的なな課課題題  
（国際理解,情報,環境,福祉・健康など） 

 

 

 

他教科等及び総合的

な学習の時間で習得

する知識及び技能が

相互に関連付けら

れ,社会の中で生き

て働くものとして形

成されるようにする 

 

自分自身に関するこ

と及び他者や社会と

の関わりに関するこ

との両方の視点を踏

まえる 

 

 

探究的な学習の過程

において発揮され,

未知の状況において

活用できるものとし

て身に付けられるよ

うにする 

地地域域やや学学校校のの特特色色にに応応じじたた課課題題  
（地域の人々の暮らし,伝統と文化など） 

    児児童童生生徒徒のの興興味味・・関関心心にに基基づづくく課課題題  

  例例  

知識及び技能 
思考力,判断

力,表現力等 

学びに向かう

力，人間性等 
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（（３３））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

   総合的な学習の時間における，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基

本的な手順は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

  

  

３３  特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついい

てて  

（（１１））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨ににつついいてて  

特別活動においては，改善等通知において示されたように，特別活動の特質と学校の

創意工夫を生かすということから，設置者ではなく，「各学校で評価の観点を定める」

ものとしている。本参考資料では「評価の観点」とその趣旨の設定について示している。  

  

（（２２））特特別別活活動動のの「「内内容容ののままととままりり」」  

      小学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔児童会活動〕，〔クラブ活動〕，〔学校行

事〕（１）儀式的行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）遠足・集 

団宿泊的行事，（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

   中学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔生徒会活動〕，〔学校行事〕（１）儀式的

行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）旅行・集団宿泊的行事，

（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

  

（（３３））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを

作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

各学校においては，学習指導要領に示された特別活動の目標及び内容を踏まえ，自校

の実態に即し，改善等通知の例示を参考に観点を作成する。その際，例えば，特別活動

の特質や学校として重点化した内容を踏まえて，具体的な観点を設定することが考え

られる。 

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 

② 各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ごとに作成

した「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が，観点ごとに

どのように整理されているかを確認する。 

③【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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（（３３））「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

   総合的な学習の時間における，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基

本的な手順は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

  

  

３３  特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに評評価価規規準準のの作作成成及及びび評評価価のの実実施施等等ににつついい

てて  

（（１１））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨ににつついいてて  

特別活動においては，改善等通知において示されたように，特別活動の特質と学校の

創意工夫を生かすということから，設置者ではなく，「各学校で評価の観点を定める」

ものとしている。本参考資料では「評価の観点」とその趣旨の設定について示している。  

  

（（２２））特特別別活活動動のの「「内内容容ののままととままりり」」  

      小学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔児童会活動〕，〔クラブ活動〕，〔学校行

事〕（１）儀式的行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）遠足・集 

団宿泊的行事，（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

   中学校においては，学習指導要領の内容の〔学級活動〕「（１）学級や学校における生

活づくりへの参画」，「（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」，

「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」，〔生徒会活動〕，〔学校行事〕（１）儀式的

行事，（２）文化的行事，（３）健康安全・体育的行事，（４）旅行・集団宿泊的行事，

（５）勤労生産・奉仕的行事を「内容のまとまり」とした。 

  

（（３３））特特別別活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨，，並並びびにに「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを

作作成成すするる際際のの基基本本的的なな手手順順  

各学校においては，学習指導要領に示された特別活動の目標及び内容を踏まえ，自校

の実態に即し，改善等通知の例示を参考に観点を作成する。その際，例えば，特別活動

の特質や学校として重点化した内容を踏まえて，具体的な観点を設定することが考え

られる。 

① 各学校において定めた目標（第２の１）と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 

② 各学校において定めた内容の記述（「内容のまとまり」として探究課題ごとに作成

した「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）が，観点ごとに

どのように整理されているかを確認する。 

③【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

 

また，学習指導要領解説では，各活動・学校行事の内容ごとに育成を目指す資質・能

力が例示されている。そこで，学習指導要領で示された「各活動・学校行事の目標」及

び学習指導要領解説で例示された「資質・能力」を確認し，各学校の実態に合わせて育

成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 

次に，各学校で設定した，各活動・学校行事で育成を目指す資質・能力を踏まえて，

「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。その際，小学校の学級活動においては，

学習指導要領で示した「各学年段階における配慮事項」や，学習指導要領解説に示した

「発達の段階に即した指導のめやす」を踏まえて，低・中・高学年ごとに評価規準を作

成することが考えられる。基本的な手順は以下のとおりである。 

 

① 学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を確認する。 
 

② 学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえ，改善等通知の例示を参

考に，特別活動の「評価の観点」とその趣旨を設定する。  
 

③ 学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説特別活動編（平

成 29 年７月）で例示した「各活動・学校行事における育成を目指す資質・能力」を

参考に，各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 
 

④ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
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（参考）平成 23 年「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」からの

変更点について 

 

今回作成した本参考資料は，平成 23 年の「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善の

ための参考資料」を踏襲するものであるが，以下のような変更点があることに留意が必要

である14。 

まず，平成 23 年の参考資料において使用していた「評価規準に盛り込むべき事項」や

「評価規準の設定例」については，報告において「現行の参考資料のように評価規準を詳

細に示すのではなく，各教科等の特質に応じて，学習指導要領の規定から評価規準を作成

する際の手順を示すことを基本とする」との指摘を受け，第２編において示すことを改

め，本参考資料の第３編における事例の中で，各教科等の事例に沿った評価規準を例示し

たり，その作成手順等を紹介したりする形に改めている。 

次に，本参考資料の第２編に示す「内容のまとまりごとの評価規準」は，平成 23 年の

「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」において示した「評価規準

に盛り込むべき事項」と作成の手順を異にする。具体的には，「評価規準に盛り込むべき

事項」は，平成 20 年改訂学習指導要領における各教科等の目標，各学年（又は分野）の

目標及び内容の記述を基に，学習評価及び指導要録の改善通知で示している各教科等の

評価の観点及びその趣旨，学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨を踏まえて作成したも

のである。 

また，平成 23 年の参考資料では「評価規準に盛り込むべき事項」をより具体化したも

のを「評価規準の設定例」として示している。「評価規準の設定例」は，原則として，学

習指導要領の各教科等の目標，学年（又は分野）別の目標及び内容のほかに，当該部分の

学習指導要領解説（文部科学省刊行）の記述を基に作成していた。他方，本参考資料にお

ける「内容のまとまりごとの評価規準」については，平成 29 年改訂の学習指導要領の目

標及び内容が育成を目指す資質・能力に関わる記述で整理されたことから，既に確認のと

おり，そこでの「内容のまとまり」ごとの記述を，文末を変換するなどにより評価規準と

することを可能としており，学習指導要領の記載と表裏一体をなす関係にあると言える。 

さらに，「主体的に学習に取り組む態度」の「各教科等・各学年等の評価の観点の趣旨」

についてである。前述のとおり，従前の「関心・意欲・態度」の観点から「主体的に学習

に取り組む態度」の観点に改められており，「主体的に学習に取り組む態度」の観点に関

しては各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通知別

紙４に示された学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨のうち「主体的に学習に取り組む

態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。

 
14 特別活動については，これまでも三つの観点に基づいて児童生徒の資質・能力の育成を
目指し，指導に生かしてきたところであり，上記の変更点に該当するものではないことに
留意が必要である。 
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（参考）平成 23 年「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」からの

変更点について 

 

今回作成した本参考資料は，平成 23 年の「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善の

ための参考資料」を踏襲するものであるが，以下のような変更点があることに留意が必要

である14。 

まず，平成 23 年の参考資料において使用していた「評価規準に盛り込むべき事項」や

「評価規準の設定例」については，報告において「現行の参考資料のように評価規準を詳

細に示すのではなく，各教科等の特質に応じて，学習指導要領の規定から評価規準を作成

する際の手順を示すことを基本とする」との指摘を受け，第２編において示すことを改

め，本参考資料の第３編における事例の中で，各教科等の事例に沿った評価規準を例示し

たり，その作成手順等を紹介したりする形に改めている。 

次に，本参考資料の第２編に示す「内容のまとまりごとの評価規準」は，平成 23 年の

「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」において示した「評価規準

に盛り込むべき事項」と作成の手順を異にする。具体的には，「評価規準に盛り込むべき

事項」は，平成 20 年改訂学習指導要領における各教科等の目標，各学年（又は分野）の

目標及び内容の記述を基に，学習評価及び指導要録の改善通知で示している各教科等の

評価の観点及びその趣旨，学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨を踏まえて作成したも

のである。 

また，平成 23 年の参考資料では「評価規準に盛り込むべき事項」をより具体化したも

のを「評価規準の設定例」として示している。「評価規準の設定例」は，原則として，学

習指導要領の各教科等の目標，学年（又は分野）別の目標及び内容のほかに，当該部分の

学習指導要領解説（文部科学省刊行）の記述を基に作成していた。他方，本参考資料にお

ける「内容のまとまりごとの評価規準」については，平成 29 年改訂の学習指導要領の目

標及び内容が育成を目指す資質・能力に関わる記述で整理されたことから，既に確認のと

おり，そこでの「内容のまとまり」ごとの記述を，文末を変換するなどにより評価規準と

することを可能としており，学習指導要領の記載と表裏一体をなす関係にあると言える。 

さらに，「主体的に学習に取り組む態度」の「各教科等・各学年等の評価の観点の趣旨」

についてである。前述のとおり，従前の「関心・意欲・態度」の観点から「主体的に学習

に取り組む態度」の観点に改められており，「主体的に学習に取り組む態度」の観点に関

しては各学年（又は分野）の「１ 目標」を参考にしつつ，必要に応じて，改善等通知別

紙４に示された学年（又は分野）別の評価の観点の趣旨のうち「主体的に学習に取り組む

態度」に関わる部分を用いて「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する必要がある。

 
14 特別活動については，これまでも三つの観点に基づいて児童生徒の資質・能力の育成を
目指し，指導に生かしてきたところであり，上記の変更点に該当するものではないことに
留意が必要である。 

 

報告にあるとおり，「主体的に学習に取り組む態度」は，現行の「関心・意欲・態度」の

観点の本来の趣旨であった，各教科等の学習内容に関心をもつことのみならず，よりよく

学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度を評価することを改めて強調するもので

ある。また，本観点に基づく評価としては，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教

科等の評価の観点の趣旨に照らし， 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすること

に向けた粘り強い取組を行おうとする側面と， 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面， 

という二つの側面を評価することが求められるとされた15。 

以上の点から，今回の改善等通知で示した「主体的に学習に取り組む態度」の「各教科

等・各学年等の評価の観点の趣旨」は，平成 22 年通知で示した「関心・意欲・態度」の

「各教科等・各学年等の評価の観点の趣旨」から改められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
15 各教科等によって，評価の対象に特性があることに留意する必要がある。例えば，体
育・保健体育科の運動に関する領域においては，公正や協力などを，育成する「態度」と
して学習指導要領に位置付けており，各教科等の目標や内容に対応した学習評価が行われ
ることとされている。 
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「内容のまとまりごとの評価規準」 

を作成する際の手順 
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１ 特別活動における「評価の観点」とその趣旨について 

特別活動においては，改善等通知において示されたように，特別活動の特質と学校の創意工夫を

生かすということから，設置者ではなく，「各学校で評価の観点を定める」としている。このため

本章では，特別活動の学習評価が効果的に行われるようにするために，各学校において特別活動の

観点とその趣旨，並びに評価規準を作成する際の参考となるよう，「評価の観点」とその趣旨並び

に「内容のまとまりごとの評価規準」の作成の手順を説明するものである。 

  

２ 中学校特別活動の「内容のまとまり」 

中学校特別活動における「内容のまとまり」は，以下のようになっている。 

  

３ 中学校特別活動における「評価の観点」とその趣旨，並びに「内容のまとまりごと

の評価規準」作成の基本的な手順 

学習指導要領の特別活動の目標及び各学校の実態を踏まえて，特別活動の「評価の観点」を設定す

る。「内容のまとまりごとの評価規準」は，学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を踏ま

え，特別活動の特質に応じた形で作成する。「評価の観点」とその趣旨，並びに「内容のまとまりご

との評価規準」作成の具体的な手順については，次ページ以降に記載している。 

 

① 学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を確認する。 
 

② 学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえ，改善等通知の例示を参考に，

特別活動の「評価の観点」とその趣旨を設定する。  
 

③ 学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説特別活動編（平成 29 年

７月）（以下学習指導要領解説）で例示した「各活動・学校行事における育成を目指す資質・

能力」を参考に，各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 
 

④ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
 

  

学級活動・・・(1) 学級や学校における生活づくりへの参画 

        (2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

          (3) 一人一人のキャリア形成と自己実現 

生徒会活動 

学校行事・・・(1) 儀式的行事，(2) 文化的行事，(3) 健康安全・体育的行事， 

        (4) 旅行・集団宿泊的行事，(5) 勤労生産・奉仕的行事  



  
１ 特別活動における「評価の観点」とその趣旨について 

特別活動においては，改善等通知において示されたように，特別活動の特質と学校の創意工夫を

生かすということから，設置者ではなく，「各学校で評価の観点を定める」としている。このため

本章では，特別活動の学習評価が効果的に行われるようにするために，各学校において特別活動の

観点とその趣旨，並びに評価規準を作成する際の参考となるよう，「評価の観点」とその趣旨並び

に「内容のまとまりごとの評価規準」の作成の手順を説明するものである。 

  

２ 中学校特別活動の「内容のまとまり」 

中学校特別活動における「内容のまとまり」は，以下のようになっている。 

  

３ 中学校特別活動における「評価の観点」とその趣旨，並びに「内容のまとまりごと

の評価規準」作成の基本的な手順 

学習指導要領の特別活動の目標及び各学校の実態を踏まえて，特別活動の「評価の観点」を設定す

る。「内容のまとまりごとの評価規準」は，学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を踏ま

え，特別活動の特質に応じた形で作成する。「評価の観点」とその趣旨，並びに「内容のまとまりご

との評価規準」作成の具体的な手順については，次ページ以降に記載している。 

 

① 学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を確認する。 
 

② 学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえ，改善等通知の例示を参考に，

特別活動の「評価の観点」とその趣旨を設定する。  
 

③ 学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説特別活動編（平成 29 年

７月）（以下学習指導要領解説）で例示した「各活動・学校行事における育成を目指す資質・

能力」を参考に，各学校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 
 

④ 【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 
 

  

学級活動・・・(1) 学級や学校における生活づくりへの参画 

        (2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

          (3) 一人一人のキャリア形成と自己実現 

生徒会活動 

学校行事・・・(1) 儀式的行事，(2) 文化的行事，(3) 健康安全・体育的行事， 

        (4) 旅行・集団宿泊的行事，(5) 勤労生産・奉仕的行事  
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４ 中学校特別活動における「評価の観点」とその趣旨，並びに「内容のまとまりごと

の評価規準」の作成の具体的な手順 

 

①①  学学習習指指導導要要領領のの「「特特別別活活動動のの目目標標」」とと改改善善等等通通知知をを確確認認すするる。。  

 
【中学校特別活動の目標】 

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的に取り組

み，互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して，次の

とおり資質・能力を育成することを目指す。 

(1) 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解

し，行動の仕方を身に付けるようにする。 

(2) 集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成を図った

り，意思決定したりすることができるようにする。 

(3) 自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，集団や社会における生活及び

人間関係をよりよく形成するとともに，人間としての生き方についての考えを深め，自己実現を

図ろうとする態度を養う。 

 
【各学校における特別活動の観点の設定の仕方について】 

初等中等教育局長通知（Ｈ31．３．29）（改善等通知）では次のように示されている。 

（前略）評価の観点については，中学校学習指導要領等に示す特別活動の目標を踏まえ，各学校

において別紙４を参考に定める。その際，特別活動の特質や学校として重点化した内容を踏まえ，

例えば「主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度」などのように，より具体的に定め

ることも考えられる。（後略） 

 
②②  学学習習指指導導要要領領のの「「特特別別活活動動のの目目標標」」とと自自校校のの実実態態をを踏踏ままええ，，改改善善等等通通知知のの例例示示をを参参考考にに，，特特別別

活活動動のの「「評評価価のの観観点点」」ととそそのの趣趣旨旨をを設設定定すするる。。  

各学校においては，中学校学習指導要領に示された特別活動の目標及び内容を踏まえ，自校の実態

に即し，改善等通知の例示を参考に観点を作成する。その際，例えば次に示すように，特別活動の特

質や学校として重点化した内容を踏まえて，具体的な観点を設定することが考えられる。 

 
【特別活動における「評価の観点」及びその趣旨をもとにした例】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

多様な他者と協働する様々な集

団活動の意義や，活動を行う上

で必要となることについて理解

している。 

自己の生活の充実・向上や自己

所属する様々な集団や自己の

生活の充実・向上のため，問

題を発見し，解決方法を話し

合い，合意形成を図ったり，

意思決定したりして実践して

生活や社会，人間関係をよりよ 

く構築するために，自主的に自 

己の役割や責任を果たし，多様 

な他者と協働して実践しよう

としている。 

  

 
【特別活動における資質・能力の視点（「人間関係形成」）をもとに重点化を図った例】 

互いのよさを生かす関係をつ

くるための知識・技能 

協働してよりよい集団生活を築

くための思考・判断・表現 

主体的に多様な他者と関係を

つくろうとする態度 

個人と集団との関係性および

集団活動の意義を理解し，社会

生活におけるきまりやマナー

に則った行動の仕方を身に付

けている。 

様々な場面で，自分と異なる考

えや立場にある他者を尊重して

認め合い，支え合ったり補い合

ったりして協働している。 

様々な集団に積極的に所属

し，他者の価値観や個性を受

け入れ，新たな環境のもとで

互いの可能性を発揮できる関

係を築こうとしている。 

 

【特別活動における資質・能力の視点（「社会参画」）をもとに重点化を図った例】 

集団の一員として活動するた

めに必要な知識・技能 

集団や社会をよりよくするた

めの思考・判断・表現 

よりよい社会の形成に向けて

主体的に自己を生かす態度 

学級・学校集団や社会生活の中

で他者と協力して役割を果た

すことの意義を理解し，そのた

めの話合いの進め方を身に付

けている。 

学級や学校，社会生活の充実・

向上のために課題を発見し，集

団としての解決方法を合意形

成したり，個人としての実践目

標を意思決定したりしている。 

現在及び将来の自己の活動や

役割を振り返ることで，成長や

課題を認識し，これからの集団

生活の改善に生かそうとして

いる。 

 

【特別活動における資質・能力の視点（「自己実現」）をもとに重点化を図った例】 

将来の自己と学びを結びつけ

るために必要な知識・技能 

自己の生活課題を改善するた

めの思考・判断・表現 

主体的に人間としての生き方

を選択しようとする態度 

将来の社会的・職業的な自立と

現在の学習とのつながりを理

解し，自己の生活をよりよくす

るために個性を活かす方法を

身に付けている。 

集団の中で，個々人が共通して

直面する現在及び将来に関わ

る課題を発見するとともに，必

要な情報を収集・整理して考察

し，解決に向けて意思決定して

いる。 

日常の生活や自己の在り方を

自主的に改善するとともに，将

来を思い描き，自分らしい生き

方を主体的に選択しようとし

ている。 

 

 

 

 

実現に必要となる情報及び方法

を理解している。 

よりよい生活を構築するための

話合い活動の進め方，合意形成

の図り方などの技能を身に付け

ている。 

いる。 主体的に人間としての生き方

について考えを深め，自己実現

を図ろうとしている。 
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【特別活動における資質・能力の視点（「人間関係形成」）をもとに重点化を図った例】 

互いのよさを生かす関係をつ

くるための知識・技能 

協働してよりよい集団生活を築

くための思考・判断・表現 

主体的に多様な他者と関係を

つくろうとする態度 

個人と集団との関係性および

集団活動の意義を理解し，社会

生活におけるきまりやマナー

に則った行動の仕方を身に付

けている。 

様々な場面で，自分と異なる考

えや立場にある他者を尊重して

認め合い，支え合ったり補い合

ったりして協働している。 

様々な集団に積極的に所属

し，他者の価値観や個性を受

け入れ，新たな環境のもとで

互いの可能性を発揮できる関

係を築こうとしている。 

 

【特別活動における資質・能力の視点（「社会参画」）をもとに重点化を図った例】 

集団の一員として活動するた

めに必要な知識・技能 

集団や社会をよりよくするた

めの思考・判断・表現 

よりよい社会の形成に向けて

主体的に自己を生かす態度 

学級・学校集団や社会生活の中

で他者と協力して役割を果た

すことの意義を理解し，そのた

めの話合いの進め方を身に付

けている。 

学級や学校，社会生活の充実・

向上のために課題を発見し，集

団としての解決方法を合意形

成したり，個人としての実践目

標を意思決定したりしている。 

現在及び将来の自己の活動や

役割を振り返ることで，成長や

課題を認識し，これからの集団

生活の改善に生かそうとして

いる。 

 

【特別活動における資質・能力の視点（「自己実現」）をもとに重点化を図った例】 

将来の自己と学びを結びつけ

るために必要な知識・技能 

自己の生活課題を改善するた

めの思考・判断・表現 

主体的に人間としての生き方

を選択しようとする態度 

将来の社会的・職業的な自立と

現在の学習とのつながりを理

解し，自己の生活をよりよくす

るために個性を活かす方法を

身に付けている。 

集団の中で，個々人が共通して

直面する現在及び将来に関わ

る課題を発見するとともに，必

要な情報を収集・整理して考察

し，解決に向けて意思決定して

いる。 

日常の生活や自己の在り方を

自主的に改善するとともに，将

来を思い描き，自分らしい生き

方を主体的に選択しようとし

ている。 

 

 

 

 

実現に必要となる情報及び方法

を理解している。 

よりよい生活を構築するための

話合い活動の進め方，合意形成

の図り方などの技能を身に付け

ている。 

いる。 主体的に人間としての生き方

について考えを深め，自己実現

を図ろうとしている。 
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③③  学学習習指指導導要要領領のの「「各各活活動動・・学学校校行行事事のの目目標標」」及及びび学学習習指指導導要要領領解解説説でで例例示示ししたた「「各各活活動動・・学学校校

行行事事ににおおけけるる育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力」」をを参参考考にに，，各各学学校校ににおおいいてて育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力をを重重

点点化化ししてて設設定定すするる。。  

学習指導要領解説では，各活動・学校行事の内容ごとに育成を目指す資質・能力が例示されている。

そこで，学習指導要領で示された「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領解説で例示された「資

質・能力」を確認し，各学校の実態に合わせて育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。 

 

 
④④  【【観観点点ごごととののポポイインントト】】をを踏踏ままええ，，「「内内容容ののままととままりりごごととのの評評価価規規準準」」をを作作成成すするる。。  

特別活動の目標や各活動・学校行事の目標，各学校で設定した各活動・学校行事において育成を 

目指す資質・能力を踏まえて，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

＊各学校で作成した評価の観点や育成を目指す資質・能力をもとに，学習指導要領で示された各

活動・学校行事の「内容」に即して，評価規準を作成する。 

【評価規準の作成のポイント】 

○○「「知知識識・・技技能能」」ののポポイインントト  

・「知識・技能」は，話合いや実践活動における意義の理解や基本的な知識・技能の習得として

捉え，評価規準を作成する。 

・学習指導要領解説における資質・能力の例に示されている内容の意義を確認する。 

・文末を「〜を理解している」「～を身に付けている」とする。 

○○「「思思考考・・判判断断・・表表現現」」ののポポイインントト  

・「思考・判断・表現」は，話合いや実践活動における，習得した基本的な知識・技能を活用し

て課題を解決することと捉え，評価規準を作成する。 

・「表現」は，これまでと同様に言語による表現にとどまらず，行動も含んで捉えることとする。 

・文末を「〜している」とする。 

○○「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」ののポポイインントト  

・「主体的に学習に取り組む態度」は，自己のよさや可能性を発揮しながら，主体的に取り組も

うとする態度として捉え，評価規準を作成する。 

・身に付けた「知識及び技能」や「思考力・判断力・表現力等」を生かして，よりよい生活を 

築こうとしたり，よりよく生きていこうとしたりする態度の観点を具体的に記述する。 

・各活動・学校行事において，目標をもって粘り強く話合いや実践活動に取り組み，自らの活動

の調整を行いながら改善しようとする態度を重視することから，「見通しをもったり振り返っ

たりして」という表現を用いる。 

・文末を「〜しようとしている」とする。 

 

なお，学級活動の「内容のまとまり」は，学級活動(1)，(2)，(3)である。 

次に学級活動(1)を例に評価規準作成の手順を示す。 

 
 

  
＜＜学学級級活活動動「「((11))  学学級級やや学学校校ににおおけけるる生生活活づづくくりりへへのの参参画画」」をを例例ににししたた手手順順＞＞  

（ア）学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえて改善等通知の例示を参考に作成

した特別活動の評価の観点を確認する。 
 

（イ）「学級活動の目標」及び学習指導要領解説で例示した「学級活動（１）において育成を目指

す資質・能力」を確認し，自校として育成を目指す資質・能力を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 

【学級活動(1)において育成することが考えられる資質・能力の例】 

学級活動(1)においては，例えば次のとおり資質・能力を育成することが考えられる。 

○ 学級や学校の生活上の諸問題を話し合って解決することや他者と協働して取り組むことの大

切さを理解し，合意形成の手順や活動の方法を身に付けるようにする。 

○ 学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，多様な意

見を生かして合意形成を図り，協働して実践することができるようにする。 

○ 生活上の諸問題の解決や，協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし，学級や学校

における人間関係をよりよく形成し，他者と協働しながら日常生活の向上を図ろうとする態度

を養う。 

（中学校学習指導要領解説特別活動編 P46） 

 
（ウ）観点ごとの評価規準を作成する。 

 

学習指導要領第５章第３の１の(2)で，次のとおり示している。 

 

 

 

 

 

 

学級活動においても，生徒の発達の段階などを考慮し，評価規準を作成することが考えられる。 

 

 

 

 

 

【学級活動の目標】 

 学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成

し，役割を分担して協力して実践したり，学級での話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の

生き方を描くために意思決定して実践したりすることに，自主的，実践的に取り組むことを通して，

第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。 

(2) 各学校においては特別活動の全体計画や各活動及び学校行事の年間指導計画を作成するこ

と。その際，学校の創意工夫を生かし，学級や学校，地域の実態，生徒の発達の段階などを考

慮するとともに，第２に示す内容相互及び各教科，道徳科，総合的な学習の時間等の指導との

関連を図り，生徒による自主的，実践的な活動が助長されるようにすること。また，家庭や地

域の人々との連携，社会教育施設等の活用などを工夫すること。 
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＜＜学学級級活活動動「「((11))  学学級級やや学学校校ににおおけけるる生生活活づづくくりりへへのの参参画画」」をを例例ににししたた手手順順＞＞  

（ア）学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえて改善等通知の例示を参考に作成

した特別活動の評価の観点を確認する。 
 

（イ）「学級活動の目標」及び学習指導要領解説で例示した「学級活動（１）において育成を目指

す資質・能力」を確認し，自校として育成を目指す資質・能力を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 

【学級活動(1)において育成することが考えられる資質・能力の例】 

学級活動(1)においては，例えば次のとおり資質・能力を育成することが考えられる。 

○ 学級や学校の生活上の諸問題を話し合って解決することや他者と協働して取り組むことの大

切さを理解し，合意形成の手順や活動の方法を身に付けるようにする。 

○ 学級や学校の生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，多様な意

見を生かして合意形成を図り，協働して実践することができるようにする。 

○ 生活上の諸問題の解決や，協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし，学級や学校

における人間関係をよりよく形成し，他者と協働しながら日常生活の向上を図ろうとする態度

を養う。 

（中学校学習指導要領解説特別活動編 P46） 

 
（ウ）観点ごとの評価規準を作成する。 

 

学習指導要領第５章第３の１の(2)で，次のとおり示している。 

 

 

 

 

 

 

学級活動においても，生徒の発達の段階などを考慮し，評価規準を作成することが考えられる。 

 

 

 

 

 

【学級活動の目標】 

 学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成

し，役割を分担して協力して実践したり，学級での話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の

生き方を描くために意思決定して実践したりすることに，自主的，実践的に取り組むことを通して，

第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。 

(2) 各学校においては特別活動の全体計画や各活動及び学校行事の年間指導計画を作成するこ

と。その際，学校の創意工夫を生かし，学級や学校，地域の実態，生徒の発達の段階などを考

慮するとともに，第２に示す内容相互及び各教科，道徳科，総合的な学習の時間等の指導との

関連を図り，生徒による自主的，実践的な活動が助長されるようにすること。また，家庭や地

域の人々との連携，社会教育施設等の活用などを工夫すること。 
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【学級活動「(1) 学級や学校における生活づくりへの参画」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

学級や学校の生活上の諸問題を

話し合って解決することや他者

と協働して取り組むことの大切

さを理解している。 

合意形成の手順や活動の方法を

身に付けている。 

学級や学校の生活をよりよく

するための課題を見いだして

いる。 

課題解決に向け，話し合い，多

様な意見を生かして合意形成

を図り，協働して実践してい

る。 

学級や学校における人間関係

を形成し，見通しをもったり振

り返ったりしながら，他者と協

働して日常生活の向上を図ろ

うとしている。 

 

＊ 学級活動(1)以外の学級活動(2)(3)，生徒会活動，学校行事（５種類）についての評価規準の設定

例は，次ページからの補足資料参照のこと。 

＊ 評価の観点については，学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえて，改善等通

知の例示を参考に各学校で作成すること。参考の仕方については，以下を参照のこと。 

 

【改善等通知を参考に作成した特別活動における「評価の観点」及びその趣旨の例】 

＊ （↑ 改善等通知の例示から） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ア多様な他者と協働する様々な

集団活動の意義や，活動を行う

上で必要となることについて

理解している。 

自己の生活の充実・向上や自己 

実現に必要となるイ情報及び方

法を理解している。 

イよりよい生活を構築するため

の話合い活動の進め方，合意形

成の図り方などの技能を身に

付けている。 

ウ所属する様々な集団や自己の

生活の充実・向上のため，問題

を発見し，解決方法を話し合

い，合意形成を図ったり，意思

決定したりして実践している。 

エ生活や社会，人間関係をより

よく構築するために，自主的に

自己の役割や責任を果たし，多

様な他者と協働して実践しよ

うとしている。 

オ主体的に人間としての生き方

について考えを深め，自己実現

を図ろうとしている。 

自己と集団の生活を充実させる

ための知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に自己の生き方を設計

しようとする態度 

ア多様な他者と協働する様々な

集団活動の意義を理解するとと

もに，イよりよい生活を構築す

るための情報収集の方法や話合

いの手順を身に付けている。 

ウ所属する様々な集団や自己

の生活を改善するため，問題

を発見し，解決に向けて合意

形成したり意思決定したりす

るとともに，決めたことを日

常で実践している。 

エ集団生活において自主的に自

己の役割や責任を果たす中で，

オ主体的に人間としての生き方

について考えを深め，現在およ

び将来の生活を改善しようと

している。 

  
＊補足資料 

【学級活動「(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己の生活上の課題の改善に向

けて取り組むことの意義を理解

している。 

適切な意思決定を行い実践し続

けていくために必要な知識や行

動の仕方を身に付けている。 

自己の生活や学習への適応及

び自己の成長に関する課題を

見いだしている。 

多様な意見をもとに自ら意思

決定して実践している。 

他者への尊重と思いやりを深

めてよりよい人間関係を形成

しようとしている。 

他者と協働して自己の生活上

の課題解決に向けて，見通しを

もったり振り返ったりしなが

ら，悩みや葛藤を乗り越え取り

組もうとしている。 

自他の健康で安全な生活を構

築しようとしている。 

 

【学級活動「(3) 一人一人のキャリア形成と自己実現」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

社会の中で自分の役割を果たし

ながら，自分らしい生き方を実

現していくことの意義を理解し

ている。 

現在の学習と将来の社会・職業

生活とのつながりを考え，自分

らしい生き方の実現を図るため

に，必要な知識及び技能を身に

付けている。 

自分らしい生き方の実現に向

け，現在の学習や将来の進路に

ついての課題を見いだしてい

る。 

主体的に学習に取り組み，働く

ことや社会に貢献すること，自

己の将来について，適切な情報

を収集して考え，意思決定して

実践している。 

将来の生き方を見通したり，現

在の生活や学習を振り返った

りしようとしている。 

働くことと学ぶことの意義を

意識し，社会的・職業的自立に

向けて自己実現を図ろうとし

ている。 

 

【生徒会活動の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

生徒会やその中に置かれる委員

会などの異年齢により構成され

る自治的組織における活動の意

義について理解している。 

全校の生徒をもって組織する大

きな集団での活動のために必要

なことを理解し行動の仕方を身

生徒会において，学校全体の生

活をよりよくするための課題

を見いだしている。 

全校の生徒をもって組織する

大きな集団における課題解決

のために話し合い，合意形成を

図ったり，意思決定したり，人

自治的な集団における活動を

通して身に付けたことを生か

して，多様な他者と協働し，学

校や地域社会における生活改

善を図ろうとしている。 

３年間や全校という視野で見

通しをもったり振り返ったり
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＊補足資料 

【学級活動「(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己の生活上の課題の改善に向

けて取り組むことの意義を理解

している。 

適切な意思決定を行い実践し続

けていくために必要な知識や行

動の仕方を身に付けている。 

自己の生活や学習への適応及

び自己の成長に関する課題を

見いだしている。 

多様な意見をもとに自ら意思

決定して実践している。 

他者への尊重と思いやりを深

めてよりよい人間関係を形成

しようとしている。 

他者と協働して自己の生活上

の課題解決に向けて，見通しを

もったり振り返ったりしなが

ら，悩みや葛藤を乗り越え取り

組もうとしている。 

自他の健康で安全な生活を構

築しようとしている。 

 

【学級活動「(3) 一人一人のキャリア形成と自己実現」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

社会の中で自分の役割を果たし

ながら，自分らしい生き方を実

現していくことの意義を理解し

ている。 

現在の学習と将来の社会・職業

生活とのつながりを考え，自分

らしい生き方の実現を図るため

に，必要な知識及び技能を身に

付けている。 

自分らしい生き方の実現に向

け，現在の学習や将来の進路に

ついての課題を見いだしてい

る。 

主体的に学習に取り組み，働く

ことや社会に貢献すること，自

己の将来について，適切な情報

を収集して考え，意思決定して

実践している。 

将来の生き方を見通したり，現

在の生活や学習を振り返った

りしようとしている。 

働くことと学ぶことの意義を

意識し，社会的・職業的自立に

向けて自己実現を図ろうとし

ている。 

 

【生徒会活動の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

生徒会やその中に置かれる委員

会などの異年齢により構成され

る自治的組織における活動の意

義について理解している。 

全校の生徒をもって組織する大

きな集団での活動のために必要

なことを理解し行動の仕方を身

生徒会において，学校全体の生

活をよりよくするための課題

を見いだしている。 

全校の生徒をもって組織する

大きな集団における課題解決

のために話し合い，合意形成を

図ったり，意思決定したり，人

自治的な集団における活動を

通して身に付けたことを生か

して，多様な他者と協働し，学

校や地域社会における生活改

善を図ろうとしている。 

３年間や全校という視野で見

通しをもったり振り返ったり
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に付けている。 間関係をよりよく形成したり

している。 

しながら，よりよい生活を築こ

うとしている。 

 

【学校行事「(1) 儀式的行事」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

儀式的行事の意義や，その場に

ふさわしい参加の仕方について

理解している。 

規律や気品のある行動の仕方な

どを身に付けている。 

学校生活の節目の場において

先を見通したり，これまでの生

活を振り返ったりしながら，新

たな生活への自覚を高め，気品

ある行動をしている。 

厳粛で清新な気分を味わい，行

事を節目として，見通しをもっ

たり振り返ったりしながら，新

たな生活への希望や意欲につ

なげようとしている。 

 

【学校行事「(2) 文化的行事」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

美しいものや優れたものを創り

出し，自ら発表し合ったり，芸

術的なものや伝統文化を鑑賞し

たりする活動に必要な知識や技

能を身に付けている。 

日頃の学習活動の成果発表や

芸術，伝統文化に触れ，個性を

認め，互いに高め合いながら実

践している。 

文化的な視点から自己の成長

を見通したり，振り返ったりし

ながら，自己を一層伸長させよ

うとしている。 

 

【学校行事「(3) 健康安全・体育的行事」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

心身の健全な発達や健康の保持

増進，事件や事故，災害等の非

常時から安全に身を守ることの

意義を理解し，必要な行動の仕

方などを身に付けている。 

体育的な集団活動の意義を理解

し，規律ある集団行動の仕方な

どを身に付けている。 

自他の健康や安全について他

者と協力して，適切に判断し実

践している。 

運動することのよさについて

考え，集団で協力して取り組ん

でいる。 

運動に親しみ，体力の向上に積

極的に取り組もうとしている。 

見通しをもったり振り返った

りしながら，健康安全・体育的

行事に積極的に取り組もうと

している。 

 

【学校行事「(4) 旅行・集団宿泊的行事」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

豊かな自然や文化・社会に親し

むことの意義を理解している。

旅行・集団宿泊的行事において

学校生活や学習活動の成果を

日常とは異なる環境や集団生

活において，自然や文化・社会

  
校外における集団生活の在り

方，公衆道徳などについて理解

し，必要な行動の仕方を身に付

けている。 

活用できるように考えて実践

している。 

に親しみ，見通しをもったり振

り返ったりしながら，新たな視

点から学校生活や学習活動の

意義を考えようとしている。 

 

【学校行事「(5) 勤労生産・奉仕的行事」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

働くことの意義，社会的・職業

的な自立について理解してい

る。 

ボランティア活動などの体験活

動の仕方が身に付いている。 

勤労生産や奉仕に関して自分

のできることを判断し実践し

ている。 

多様な他者と協力してボラン

ティア活動に取り組んでいる。 

勤労観や職業観を深め進んで

体験的な活動をしようとして

いる。 

見通しをもったり振り返った

りしながら，社会奉仕の精神を

養い，社会に貢献しようとして

いる。 
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校外における集団生活の在り

方，公衆道徳などについて理解

し，必要な行動の仕方を身に付

けている。 

活用できるように考えて実践

している。 

に親しみ，見通しをもったり振

り返ったりしながら，新たな視

点から学校生活や学習活動の

意義を考えようとしている。 

 

【学校行事「(5) 勤労生産・奉仕的行事」の評価規準（例）】 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

働くことの意義，社会的・職業

的な自立について理解してい

る。 

ボランティア活動などの体験活

動の仕方が身に付いている。 

勤労生産や奉仕に関して自分

のできることを判断し実践し

ている。 

多様な他者と協力してボラン

ティア活動に取り組んでいる。 

勤労観や職業観を深め進んで

体験的な活動をしようとして

いる。 

見通しをもったり振り返った

りしながら，社会奉仕の精神を

養い，社会に貢献しようとして

いる。 
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第３編 

学習評価について 

（事例） 
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第第１１章章  特特別別活活動動のの学学習習評評価価をを行行ううにに当当たたっっててのの基基本本的的なな考考ええ方方  

  

  特別活動においては，第２編でも示したように，学習指導要領の目標及び特別活動の特質と学校

の創意工夫を生かすということから，設置者ではなく，各学校が評価の観点を定めることとしている。 

特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，学級担任以外の教師が指導することも多

いことから，各学校には評価体制を確立し共通理解を図って，子供たちのよさや可能性を多面的，総

合的に評価できるようにすることが求められる。 

また，評価を通じて，教師が自己の指導の内容や方法，指導過程等を振り返り，より効果的な指導

が行えるような工夫改善を図ることも求められる。 

各学校においては，特別活動の特質を踏まえ，次のような評価の手順や留意点を参考にして，適切

に評価を進めることが大切である。 

 

１１  評評価価のの手手順順  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２２  評評価価体体制制のの確確立立  

特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計画を基に多くの教師

による評価を反映させるなど，学校としての評価体制を確立することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※必要に応じて評価した結果を全教職員で共有し，指導に生かすことができるようにすること。 

④評価体制の改善 

①指導と評価の計画の作成 

②評価のための基礎資料の収集 

③評価の実施 

・特別活動の全体及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計

画を作成する。 
 

・計画に基づいて，評価のための基礎資料を収集する。 
 

・収集した資料を各学校で定めた所定の手続きにしたがって総

合的に判断し，評価を行う。 
 

・評価結果を各学校における指導や評価体制の改善に生かす。 

学級活動において 

生徒会活動，学校行事において 

学級担任以外の教師 

主として学級担任が事前の見通しから事後の振り返りまでの

生徒の様子から，積極的によさや可能性を見とるようにする。 

学級担任 ※個々の生徒の活動状況

について担当する教師

との間で情報交換を密

にする。 

※評価に必要な資料を収集

する方法を工夫するとと

もに，それらが学級担任の

手元に収集され，活用され

るようにする。 



第第１１章章  特特別別活活動動のの学学習習評評価価をを行行ううにに当当たたっっててのの基基本本的的なな考考ええ方方  

  特別活動においては，第２編でも示したように，学習指導要領の目標及び特別活動の特質と学校

の創意工夫を生かすということから，設置者ではなく，各学校が評価の観点を定めることとしている。 

特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，学級担任以外の教師が指導することも多

いことから，各学校には評価体制を確立し共通理解を図って，子供たちのよさや可能性を多面的，総

合的に評価できるようにすることが求められる。 

また，評価を通じて，教師が自己の指導の内容や方法，指導過程等を振り返り，より効果的な指導

が行えるような工夫改善を図ることも求められる。 

各学校においては，特別活動の特質を踏まえ，次のような評価の手順や留意点を参考にして，適切

に評価を進めることが大切である。 

１１  評評価価のの手手順順  

 

 

 

２２  評評価価体体制制のの確確立立  

特別活動の全体計画及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計画を基に多くの教師

による評価を反映させるなど，学校としての評価体制を確立することが大切である。 

※必要に応じて評価した結果を全教職員で共有し，指導に生かすことができるようにすること。

④評価体制の改善

①指導と評価の計画の作成

②評価のための基礎資料の収集

③評価の実施

・特別活動の全体及び各活動・学校行事ごとの指導と評価の計

画を作成する。

・計画に基づいて，評価のための基礎資料を収集する。

・収集した資料を各学校で定めた所定の手続きにしたがって総

合的に判断し，評価を行う。

・評価結果を各学校における指導や評価体制の改善に生かす。

学級活動において 

生徒会活動，学校行事において 

学級担任以外の教師 

主として学級担任が事前の見通しから事後の振り返りまでの

生徒の様子から，積極的によさや可能性を見取るようにする。 

学級担任 ※個々の生徒の活動状況

について担当する教師

との間で情報交換を密

にする。

※評価に必要な資料を収集

する方法を工夫するとと

もに，それらが学級担任の

手元に収集され，活用され

るようにする。
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３３  指指導導とと評評価価のの計計画画のの作作成成  

 

 

 

 

 

 

 

４４  多多面面的的・・総総合合的的なな評評価価のの工工夫夫  

特別活動においては，生徒が自己の活動を振り返り，新たな目標や課題がもてるようにする。  

評価を進めるため，活動の結果だけでなく，活動の過程における生徒の努力や意欲などを積極的に

認めたり，生徒のよさを多面的・総合的に評価したりすることが大切である。 

生徒一人一人を評価する方法としては，教師による観察が中心となるが，チェックリストや生徒自

身の各種記録の活用など，評価方法の特質を生かして評価するようにする。特に，生徒が「活動に見

通しをもって取り組み，活動を振り返って次の課題解決につなげたり，改善したりする」等，自主的，

実践的に取り組むことができるようにするために，生徒の学習活動として，自己評価や相互評価を行

うことも多い。したがって，観察による教師の評価と併せて，生徒自身による評価を参考にすること

も考えられる。 

また，生徒一人一人のよさや可能性を生かし伸ばす点から，好ましい情報や資料は，随時，当該生

徒に伝えたり，学級や学年，学校全体に紹介したりすることが考えられる。 

５５  評評価価機機会会のの工工夫夫  

特別活動は，活動の積み重ねにより年間を通して生徒の資質・能力の育成を図るものである。すべ

ての評価の観点について，事前・本時・事後の一連の学習過程の中で評価できるようにしたり，各活

動・学校行事における顕著な事項は補助簿を活用して記録したりしておき，一定期間に実施した活動

や学校行事を評価規準に基づき，まとめて評価するなど，効果的で効率的な評価となるよう配慮する

必要がある。例えば学校行事において，「２年生では職場体験活動については全員が振り返りを書く

とともに活動の状況を評価する」というように，一年間の学校行事を見通して重点化を図ることも考

各活動・学校行事ごとの

評価規準の作成 

「目指す生徒の姿」の 

設定 

・各学校で評価規準を設定する際には，第２編を活用し，学

級活動(1)(2)(3)，生徒会活動，学校行事について，観点

ごとに設定することが考えられる。

・１単位時間の指導計画においては，各活動・学校行事ごと

に設定した評価規準に即して，事前・本時・事後における

「目指す生徒の姿」を，具体的に設定することが考えられ

る。

各学校においては，各活動・学校行事ごとに指導と評価を適切に位置付けた計画を作成する

ことが大切である。特に，生徒会活動や学校行事については，学習指導要領第１章総則編第２

（２）イにおいて，「特別活動の授業のうち，生徒会活動及び学校行事については，それらの内

容に応じ，年間，学期ごと，月ごとなどに適切な授業時数を充てるものとする」と示されたこ

とを受け，それぞれの目標やねらいが十分達成できるように，よく検討して適切に授業時数を

充てるようにする。 

えられる。その際，一人一人の生徒が振り返りをカードに記録したり，教師が補助簿に記載したりす

るなど，記録に残し，評価に生かすようにする。

６６ 中中学学校校生生徒徒指指導導要要録録ににおおけけるる特特別別活活動動のの記記録録

各学校で定めた評価の観点を指導要録に記入した上で，各活動・学校行事ごとに，十分満足できる

活動の状況にあると判断される場合に，○印を記入する。学習指導要領に示す特別活動の目標や学校

として重点化した内容を踏まえ，下の記入例のように，より具体的に評価の観点を示すことが考えら

れる。

【中学校生徒指導要録（参考様式）様式２（第２学年）の記入例】

特 別 活 動 の 記 録 

内  容 観 点 学 年 1 2 3 

学級活動
よりよい生活を築くための知識・技

能 

集団や社会の形成者としての思

考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ

くしようとする態度

生徒会活動

学校行事

十分満足できる活動の状況について

指導と評価に当たっては，各学校で「十分満足できる活動の状況」とは「生徒のどのような姿」を

指すのかを検討し，共通理解を図ってその取組を進めることが求められる。そのうえで，「目指す生

徒の姿」に照らして，十分満足できる活動の状況がみられた場合に指導要録に○を付ける。

なお，生徒のよさや可能性を積極的に評価することが大切である。

全学年で共通した，各学校

で定めた評価の観点を記入

する。

評価の観点の変更がある

場合を想定して，余白をと

っておく。

余白
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えられる。その際，一人一人の生徒が振り返りをカードに記録したり，教師が補助簿に記載したりす

るなど，記録に残し，評価に生かすようにする。 

 

６６  中中学学校校生生徒徒指指導導要要録録ににおおけけるる特特別別活活動動のの記記録録  

各学校で定めた評価の観点を指導要録に記入した上で，各活動・学校行事ごとに，十分満足できる

活動の状況にあると判断される場合に，○印を記入する。学習指導要領に示す特別活動の目標や学校

として重点化した内容を踏まえ，下の記入例のように，より具体的に評価の観点を示すことが考えら

れる。 

  

【中学校生徒指導要録（参考様式）様式２（第２学年）の記入例】 
特 別 活 動 の 記 録 

内  容 観 点  学 年 1 2 3 

学級活動 
よりよい生活を築くための知識・技

能 

集団や社会の形成者としての思

考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係をよりよ

くしようとする態度  

      

生徒会活動  
 

  

学校行事  
   

  

 

十分満足できる活動の状況について 

指導と評価に当たっては，各学校で「十分満足できる活動の状況」とは「生徒のどのような姿」を

指すのかを検討し，共通理解を図ってその取組を進めることが求められる。そのうえで，「目指す生

徒の姿」に照らして，十分満足できる活動の状況がみられた場合に指導要録に○を付ける。 

なお，生徒のよさや可能性を積極的に評価することが大切である。 

  

    

全学年で共通した，各学校

で定めた評価の観点を記入

する。 

評価の観点の変更がある

場合を想定して，余白をと

っておく。 

余白 
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第第２２章章  学学習習評評価価にに関関すするる事事例例ににつついいてて  

１１  事事例例のの特特徴徴  

第１編第１章２(4)で言及した学習評価の基本的な方向性を踏まえつつ，平成 29 年改訂学習指

導要領の趣旨・内容の徹底に資する評価の事例を示せるよう，本参考資料における各活動・学校行

事の事例は，原則として以下のような方針を踏まえたものとしている。 

特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，また，学級担任以外の教師が指導する

こともある。 

 このため，本参考資料（特別活動編）においては，学習指導要領に示された各活動・学校行事ご

とに工夫例を交えながら評価の進め方や留意点等について記述している。 

○ １単位時間や年間の指導と評価の計画を示している

本参考資料で提示する事例は，いずれも，各活動・学校行事における議題や題材，活動の一つ

を例にとり，１単位時間の指導計画を示すとともに，「内容のまとまりごとの評価規準」に即し

て，本時における「目指す生徒の姿」を具体的に示した。 

 また，評価結果を生徒の学習や教師の指導の改善に生かすまでの一連の学習評価の流れを念

頭において，事前から事後までの一連の学習過程を指導案の形で表し，「目指す生徒の姿」を本

時の展開の中で具体的に示している。 

○ 評価方法の工夫を示している

各活動・学校行事において，特別活動ファイルやワークシート，活動の振り返りなどを活用

した評価方法や補助簿を活用した評価方法などを資料として提示するなど，特別活動の特質や

特性を踏まえて，評価方法の多様な工夫について示している。 

また，特別活動は，全校又は学年を単位として行う活動があり，また，学級担任以外の教師が

指導することもある。そこで，学級担任と各担当との連携の在り方についても示している。 

○ 総括する評価について示している

特別活動は，各教科のように観点ごとの評価（ＡＢＣ）や評定はなく，指導要録において，観

点を踏まえて，各活動・学校行事ごとに生徒の取組を総括的に評価するものである。 

学級活動については，学級活動(1)(2)(3)の各活動における評価を総括する評価の仕方など，

評価を総括する例を示すとともに，学習カードを活用した評価の工夫例や，年間を通じた評価結

果を蓄積する工夫例についても示している。 

２２ 各各事事例例概概要要一一覧覧とと事事例例

事例１ 学級活動(1)の指導と評価の計画から評価の総括まで

「よりよい学級生活をつくろう」（ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決）（第１学年）

事例１は，学級活動「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」の指導計画と評価の事例であ

る。第１学年の学級開きにあたって，よりよい学級生活をつくることを議題とした話合い活動や実践

活動についての一連の活動計画例，１単位時間の指導計画例，ワークシートを参考とした評価の工夫

例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積する工夫例についても取り上げた。

事例２ 学級活動(3)の指導と評価の計画から評価の総括まで

「体験活動を学校生活につなごう」（ア 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成）（第２学年）

事例２は，学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」の指導計画と評価の事例である。

第１学年の職場体験活動における学びを，よりよい生活づくりに生かすことを題材にした一連の活

動計画例，１単位時間の指導計画例，「キャリア・パスポート」を参考とした評価の工夫例を示した。

また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積する工夫例についても取り上げた。

事例３ 生徒会活動の指導と評価の計画から評価の総括まで

「学校生活を見直そう」（ア 生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営）（全学年）

事例３は，生徒会活動「生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営」の指導計画と評価の事例

である。生徒総会を通じて学校生活を見直すことを議題にした一連の活動計画例，１単位時間の指導

計画例，ワークシートを参考とした評価の工夫例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価資料

を累積する工夫例についても取り上げた。併せて，参考として生徒総会時における指導と評価の計画

についても示した。

事例４ 学校行事の指導と評価の計画から評価の総括まで

合唱コンクール「互いのよさを生かそう」（(2)文化的行事）（全学年）

事例４は，学校行事「文化的行事」の指導計画と評価の事例である。合唱コンクールを通じて学級

生活の改善や自己実現を図ることをテーマ（題材，議題）にした一連の活動計画例，１単位時間の指

導計画例，ワークシートを参考とした評価の工夫例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価資

料を累積する工夫例についても取り上げた。

資料１ キャリア教育の充実を図る特別活動の実践 

資料２ 指導に生かす評価
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２２  各各事事例例概概要要一一覧覧とと事事例例  

 

事例１ 学級活動(1)の指導と評価の計画から評価の総括まで 
「よりよい学級生活をつくろう」（ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決）（第１学年） 
 事例１は，学級活動「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」の指導計画と評価の事例であ

る。第１学年の学級開きにあたって，よりよい学級生活をつくることを議題とした話合い活動や実践

活動についての一連の活動計画例，１単位時間の指導計画例，ワークシートを参考とした評価の工夫

例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積する工夫例についても取り上げた。 
 
事例２ 学級活動(3)の指導と評価の計画から評価の総括まで 
「体験活動を学校生活につなごう」（ア 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成）（第２学年） 
 事例２は，学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」の指導計画と評価の事例である。

第１学年の職場体験活動における学びを，よりよい生活づくりに生かすことを題材にした一連の活

動計画例，１単位時間の指導計画例，「キャリア・パスポート」を参考とした評価の工夫例を示した。

また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積する工夫例についても取り上げた。 
 
事例３ 生徒会活動の指導と評価の計画から評価の総括まで 
「学校生活を見直そう」（ア 生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営）（全学年） 
 事例３は，生徒会活動「生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営」の指導計画と評価の事例

である。生徒総会を通じて学校生活を見直すことを議題にした一連の活動計画例，１単位時間の指導

計画例，ワークシートを参考とした評価の工夫例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価資料

を累積する工夫例についても取り上げた。併せて，参考として生徒総会時における指導と評価の計画

についても示した。 
 
事例４ 学校行事の指導と評価の計画から評価の総括まで 
合唱コンクール「互いのよさを生かそう」（(2)文化的行事）（全学年） 
 事例４は，学校行事「文化的行事」の指導計画と評価の事例である。合唱コンクールを通じて学級

生活の改善や自己実現を図ることをテーマ（題材，議題）にした一連の活動計画例，１単位時間の指

導計画例，ワークシートを参考とした評価の工夫例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価資

料を累積する工夫例についても取り上げた。 
 
 
資料１ キャリア教育の充実を図る特別活動の実践 

 
資料２ 指導に生かす評価 
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特別活動  事例１ 

キーワード 学級活動(1)の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

１ 学級活動(1)で育成を目指す資質・能力 

○ 学級や学校の生活上の諸問題を話し合って解決することや他者と協働して取り組むことの大

切さを理解し，合意形成のための手順や活動の方法を身に付けている。 

○ 学級や学校生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，多様な意見

を生かして合意形成を図り，協働して実践できる。 

○ 生活の諸問題上の解決や，協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし，学級や学校

における人間関係をよりよく形成し，他者と協働しながら日常生活の向上を図ろうとする。 

 
２ 評価規準（内容のまとまりごとの評価規準） 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

学級や学校の生活上の諸問題

を話し合って解決することや

他者と協働して取り組むこと

の大切さを理解している。 

合意形成のための手順や活動

の方法を身に付けている。 

学級や学校生活をよりよくす

るための課題を見いだしてい

る。 

課題解決に向け，話し合い，多

様な意見を生かして合意形成

を図り，協働して実践してい

る。 

学級や学校における人間関係

を形成し，見通しをもったり振

り返ったりしながら，他者と協

働して日常生活の向上を図ろ

うとする。 

 
３ 指導と評価の計画 

 学級活動(1)「学級や学校における生活づくりへの参画」の指導計画と評価の事例である。第１学

年の学級開きにあたって，よりよい学級生活をつくることを議題とした話合い活動や実践活動につ

いての一連の活動計画例，１単位時間の指導計画例，ワークシートを参考とした評価の工夫例を示し

た。また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積する工夫例についても取り上げた。 
【一連の活動と評価】 

時間 ねらい・学習活動 
目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度 

 

 

学 

校 

行 

事 

 

「学級開き」 

◯ねらい 

・自分の実態を知る。 

 

◯活動 

 自分の実態と担任の

思いを知り，学級や

学校生活をよりよく

するための課題を見

いだしている。 

 

議題  内容のまとまり 

第１学年 

「よりよい学級生活をつくろう」 

 
学級活動「(1)学級や学校における生活づくりへの参画」 

入 

学 

式 

後 

 

・小学校の「キャリア・パスポ

ート」から，今の自分がで

きていることとできていな

いことをまとめる。 

朝 

の 

会 

及 

び 

帰 

り 

の 

会 

「自分の考える学級目標」 

◯ねらい 

・自分の実態と担任の思いか

ら自分なりに学級目標を考

える。 

◯活動（個人） 

・自分なりに学級目標案を考

える。 

・「『よりよい学級生活をつく

ろう』シート」（以下ワーク

シート）を活用する。 

   

本 

時 

「よりよい集団をつくろう」 

◯ねらい 

・学級目標を決める。 

◯活動 

・個人で考えてきた学級目標

をグループで出し合う。 

・グループの考えをまとめ，

学級目標グループ案を決め

る。 

・学級全体で話し合い，学級

目標を決める。 

・ワークシートを活用する。 

互いの意見や可能

性を生かし合うこ

との大切さを理解

し，話合い活動の仕

方を身に付けてい

る。 

 

 

 

異なる意見から共

通点を見いだし合

意形成に向け（個人

として）取り組んで

いる。 

 

朝 

の 

会 

及 

び 

帰 

り 

の 

会 

「よりよい生活をつくろう」 

◯ねらい 

・学級目標から個人の一学期

の目標を考える。 

◯活動 

・学級目標を確認する。 

・自分の一学期の目標，取組

を考える。 

 

  学級目標を踏まえ

て，個人の一学期

の目標に取り組も

うとしている。 

※これ以降，教科学習，学期の始めや終わり，学校行事や学級生活において，学級目標が意識されて 

いるかの視点で生徒を見取っていく。 

- 44 -

第３編
事例１



入 

学 

式 

後 

 

・小学校の「キャリア・パスポ

ート」から，今の自分がで

きていることとできていな

いことをまとめる。 

朝 

の 

会 

及 

び 

帰 

り 

の 

会 

「自分の考える学級目標」 

◯ねらい 

・自分の実態と担任の思いか

ら自分なりに学級目標を考

える。 

◯活動（個人） 

・自分なりに学級目標案を考

える。 

・「『よりよい学級生活をつく

ろう』シート」（以下ワーク

シート）を活用する。 

   

本 

時 

「よりよい集団をつくろう」 

◯ねらい 

・学級目標を決める。 

◯活動 

・個人で考えてきた学級目標

をグループで出し合う。 

・グループの考えをまとめ，

学級目標グループ案を決め

る。 

・学級全体で話し合い，学級

目標を決める。 

・ワークシートを活用する。 

互いの意見や可能

性を生かし合うこ

との大切さを理解

し，話合い活動の仕

方を身に付けてい

る。 

 

 

 

異なる意見から共

通点を見いだし合

意形成に向け（個人

として）取り組んで

いる。 

 

朝 

の 

会 

及 

び 

帰 

り 

の 

会 

「よりよい生活をつくろう」 

◯ねらい 

・学級目標から個人の一学期

の目標を考える。 

◯活動 

・学級目標を確認する。 

・自分の一学期の目標，取組

を考える。 

 

  学級目標を踏まえ

て，個人の一学期

の目標に取り組も

うとしている。 

※これ以降，教科学習，学期の始めや終わり，学校行事や学級生活において，学級目標が意識されて 

いるかの視点で生徒を見取っていく。 
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４ 「よりよい集団をつくろう」について 

（１）議題 

・よりよい集団をつくろう 

 

（２）目指す生徒の姿 

・互いの意見や可能性を生かし合った話合い活動の仕方を身に付けている。 

・異なる意見から共通点を見いだし合意形成に向け（個人として）取り組んでいる。 

 

（３）本時の展開 

 生徒の活動 
○目指す生徒の姿 

指導上の留意点 

導入 
ワークシート「よりよい学級生活をつくろう」を活用して

自分が宿題で考えてきた学級目標を確認する。 

 

展開 

「よりよい学級生活をつくろう」を活用してグループで意

見を出し合い，まとめる。 

▶自分が考えた学級目標を発表する。 

▶発表している人の考えを聞き，ポイントをメモする。 

▶グループとしての学級目標案を考える。 

全員で学級目標を決める。 

▶各班で決めた学級目標案を発表する。 

▶「よりよい学級生活をつくろう」を活用して，発表してい

る人の考えを聞き，ポイントをメモする。 

▶学級委員が調整役を果たしながら合意形成に向けて練り

合う。 

▶折り合いを付け，学級目標を全員で合意形成する。 

学級委員が学級活動を進めているため，本時の展開の中で

教師が全生徒を観察により見取ることができる時間であ

る。そこで，合意形成の視点での見取り表（後述⑤ア）を

用いて生徒の評価を行う。 

▶合意形成した学級目標を確認する。 
 

１年○組の学級目標は＠＠としていいですか。」 

 

 

 

 

 

 

○互いの意見や可能性を生かし

合った話合い活動の仕方を身

に付けている。【知識・技能】〈ワ

ークシート〉 

 

 

○異なる意見から共通点を見い

だし合意形成に向け（個人とし

て）取り組んでいる。【思考・判

断・表現】〈ワークシート，観察〉 

終末 

実践に向けて 

▶担任からの合意形成した過程や全員で決めた学級目標に

対する思いを聞く。 

学級目標を実現するために（予告） 

「次の活動は，学級目標を踏まえて個人の１学期の目標を

決めてもらいます。」（担任） 

●自己評価表を切り離し，担任に提出する。 

※生徒の思いを大切にしながら，

学校・学級として育てたい資質・

能力についてもコメントする。 

 

付箋を用いて，意見を整理する

ことが考えられる。 

利用方法は，後述５生徒の

自己評価を参考にした評価

方法の工夫例を参照のこ

と。 

「よりよい学級生活をつくろう」シート 

（ ）組（   ）番 氏名（            ） 
１．グループで話し合って学級目標案を考えよう 

 
２．全員で学級目標を決めよう 

 
＜※学級目標を決める過程で他者の意見から気付いたこと＞ 
 
 
 

 

自分が考えた学級目標案 

 

 

 

 

 

グループの他の人が考えた学級目標案 

メモ（意見を聞いて気になったこと，考えたこと） 

 

 

 

学級目標案  

他のグループの学級目標案 

 

メモ（意見を聞いて気になったこと，考えたこと） 

 

 

 

学学級級目目標標   

【知識・技能】 
自分の現状を踏まえた案となって

いるかを見取る。 

【知識・技能】 
互いの意見や可能性を生かし合った話合い活動の仕方を身に付けているかを見取る。 

【思考・判断・表現】 
異なる意見から共通点を見いだし合意形成に向け（個人として）取り組んでいるかを見取

る。 
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「よりよい学級生活をつくろう」シート 

（ ）組（   ）番 氏名（            ） 
１．グループで話し合って学級目標案を考えよう 

 
２．全員で学級目標を決めよう 

 
＜※学級目標を決める過程で他者の意見から気付いたこと＞ 
 
 
 

 

自分が考えた学級目標案 

 

 

 

 

 

グループの他の人が考えた学級目標案 

メモ（意見を聞いて気になったこと，考えたこと） 

 

 

 

学級目標案  

他のグループの学級目標案 

 

メモ（意見を聞いて気になったこと，考えたこと） 

 

 

 

学学級級目目標標   

【知識・技能】 
自分の現状を踏まえた案となって

いるかを見取る。 

【知識・技能】 
互いの意見や可能性を生かし合った話合い活動の仕方を身に付けているかを見取る。 

【思考・判断・表現】 
異なる意見から共通点を見いだし合意形成に向け（個人として）取り組んでいるかを見取

る。 
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（４）本時の評価方法の工夫例【思考・判断・表現】 

ア ワークシートに基づき評価する際の教師の視点 

 生徒一人一人の話合い活動の状況を１単位時間の授業ですべて見取ることは困難であり，主とし

て前頁のワークシートの記述からの見取りを行う。しかし，記述の分析だけでは，十分ではない部

分もある。それを補うため，実際の生徒同士の話合い活動の場での見取りを参考にすることも考え

られる。 
 
ⅰ ワークシートによる見取りの視点（担任用資料） 
・ 異なる意見に配慮すべきことが書かれている。 
・ 学級全体で協働して学級生活の向上を図ろうとすることが書かれている。 

 
ⅱ ワークシートの見取りの例 

 生徒 A 十分満足できる活動の状況（担任評価○） 
＜学級目標を決めるときに気付いたこと＞ 
最後まで「時間を決めない」という考えにこだわっていたＡさんの意見も，学級目標に入れられ

て良かった。話し合いで意見を言わなかったＢ子さんに聞いたら，「自分もそう思っていた」と

いってくれたので，安心した。これからお互いの可能性を生かし合って楽しい学級にしていくこ

とが大切だと思う。 

 
 
 生徒 B 
＜学級目標を決めるときに気付いたこと＞ 
意見を言わなかった人にも聞いてみるべきだったと思う。時間内に決められて，よかった。 

 
生徒 C 

＜学級目標を決めるときに気付いたこと＞ 
自分の意見を堂々と言うことが大事。決まったことは守る。 

 こういった場合には，物事を多面的に見ることの必要性や多様性を欠く協議の脆弱性に気付くよ

うな指導助言が求められる。その際には，集団指導の場面でのガイダンスの機能を生かしたアプロ

ーチも考えられるが，個々の生徒のワークシートを活用していることから個別指導の場面でのカウ

ンセリング機能を生かしたアプローチが有効と考えられる。 
 また，少数意見を大事にすること，そういった風土が生み出す効果についても指導する機会と捉

えたい。 

異なる意見への配慮を 
見取ることができる。 

協働して向上しよう

としていることを見

取ることができる。 

異なる意見への配慮が見られるが，協働して向上しようとする姿を見取ることがで

きない。 

異なる意見への配慮，協働して向上しようとする姿を見取ることができない。 

（文章全体）合意形成に向かっていることを見取ることができる。 

イ 合意形成に向けた活動の見取り例 

 主たる活動の場において「どんな発言ができたか」→「意見をどう調整したか」→「意見に対して

どう折り合いを付けたか」の視点で，話合い活動における生徒の発言を記録し，総括評価の時の担任

評価の資料とする。下にその例を示す。 

どんな発言ができたか 

Ａ：「尊重」という言葉は，絶対入れたい 

Ｂ：「尊重」って固くない？ 

Ｃ：「互いのよさを生かす」ではどうかな→○ 

Ｄ：「尊重」ってＣさんが言うようなことだったと思う 

意見をどう調整したか 

Ｅ：でも「よさ」って限定的に聞こえるよね 

Ｄ：「互いの可能性」ではどうかな 

Ｆ：これまでの話し合いをまとめると「互いの可能性を生かす」で

すよね。それを一歩深めて「互いの可能性を生かし合う」ではど

うでしょうか→○ 

どう合意形成したか 
司会：「互いの可能性を生かし合う」に修正意見はありませんか 

Ａ：みんなのおかげで私は納得できました→○ 

 

 

 

 

 

 

４ 総括評価の工夫例 

（１） 教師の見取りによる評価をベースに総括評価を行う場合 

 特別活動の評価において，最も大切なことは，生徒一人一人のよさや可能性を生徒の学習過程か

ら積極的に認めるようにするとともに，特別活動で育成を目指す資質・能力がどのように成長して

いるかということについて，各個人の活動状況を基に，評価を進めていくということである。生徒

のよさを積極的に見取り，記録を蓄積したい。 

 

氏名 学期 事項 
教師の見取りによる評価 

総括評価 
知・技 思・判・表 主体的態度 

Ａ 
前期 アイ ○○ ○ ○○ 

○ 後期 ウ ○ ○  
学年 ○ ○ ○ 

Ｂ 
前期 アイ     
後期 ウ    

学年    
 
 

担任による評価は，見取りのその時だけではなく，生徒のワークシート等も含め，話合い活動の

流れの中で合意形成に寄与しているかを判断することも考えられる。その際は，合意形成に至る

個人の変容に注目して評価することも大切である。 
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イ 合意形成に向けた活動の見取り例 

 主たる活動の場において「どんな発言ができたか」→「意見をどう調整したか」→「意見に対して

どう折り合いを付けたか」の視点で，話合い活動における生徒の発言を記録し，総括評価の時の担任

評価の資料とする。下にその例を示す。 

どんな発言ができたか 

Ａ：「尊重」という言葉は，絶対入れたい 

Ｂ：「尊重」って固くない？ 

Ｃ：「互いのよさを生かす」ではどうかな→○ 

Ｄ：「尊重」ってＣさんが言うようなことだったと思う 

意見をどう調整したか 

Ｅ：でも「よさ」って限定的に聞こえるよね 

Ｄ：「互いの可能性」ではどうかな 

Ｆ：これまでの話し合いをまとめると「互いの可能性を生かす」で

すよね。それを一歩深めて「互いの可能性を生かし合う」ではど

うでしょうか→○ 

どう合意形成したか 
司会：「互いの可能性を生かし合う」に修正意見はありませんか 

Ａ：みんなのおかげで私は納得できました→○ 

 

 

 

 

 

 

４ 総括評価の工夫例 

（１） 教師の見取りによる評価をベースに総括評価を行う場合 

 特別活動の評価において，最も大切なことは，生徒一人一人のよさや可能性を生徒の学習過程か

ら積極的に認めるようにするとともに，特別活動で育成を目指す資質・能力がどのように成長して

いるかということについて，各個人の活動状況を基に，評価を進めていくということである。生徒

のよさを積極的に見取り，記録を蓄積したい。 

 

氏名 学期 事項 
教師の見取りによる評価 

総括評価 
知・技 思・判・表 主体的態度 

Ａ 
前期 アイ ○○ ○ ○○ 

○ 後期 ウ ○ ○  
学年 ○ ○ ○ 

Ｂ 
前期 アイ     
後期 ウ    

学年    
 
 

担任による評価は，見取りのその時だけではなく，生徒のワークシート等も含め，話合い活動の

流れの中で合意形成に寄与しているかを判断することも考えられる。その際は，合意形成に至る

個人の変容に注目して評価することも大切である。 
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（２）生徒の自己評価を参考にして教師が総括評価を行う場合 

生徒が自己の活動を振り返り，新たな目標や課題をもてるようにするために，活動の結果だけでな

く活動の過程における生徒の努力や意欲などを積極的に認めたり，生徒の良さを多面的・総合的に評

価したりすることが大切である。そのため，生徒一人一人が，自らの学習状況やキャリア形成を見通

したり，振り返ったりできるようなポートフォリオ的な教材などを活用して，自己評価や相互評価す

るなどの工夫が求められる。なお，生徒の自己評価や相互評価は学習活動であり，それをそのまま学

習評価とすることは適切ではないが，学習評価の参考資料として適切に活用することにより，生徒の

学習意欲の向上につなげることができる。ここでは，生徒の自己評価を参考にして，最終的には教師

の見取りとして総括している。 

氏名 学期 事項
生徒の自己評価

担任の見取りによる評価（総括）
知・技 思・判・表 主体的態度

Ａ

前期 アイ ○○ ○ ○○

○後期 ウ ○ ○

学年 ○ ○ ○

Ｂ

前期 アイ

後期 ウ

学年

（３） 学級活動の評価を総括する工夫（指導要録記入のため）

 学級活動の内容項目ごとに評価したものをどのように総括するかは統一した考え方が不可欠であ

る。 

生徒氏名 （１） （２） （３） 指導要録

Ａ ○ ○ ○ ○

Ｂ ○ ○ ○

Ｃ ○

Ｄ 〇 ○

共通理解の上，内容項目２個以上○

なら，指導要録を○と判断すること

も考えられる。

内容項目の重点化がある場合，この１つだけが○の場合でも指導要録を○とする場合が考えら

れる。例：学級活動（１）を重視している場合

特別活動 事例２ 

キーワード 学級活動(3)の指導と評価の計画から評価の総括まで 

１ 学級活動(3)で育成を目指す資質・能力 

○ 社会の中で自分の役割を果たしながら，自分らしい生き方を実現していくことの意義や，現在 

の学習と将来の社会･職業生活とのつながりを考えるために，必要な知識及び技能が身に付いて 

いる。 

○ 現在の自己の学習と将来の生き方や進路についての課題を見いだし，主体的に学習に取り組

み，働くことや社会に貢献することについて，自己の将来について，適切な情報を得ながら考え，

自己の将来像を描くことができる。 

○ 将来の生き方を描き，現在の生活や学習のあり方を振り返えるとともに，働くことと学ぶこと 

の意義を意識し，社会的・職業的自立に向けて自己実現を図ろうとしている。 

２ 評価規準（内容のまとまりごとの評価規準） 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

社会の中で自分の役割を果た

しながら，自分らしい生き方を

実現していくことの意義を理

解している。 

現在の学習と将来の社会・職業

生活とのつながりを考え，自分

らしい生き方の実現を図るた

めに，必要な知識及び技能を身

につけている。 

自分らしい生き方の実現に向

けて，現在の学習や将来の進路

についての課題を見いだすこ

とができる。 

主体的に学習に取り組み，働く

ことや社会に貢献すること，自

己の将来について，適切な情報

を収集して考え，意思決定して

実践している。 

将来の生き方を見通したり，こ

れまでの生活や学習を振り返

ったりしようとしている。 

働くことと学ぶことの意義を

意識し，社会的・職業的自立に

向けて自己表現を図ろうとし

ている。 

３ 指導と評価の計画 

学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」の指導計画と評価の事例である。

第１学年の職場体験活動における学びを，よりよい生活づくりに生かすことを題材にした一連の活

動計画例，１単位時間の指導計画例，「キャリア・パスポート」を参考とした評価の工夫例を示した。

また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積する工夫例についても取り上げた。

【一連の活動と評価】 

時 

間 
ねらい・学習活動 

目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度 

「一年後のゴールを設定しよう」 学校や学年教育目 １年間でなりたい 自主的に「キャリ

題材 内容のまとまり 

第２学年 

「体験活動を学校生活につなごう」 

学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」 

関連：学級活動(1)イ「学級内の組織作りや役割の自覚」 
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特別活動  事例２ 

キーワード 学級活動(3)の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

１ 学級活動(3)で育成を目指す資質・能力 

○ 社会の中で自分の役割を果たしながら，自分らしい生き方を実現していくことの意義や，現在 

の学習と将来の社会･職業生活とのつながりを考えるために，必要な知識及び技能が身に付いて 

いる。 

○ 現在の自己の学習と将来の生き方や進路についての課題を見いだし，主体的に学習に取り組

み，働くことや社会に貢献することについて，自己の将来について，適切な情報を得ながら考え，

自己の将来像を描くことができる。 

○ 将来の生き方を描き，現在の生活や学習のあり方を振り返えるとともに，働くことと学ぶこと 

の意義を意識し，社会的・職業的自立に向けて自己実現を図ろうとしている。 

 
２ 評価規準（内容のまとまりごとの評価規準） 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

社会の中で自分の役割を果た

しながら，自分らしい生き方を

実現していくことの意義を理

解している。 

現在の学習と将来の社会・職業

生活とのつながりを考え，自分

らしい生き方の実現を図るた

めに，必要な知識及び技能を身

につけている。 

自分らしい生き方の実現に向

けて，現在の学習や将来の進路

についての課題を見いだすこ

とができる。 

主体的に学習に取り組み，働く

ことや社会に貢献すること，自

己の将来について，適切な情報

を収集して考え，意思決定して

実践している。 

将来の生き方を見通したり，こ

れまでの生活や学習を振り返

ったりしようとしている。 

働くことと学ぶことの意義を

意識し，社会的・職業的自立に

向けて自己表現を図ろうとし

ている。 

 
３ 指導と評価の計画 

学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」の指導計画と評価の事例である。 
第１学年の職場体験活動における学びを，よりよい生活づくりに生かすことを題材にした一連の活

動計画例，１単位時間の指導計画例，「キャリア・パスポート」を参考とした評価の工夫例を示した。

また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積する工夫例についても取り上げた。 
【一連の活動と評価】 

時 

間 
ねらい・学習活動 

目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度 

 「一年後のゴールを設定しよう」 学校や学年教育目 １年間でなりたい 自主的に「キャリ

題材  内容のまとまり 

第２学年 

「体験活動を学校生活につなごう」 

 学級活動「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」 

関連：学級活動(1)イ「学級内の組織作りや役割の自覚」 
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学 

校 

行 

事 

 

始 

業 

式 

後 

◯ねらい 

・学校教育目標（キャリア教育目

標），学年目標から自分のこの

１年間の目標を設定する。 

◯活動 

・「キャリア・パスポート」に１

年間の目標を記入する。 

標を踏まえ，個人目

標の設定方法を身

に付けている。 

自分を表現してい

る。 

 

ア・パスポート」を

活用して自己の学

びを見通し，振り

返ろうとしてい

る。 

 

学 

級 

活 

動 

「４ヶ月後のゴールを設定しよ

う」 

◯ねらい 

・前回立てた１年間の目標から，

１学期の目標を設定する。 

◯活動（個人） 

・キャリア・パスポートに１学期

の目標を記入する。 

・１学期の目標を掲示する。 

自分の１年間の目

標を踏まえ，１学期

の個人目標の設定

方法を身に付けて

いる。 

 

自分の１学期の目

標を表現してい

る。 

１学期の目標と職

場体験を関連付け

ようとしている。 

 

学 

校 

行 

事 

「自分を知ろう」 

◯ねらい 

・職業適性検査を通して自分の

特性を知る。 

◯活動 

・職業適性検査を受ける。 

・職業と適性の関係を知る。 

検査の結果を参考

にして，自分の適正

や興味を理解して

いる。 

 

 

 自分の適性や興味

から職場体験活動

への見通しをもと

うとしている。 

学 

校 

行 

事 

「体験先の職場を選択しよう」 

◯ねらい 

・根拠をもって体験する職場を

選択する。 

◯活動 

・自分の適性や興味を確認する。 

・働く意義を確認する。 

働く意義や自分が

社会で果たしたい

役割を理解してい

る。 

働く意義や自分が

社会で果たすべき

役割について考

え，中学校におけ

る職場体験活動で

何を学びたいのか

を，根拠をもって

説明している。 

 

本 

時 

「体験活動を学校生活につなご

う」 

◯ねらい 

・職場体験活動で学んだことを

まとめ，今後の学校生活に生か

す。 

◯活動 

 職場体験活動で学

んだことを自己と

関わらせながら

「キャリア・パス

ポート」に表現し

ている。 

 

担任からの助言や

友人の声を参考

に，職場体験活動

の経験を学校生活

に生かそうとして

いる。 

 

・職場体験活動レポートをまと

め，担当教員よりコメントをも

らう。 

学

級

活

動 

「１学期を振り返ろう」 

◯ねらい 

・職場体験活動を含め，１学期の

活動を振り返る。 

◯活動（個人） 

・１学期の活動についてまとめ，

２学期の目標を考える。 

 職場体験活動を含

めた１学期を振り

返り，表現してい

る。 

 

１学期を振り返る

ことにより，２学

期への見通しをも

とうとしている。 

 

※これ以降，学期の始めや終わり，学校行事や学級生活において，継続的，系統的に生徒の変容を見 

取ること。 

 

４ 「体験活動を学校生活につなごう」 

（１）題材 

・体験活動を学校生活につなごう 

（２）目指す生徒の姿 

・職場体験活動で学んだことを「キャリア・パスポート」に表現している。 

・担任からの助言や友人の声を参考に，職場体験活動の経験を学校生活に生かそうとしている。 

（３）本時の展開 

 
生徒の活動 

○目指す生徒の姿 

指導上の留意点 

導

入 

職場体験活動を振り返ろう 

職場体験活動のしおりや「キャリア・パスポート」を読み返す。 

 

展

開 

（個人で） 

▶適性検査を基にした職場体験活動のねらいと，実際の職場体

験活動の取組は合っていたかを振り返る。 

 

 

 

 

（グループでの話合い活動により） 

▶実際の職場体験活動中に学んだこと，職場の方とのやりとり

を振り返る。 

 

（個人で） 

▶職場体験活動の感想をまとめる。 

 

○自分の適性や興味から設定し

た目標と実際の職場体験活動

の活動が合致していたかを判

断している。【思考・判断・表

現】〈「キャリア・パスポート」

ＳＴＥＰ１〉 

 

※「キャリア・パスポート」 

ＳＴＥＰ２～４を見直す。 

 

 

※「キャリア・パスポート」 

ＳＴＥＰ５を記入する。 

○職場体験活動で学んだことを

- 52 -

第３編
事例２



・職場体験活動レポートをまと

め，担当教員よりコメントをも

らう。 

学

級

活

動 

「１学期を振り返ろう」 

◯ねらい 

・職場体験活動を含め，１学期の

活動を振り返る。 

◯活動（個人） 

・１学期の活動についてまとめ，

２学期の目標を考える。 

 職場体験活動を含

めた１学期を振り

返り，表現してい

る。 

 

１学期を振り返る

ことにより，２学

期への見通しをも

とうとしている。 

 

※これ以降，学期の始めや終わり，学校行事や学級生活において，継続的，系統的に生徒の変容を見 

取ること。 

 

４ 「体験活動を学校生活につなごう」 

（１）題材 

・体験活動を学校生活につなごう 

（２）目指す生徒の姿 

・職場体験活動で学んだことを「キャリア・パスポート」に表現している。 

・担任からの助言や友人の声を参考に，職場体験活動の経験を学校生活に生かそうとしている。 

（３）本時の展開 

 
生徒の活動 

○目指す生徒の姿 

指導上の留意点 

導

入 

職場体験活動を振り返ろう 

職場体験活動のしおりや「キャリア・パスポート」を読み返す。 

 

展

開 

（個人で） 

▶適性検査を基にした職場体験活動のねらいと，実際の職場体

験活動の取組は合っていたかを振り返る。 

 

 

 

 

（グループでの話合い活動により） 

▶実際の職場体験活動中に学んだこと，職場の方とのやりとり

を振り返る。 

 

（個人で） 

▶職場体験活動の感想をまとめる。 

 

○自分の適性や興味から設定し

た目標と実際の職場体験活動

の活動が合致していたかを判

断している。【思考・判断・表

現】〈「キャリア・パスポート」

ＳＴＥＰ１〉 

 

※「キャリア・パスポート」 

ＳＴＥＰ２～４を見直す。 

 

 

※「キャリア・パスポート」 

ＳＴＥＰ５を記入する。 

○職場体験活動で学んだことを
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（個人で） 

▶職場体験活動で学んだことが，今後の学校生活のどんな場面

で生かせるかを考える。 

（グループでの話合い活動により） 

▶応援シートを使いながら，職場体験活動で学んだことが，今後

の学校生活のどんな場面で生かせるかを考える。 

 

（個人で） 

▶担任のコメントや応援シートを参考に，これからの学校生活

で伸ばしたい力を意思決定し，記録する。 

整理している。【思考・判断・

表現】〈「キャリア・パスポー

ト」ＳＴＥＰ５〉 

※担任は机間指導しながら，自

己理解，社会マナーやルール，

進路決定や将来設計，役割等

の視点からコメントする。 

 

○職場体験活動の経験が反映さ

れているか。 

 

※応援シートを使い，互いのよ

さやがんばりを相互評価す

る。（後述４（１）） 

 

○担任からの助言や友人の声を

参考に，職場体験活動の経験

を学校生活に生かそうとして

いる。【主体的態度】〈「キャリ

ア・パスポート」，観察〉 

※「キャリア・パスポート」 

ＳＴＥＰ７に記入する。 

終

末 

▶体験活動と学校生活のつながりと「キャリア・パスポート」を

作成することの意義を確認する。 

※具体的な場面（学校行事や進

路選択）をあげ，生徒がイメー

ジしやすいようにする。 

 

  

（４）「キャリア・パスポート」の見取りの例 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 
職場体験活動によっ

て，機械（車）を対象

とした自分自身の適性

を知ったことが，表現

されている。 

【思考・判断・表現】 
職場体験活動先でのイ

ンタビューが自分の生

活や社会の改善につな

がっていることが表現

されている。 

【主体的態度】 
本時評価の中心 
「学校で大事なことは仕事にもつながることを意識して生活したい」との記述から職場体験活

動で学んだことを学校生活で生かそうとしていることが分かる。 
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（４）「キャリア・パスポート」の見取りの例 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 
職場体験活動によっ

て，機械（車）を対象

とした自分自身の適性

を知ったことが，表現

されている。 

【思考・判断・表現】 
職場体験活動先でのイ

ンタビューが自分の生

活や社会の改善につな

がっていることが表現

されている。 

【主体的態度】 
本時評価の中心 
「学校で大事なことは仕事にもつながることを意識して生活したい」との記述から職場体験活

動で学んだことを学校生活で生かそうとしていることが分かる。 
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◯ ＳＴＥＰ７の見取りの例 
  十分満足できる活動の状況と評価できる生徒Ｄの場合 
職場体験では，コミュニケーションの大切さを感じました。お客さんがお店の方と話をしている

ときに，一緒に来た方が独りで退屈そうにしていたので，「一緒に来ている人に自分が対応して

もいいですか」と言えました。また，Ｂさんに仕事をお願いしたことを，Ｂさんはリーダーシッ

プがあるね！といってくれました。・・・商業高校に進学して，人を笑顔にできる職業に就きた

いと考えています。学校生活でも大きな声であいさつし，学級のみんなが気付かないところでも

自分がやろうと思います。 

 
 
 
 
４ 総括評価方法の工夫例 

（１）職場体験活動の評価例 

職場体験など体験活動は，担任が直接見取れないことが多い。そこで，評価に当たっては，担任

以外の担当教師の見取りの他に，生徒本人の自己評価，一緒に活動した友人からの声，職場の方か

らのコメントを含めて総合的に判断して評価をすることが求められる。ただし，評価者はあくまで

も担任であり，生徒の学習活動である自己評価や友人からの声，職場の方からコメントは学習評価

を行うための参考資料であることを忘れてはならない。 

生徒氏名 
参考資料 

担任メモ 
自己評価 友人からの声 担当教師からのコメント 

Ａ ○ 
大きな声で目立って

いたね。 
職場では，笑顔でお客さ

んに対応していた。 
      

Ｂ ○ 
最初と最後のあいさ

つがきちんとしてい

たよ。 

  

Ｃ ○ 

いつもていねいにコ

メント書いていた

ね，字がきれい。 

分からないことは積極的

に質問し，丁寧に仕事を

していた。 

○職場体験で書類整理の

経験をした後，２学期

の書記をしてみたいと

言うようになった。 

Ｄ   

目標がしっかりして

いるって職場の人が

ほめていたよ。 

職場の方からの評価がい

い。仕事に対する提案もあ

ったという。 
班のリーダーとして，生徒

をよくまとめていた。 

○自分の将来の職業につ

いて，職場の方に相談

し，具体的な進学先ま

で考えられるようにな

った。 

 
 
 

後述４（１）担当教師からのコ

メントとも合っている。 

後述４（１）応援シートの友達の声を，自分事

として捉えている。 

体験活動においては，担任が直接対象生徒を見取れないこ

とが多いので，担当教師からのコメントを参考にすること

が考えられる。 

応援シートのＢからの記述と

も合っており，評価の客観性

が担保できると考えられる。 

体験活動を学校生活につなごうとする

【主体的態度】を見取ることができる。 

教師が評価を行う際には，担当教師のコメントに加え，他の生徒からの情報も参考となる。本事

例では，個人が学んだことに対して，他の生徒からメッセージを受け取る「応援シート」を用いて

いるが，応援シートＢからの記述は担当教師からのコメントの内容とも合っており，評価の客観性

が担保できると考える。また，こうした応援シートの取組は，お互いのよいところを見つけ，認め

合う学習活動を効果的に展開する上でも有用である。 
 

 
 
 
  

応援シート 
グループでの（ Ｄ ）さんの発表を聞いて，これからの学校生活の場面と具体的な行動を応援

してあげよう 

 

自分たちのグループは，総合発表会で舞台での報告が決まっているので，職場体験

でいろいろ指示してくれたようにリーダーシップを発揮し，グループの発表計画を

まとめてください。自分も協力します，いい発表ができるようにがんばろう！ 

（ Ｂ ）より 

職場体験活動で学んだことを，他者から共感的に評価されることに

より，意思決定の後押しになると考えられる。 

- 56 -

第３編
事例２



教師が評価を行う際には，担当教師のコメントに加え，他の生徒からの情報も参考となる。本事

例では，個人が学んだことに対して，他の生徒からメッセージを受け取る「応援シート」を用いて

いるが，応援シートＢからの記述は担当教師からのコメントの内容とも合っており，評価の客観性

が担保できると考える。また，こうした応援シートの取組は，お互いのよいところを見つけ，認め

合う学習活動を効果的に展開する上でも有用である。 
 

 
 
 
  

応援シート 
グループでの（ Ｄ ）さんの発表を聞いて，これからの学校生活の場面と具体的な行動を応援

してあげよう 

 

自分たちのグループは，総合発表会で舞台での報告が決まっているので，職場体験

でいろいろ指示してくれたようにリーダーシップを発揮し，グループの発表計画を

まとめてください。自分も協力します，いい発表ができるようにがんばろう！ 

（ Ｂ ）より 

職場体験活動で学んだことを，他者から共感的に評価されることに

より，意思決定の後押しになると考えられる。 
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（２）全体を見通した補助簿 

ここでは，全体を観点別による評価補助簿を例示する。 

 
 
 
 
 
  

生徒 知・技 思・判・表 主体的態度 担任メモ 総括 

Ｄ 

① 

 
  

 
 
 

 ②  ③ ① 学ぶ意義，働く意義をよく理解

している。（5／22） 

② 人間関係形成には挨拶が大事で

あることを理解し，常に笑顔を

心がけようとしている。（6／11） 

③ 進路に明確な目標をもち，課題

解決に向けて日々努力しようと

している。（7／1） 

○ 

Ｂ 

①   
 
 
ａ 

   ① 職場体験活動を通じて働く意義

を理解している。（5／10） 

 

a 6／1 役割について面談 

 

Ｃ 

①  
 

②  
 

③  
 

① 自分の役割を理解している。 

（6／17） 

② 社会における自分の役割を考

え，表明し，実行しようとして

いる。（7／4） 

 

担任メモの番号と連動させた数字で

整理することにより，○の根拠が分

かるようにする。 

総括で○をつける際には，学校で共通理

解を図っておくことが重要である。 

評価を指導に生かすため，場合によっ

ては指導したことを記録することも考

えられる。 

特別活動  事例３ 

キーワード 生徒会活動の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

１ 生徒会活動(1)で育成を目指す資質・能力 

○ 生徒会やその中に置かれる委員会などの異年齢により構成される自治的組織における活動の

意義やその活動のために必要なことを理解し，行動の仕方を身に付けるようにする。 

○ 生徒会において，学校全体の生活をよりよくするための課題を見いだし，その解決のために話 

し合いを行い，「合意形成を図る」，「意思決定をする」，「人間関係をよりよく形成する」ことが

できるようにする。 

○ 自治的な集団における活動を通して身に付けたことを生かし，多様な他者と協働し，学校や地 

域社会における生活をよりよくしようとする態度を養う。 

 
２ 評価規準（内容のまとまりごとの評価規準） 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

生徒会やその中に置かれる委員

会などの異年齢により構成され

る自治的組織における活動の意

義について理解している。 

全校の生徒をもって組織する

大きな集団での活動のために

必要なことを理解し行動の仕

方を身に付けている。 

生徒会において，学校全体の生

活をよりよくするための課題

を見いだしている。 

全校の生徒をもって組織する

大きな集団における課題解決

のために話し合い，合意形成を

図ったり，意思決定したり，人

間関係をよりよく形成したり

している。 

自治的な集団における活動を

通して身に付けたことを生か

して，多様な他者と協働し，学

校や地域社会における生活改

善を図ろうとしている。 

３年間や全校という視野で見

通しをもったり振り返ったり

しながら，よりよい生活を築こ

うとしている。 

 
３ 指導と評価の計画 

生徒会活動「生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営」の指導計画と評価の事例である。生

徒総会を通じて学校生活を見直すことを議題にした一連の活動計画例，１単位時間の指導計画例，ワ

ークシートを参考とした評価の工夫例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積する

工夫例についても取り上げた。 
【一連の活動と評価】 

 

 

議題 

（ねらい・学習活動） 

目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度 

 

学 

級 

後期学級組織を決めよう 主体的に組織をつく

ること，役割を分担

 互いの個性を生かし

て主体的に組織をつ

議題  内容のまとまり 

全学年「学校生活を見直そう」 
 生徒会活動(1)「生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営」 

関連：学級活動(1)ウ「学校における多様な集団の生活の向上」 
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特別活動 事例３ 

キーワード 生徒会活動の指導と評価の計画から評価の総括まで

１ 生徒会活動(1)で育成を目指す資質・能力 

○ 生徒会やその中に置かれる委員会などの異年齢により構成される自治的組織における活動の

意義やその活動のために必要なことを理解し，行動の仕方を身に付けるようにする。 

○ 生徒会において，学校全体の生活をよりよくするための課題を見いだし，その解決のために話

し合いを行い，「合意形成を図る」，「意思決定をする」，「人間関係をよりよく形成する」ことが

できるようにする。 

○ 自治的な集団における活動を通して身に付けたことを生かし，多様な他者と協働し，学校や地

域社会における生活をよりよくしようとする態度を養う。 

２ 評価規準（内容のまとまりごとの評価規準） 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

生徒会やその中に置かれる委員

会などの異年齢により構成され

る自治的組織における活動の意

義について理解している。 

全校の生徒をもって組織する

大きな集団での活動のために

必要なことを理解し行動の仕

方を身に付けている。 

生徒会において，学校全体の生

活をよりよくするための課題

を見いだしている。 

全校の生徒をもって組織する

大きな集団における課題解決

のために話し合い，合意形成を

図ったり，意思決定したり，人

間関係をよりよく形成したり

している。 

自治的な集団における活動を

通して身に付けたことを生か

して，多様な他者と協働し，学

校や地域社会における生活改

善を図ろうとしている。 

３年間や全校という視野で見

通しをもったり振り返ったり

しながら，よりよい生活を築こ

うとしている。 

３ 指導と評価の計画 

生徒会活動「生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営」の指導計画と評価の事例である。生

徒総会を通じて学校生活を見直すことを議題にした一連の活動計画例，１単位時間の指導計画例，ワ

ークシートを参考とした評価の工夫例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積する

工夫例についても取り上げた。

【一連の活動と評価】 

議題 

（ねらい・学習活動） 

目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度 

学 

級 

後期学級組織を決めよう 主体的に組織をつく

ること，役割を分担

互いの個性を生かし

て主体的に組織をつ

議題 内容のまとまり 

全学年「学校生活を見直そう」 
生徒会活動(1)「生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営」 
関連：学級活動(1)ウ「学校における多様な集団の生活の向上」 
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活 

動 
することの意義を理

解している。 

くろうとしている。 

放 

課 

後 

の 

委 

員 

会 

各種専門委員会で学校生

活の向上のために委員会

として取り組む活動を考

えよう 

 学校生活の充実と向

上のために，委員会

として取り組むべき

課題を考えている。 

 

学 

級 

活 

動 

生徒総会に向けて学級審

議を行おう 

 執行部，各委員会か

らの提案が，学校生

活の充実と向上につ

ながる活動になって

いるか考えている。 

学校生活の充実と向

上を図るために，学

校全体の生活の課題

を見いだそうとして

いる。 

帰 

り 

の 

会 

質問・意見に対しての回

答集について検討しよう 

 学級審議を通して出

した意見や質問に対

する回答について，

検討している。 

 

生 

徒 

総 

会 

学校生活を見直そう 学校生活の充実と向

上のために，目標を

設定し，主体的に組

織づくりや役割分担

を行って協働して実

行することの意義を

理解している。協働

して実行するために

必要な計画や運営，

合意形成の仕方など

を身に付けている。 

生徒総会や各種の委

員会において，学校

生活の充実と向上の

ための課題や生徒の

提案を生かした活動

の計画について考え

ている。 

集団の形成者とし

て，多様な他者と，互

いの個性を生かして

協力し，積極的に学

校生活の充実と向上

を図ろうとしてい

る。 

 
４ 学級活動「生徒総会に向けて学級審議を行おう」について 

（１）議題 

・生徒総会に向けて学級審議を行おう。 

（２）目指す生徒の姿 

・執行部，各委員会からの提案が学校生活の充実と向上につながる活動になっているか考えてい 

る。 

  ・学校生活の充実と向上を図るために学校全体の生活の課題を見いだそうとしている。 

 

 

 

（３）本時の展開 

 学習内容及び学習活動 
○目指す生徒の姿 

指導上の留意点 

導 

入 

０ 議案書を読む 

 

１ 議案書審議のねらいについて共有する 

 ・全校のこれからを決める大切な総会に向けての学級審

議の時間であることを学級全員で確認する。 

 ・リーダー学年としての自覚をもって話し合いに参加す

る。 

 

２ 学習課題を確認する 

 

・始業前に議案書を読むように指

導する。 

 

 

・建設的な話し合いになるよう

に，審議のねらいを全体で共有

する。 

展 

開 

 

 

３ 執行部から後期のスローガン・基本方針を提案する 

・全校が関わる後期のスローガン，基本方針について，

執行部から提案する。自分事として審議に入ることが

できるよう，ねらいをもって提案する。 

 

４ 班ごとに審議する 

・執行部からの提案について，個人の意見を班ごとにま

とめる。全校の活動がよりよくなるように建設的な意

見を述べるようにする。 

 

５ 各委員会担当から提案する 

 ・各委員会担当から後期の活動について提案する。 

 

 

６ 班ごとに審議する 

・委員会担当からの提案について，個人の意見を班ごと

にまとめる。全校の活動がよりよくなるように建設的

な意見を述べるようにする。 

 

 

 

・提案に対して，個人で意見をも

てるようにする。 

 

○執行部からの提案が，学校生活

の充実と向上につながる活動に

なっているか考えている。【思

考・判断・表現】〈観察〉 

 

 

・専門委員会に主体的に臨んだう

えで，学級審議に入れるように

する。 

 

○各委員会からの提案が，学校生

活の充実と向上につながる活動

になっているか考えている。【思

考・判断・表現】〈観察〉 

終
末 

７ 本時の振り返り 

・生徒総会に向けて，学校をよりよくしていくという視

点に立って学級審議に臨むことができたかどうかを

振り返る。 

○学校生活の充実と向上を図るた

めに，学校全体の生活の課題を

見いだそうとしている。【主体的

に学習に取り組む態度】〈観察・

振り返りシート〉 

 

５ 議題（ねらい・学習活動）ごとの評価の進め方 

（１）議題（ねらい・学習活動）ごとの振り返り 

  議題（ねらい・学習活動）ごとに振り返りを書き，それぞれの評価項目について見取る。 

  ① 後期学級組織を決めよう 

生徒の振り返りシートを学習評価の参考にするに当たって，留意すべきは，まず，目指す生徒の 

姿を具体的に設定することである。目指す姿が抽象的だと生徒の記録の多くがその対象になって

しまい，参考とするポイントがぼやけることになる。 

具体的な目指す姿に照らして，「○○することができた」などの生徒も理解できる振り返りの項

目を設定することにより，自由記述の質を高めていくための工夫をした事例である。 

生徒総会に向けて学級審議を行おう 
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（３）本時の展開 

 学習内容及び学習活動 
○目指す生徒の姿 

指導上の留意点 

導 

入 

０ 議案書を読む 

 

１ 議案書審議のねらいについて共有する 

 ・全校のこれからを決める大切な総会に向けての学級審

議の時間であることを学級全員で確認する。 

 ・リーダー学年としての自覚をもって話し合いに参加す

る。 

 

２ 学習課題を確認する 

 

・始業前に議案書を読むように指

導する。 

 

 

・建設的な話し合いになるよう

に，審議のねらいを全体で共有

する。 

展 

開 

 

 

３ 執行部から後期のスローガン・基本方針を提案する 

・全校が関わる後期のスローガン，基本方針について，

執行部から提案する。自分事として審議に入ることが

できるよう，ねらいをもって提案する。 

 

４ 班ごとに審議する 

・執行部からの提案について，個人の意見を班ごとにま

とめる。全校の活動がよりよくなるように建設的な意

見を述べるようにする。 

 

５ 各委員会担当から提案する 

 ・各委員会担当から後期の活動について提案する。 

 

 

６ 班ごとに審議する 

・委員会担当からの提案について，個人の意見を班ごと

にまとめる。全校の活動がよりよくなるように建設的

な意見を述べるようにする。 

 

 

 

・提案に対して，個人で意見をも

てるようにする。 

 

○執行部からの提案が，学校生活

の充実と向上につながる活動に

なっているか考えている。【思

考・判断・表現】〈観察〉 

 

 

・専門委員会に主体的に臨んだう

えで，学級審議に入れるように

する。 

 

○各委員会からの提案が，学校生

活の充実と向上につながる活動

になっているか考えている。【思

考・判断・表現】〈観察〉 

終
末 

７ 本時の振り返り 

・生徒総会に向けて，学校をよりよくしていくという視

点に立って学級審議に臨むことができたかどうかを

振り返る。 

○学校生活の充実と向上を図るた

めに，学校全体の生活の課題を

見いだそうとしている。【主体的

に学習に取り組む態度】〈観察・

振り返りシート〉 

 

５ 議題（ねらい・学習活動）ごとの評価の進め方 

（１）議題（ねらい・学習活動）ごとの振り返り 

  議題（ねらい・学習活動）ごとに振り返りを書き，それぞれの評価項目について見取る。 

  ① 後期学級組織を決めよう 

生徒の振り返りシートを学習評価の参考にするに当たって，留意すべきは，まず，目指す生徒の 

姿を具体的に設定することである。目指す姿が抽象的だと生徒の記録の多くがその対象になって

しまい，参考とするポイントがぼやけることになる。 

具体的な目指す姿に照らして，「○○することができた」などの生徒も理解できる振り返りの項

目を設定することにより，自由記述の質を高めていくための工夫をした事例である。 

生徒総会に向けて学級審議を行おう 
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振り返りシート 

あてはまる        あてはまらない 

１．主体的に組織決定の話合いに臨むことができた         ４・３・２・１ 

２．役割を分担することの意味を考えて話し合うことができた    ４・３・２・１ 

３．個性を生かすことができるように役割分担することができた   ４・３・２・１ 

４．これから学級のために自分がやるべきこと，頑張って取り組んでいくべきことを書こう 

（自由記述） 

  

 

 

 

 

 

 

② 生徒総会に向けて学級審議を行おう 

振り返りシート 

あてはまる        あてはまらない 

１．主体的に学級の話合いに臨むことができた           ４・３・２・１ 

２．執行部からの提案が，学校生活の充実と向上につながる活動 

になっているか考えることができた               ４・３・２・１ 

３．各委員会からの提案が，学校生活の充実と向上につながる活 

動になっているか考えることができた              ４・３・２・１ 

４．学校生活の充実と向上を図るために，学校全体の生活の課題 

を見いだそうとした                      ４・３・２・１ 

５．これから学級・学校のために自分がやるべきこと，頑張って取り組んでいくべきことを書こう 

（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 自由記述の例 知識・技能 主体的態度 

A 
意見をまとめる方法を身に付けています。みんなを自然と導ける

ようなリーダーを目指します。 
○ ○ 

B 一人一人の意識が高い学級をつくりたいです。  ○ 
C 一つ一つの仕事を丁寧に理解しています。 ○  

D 多様な意見を理解し，活発な話合いになるように努力します。 ○ ○ 

目指す生徒の姿 

○主体的に組織をつくること，役割を分担することの意義を理解している。【知識・技能】 

○互いの個性を生かして主体的に組織をつくろうとしている。【主体的態度】 

目指す生徒の姿 

○執行部，各委員会からの提案が，学校生活の充実と向上につながる活動になっているか考えている。【思

考・判断・表現】 

○学校生活の充実と向上を図るために，学校全体の生活の課題を見いだそうとしている。【主体的態度】 

 

③ 学校生活を見直そう（生徒総会） 

振り返りシート 

あてはまる        あてはまらない 

１．主体的に全校の話合いに臨むことができた           ４・３・２・１ 

２．学校全体の課題を解決するために話し合うことができた     ４・３・２・１ 

３．学校生活の充実と向上を図るために，学校全体の生活の 

課題について解決策を考えようとした              ４・３・２・１ 

４．生徒総会を終えて，改めてこれから学級・学校のために自分がやるべきこと，頑張っていくべ

きことを書こう。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）一連の活動の振り返り 

 組織の決定，学級審議，生徒総会を通して，生徒会活動への関わり方を考えることができているか

を，単位時間の振り返りから総括的に評価する。 

 

 

 記述例 
思考・判断・ 

表現 
主体的態度 

B 
話し合われたことを自分事として捉え，よりよい委員会活動にする

ための方法を考え，今後の行動に反映させていこうと思います。 
○ ○ 

C 
改めて三大文化（委員会活動，生徒会対面式，３年生を送る会）

の在り方について考えることができた。これからはリーダーを支

えていけるような具体的な方法を考えます。 
○  

 記述例 知識・技能 
思考・判

断・表現 
主体的態度 

E 
同じ学年の仲間が一生懸命に答弁している姿を見て，

自分が支えていこうと思った。 
  ○ 

A 
言葉で終わらせないで行動で示せるようにして，リー

ダーとして何をすべきなのか，どんな行動をとればい

いのかを考えて身に付け，行動に移していこうと思う。 
○ ○ ○ 

目指す生徒の姿 

○協働して実行するために必要な計画や運営，合意形成の仕方などを身に付けている。【知識・技能】 

○学校生活の充実と向上のための課題や提案を生かした活動の計画について考えている。【思考・判断・表

現】 

○互いの個性を生かして協力し，積極的に学校生活の充実と向上を図ろうとしている。【主体的態度】 
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③ 学校生活を見直そう（生徒総会） 

振り返りシート 

あてはまる        あてはまらない 

１．主体的に全校の話合いに臨むことができた           ４・３・２・１ 

２．学校全体の課題を解決するために話し合うことができた     ４・３・２・１ 

３．学校生活の充実と向上を図るために，学校全体の生活の 

課題について解決策を考えようとした              ４・３・２・１ 

４．生徒総会を終えて，改めてこれから学級・学校のために自分がやるべきこと，頑張っていくべ

きことを書こう。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）一連の活動の振り返り 

 組織の決定，学級審議，生徒総会を通して，生徒会活動への関わり方を考えることができているか

を，単位時間の振り返りから総括的に評価する。 

 

 

 記述例 
思考・判断・ 

表現 
主体的態度 

B 
話し合われたことを自分事として捉え，よりよい委員会活動にする

ための方法を考え，今後の行動に反映させていこうと思います。 
○ ○ 

C 
改めて三大文化（委員会活動，生徒会対面式，３年生を送る会）

の在り方について考えることができた。これからはリーダーを支

えていけるような具体的な方法を考えます。 
○  

 記述例 知識・技能 
思考・判

断・表現 
主体的態度 

E 
同じ学年の仲間が一生懸命に答弁している姿を見て，

自分が支えていこうと思った。 
  ○ 

A 
言葉で終わらせないで行動で示せるようにして，リー

ダーとして何をすべきなのか，どんな行動をとればい

いのかを考えて身に付け，行動に移していこうと思う。 
○ ○ ○ 

目指す生徒の姿 

○協働して実行するために必要な計画や運営，合意形成の仕方などを身に付けている。【知識・技能】 

○学校生活の充実と向上のための課題や提案を生かした活動の計画について考えている。【思考・判断・表

現】 

○互いの個性を生かして協力し，積極的に学校生活の充実と向上を図ろうとしている。【主体的態度】 
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 補助簿  

組織の決定から，学級審議，生徒総会を通して，「生徒会」の活動に関わっていくものであるため，

補助簿への記載方法も一連の活動のどの段階かがわかるよう工夫することが考えられる。 

例えば， 組織の決定 → 組， 学級審議 → 学，生徒総会 → 生 といった，活動の略称等と併

せて生徒の様子を記載することもありうる。 

また，生徒総会は全校で行う場面の一つである。生徒一人一人の活動の状況を把握するために，学

年や全校の教師が評価資料を共有することができるようにする。 

 

 

 

 

  知・技 思・判・表 主体的態度 メモ 総括 

１ Ａ ○ ○ ○ 

組：学級委員長に立候補し，目指す学級の姿

を語った 

学：委員会の提案に対して賛成意見を述べ

た 

生：代案を示し，建設的な意見を述べた 

○ 

２ Ｂ  ○ ○ 

学：生徒会が提案する取組により具体的な

活動を提案した 

生：相手の意見に対して自分の考えを述べ

ることができた 

○ 

３ Ｃ ○   
学，生：議論が逸れないように会を進める

ことができた 
 

４ Ｄ ○ ○ ○ 

組：前期から務めている委員会を続けたい

と立候補した 

生：生徒会長としてどんな学校にしていき

たいかはっきりと伝えていた 

○ 

５ Ｅ   ○ 
生：発言はしていないが，答弁の内容を議

案書にメモしていた 
 

 

《Ａの生徒についての生徒総会における評価の例》 

① 知識・技能の観点について 

協働して実行するために必要な計画や運営，合意形成の仕方などを身に付けている。 

【知識・技能】 

この生徒は，学級委員長として総会が速やかに運営できるように学級をまとめることができ，ま

た，他学級や他学年の意見に耳を傾け，賛成・反対の意思を明確に示すことができた。このことか

ら，目指す姿に照らして十分満足できる活動の状況と考えることができるため，【知識・技能】の欄

に○が付けられている。 

生徒総会の場面では担任以外から見た生徒の様

子をメモ等にしてもらい，それを共有すること

で評価に生かすようにする。 

組織決めや学級審議の場面では担任が

そのときの様子をメモし，評価に生か

すようにする。 

② 思考・判断・表現の評価について 

学校生活の充実と向上のための課題や提案を生かした活動の計画について考えている。 

【思考・判断・表現】 

この生徒は，総会の中で，ボランティア委員会が提案した，学校生活の充実と向上を図るための

計画に対して，全校生徒の参加という観点から考えることができており，「ボランティア委員だけが

活動するのではなく，生徒一人一人が自発的に協力して活動していきたい。」という発言をした。全

校生徒の参加という自分なりの観点から考えることができており，目指す姿に照らして十分満足で

きる活動の状況と考えることができるため，【思考・判断・表現】の欄に○が付けられている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度の評価について 

互いの個性を生かして協力し，積極的に学校生活の充実と向上を図ろうとしている。 

【主体的態度】 

この生徒は，生徒会活動の基本方針である『あいさつの意識向上』という提案に対し，「授業での

あいさつは良くなってきているが，廊下でのあいさつを活発化させるために，具体的な活動を考え

るべきである。」と発言した。生徒会執行部や各種委員会委員長の考えを尊重し，提案の良いところ

に触れながら，学校全体をよりよくするために必要なことに触れて発言したことから，目指す姿に

照らして十分満足できる活動の状況と考えることができるため，【主体的態度】の欄に○が付けられ

ている。 

 

６ 生徒会活動を補助簿で評価する例 

次の資料は，生徒会活動について，委員会活動の様子や行事への協力の様子について見取るための

補助簿の例である。委員会活動や行事への協力の様子など，それぞれの担当者が協力し，必要に応じ

てメモ欄に記載するなどして，評価の一助としていくことが考えられる。 

 氏名 委員会活動 生徒会対面式 ３年生を送る会 メモ 総括 

  

知 

・

技 

思 

判 

表 

主

体

的 

知 

・

技 

思 

判 

表 

主

体

的 

知 

・

技 

思 

表 

判 

主

体

的 

  

１ Ａ  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 
音楽委員会として，対面式に向けて計画的に合

唱練習の日程を組み見通しをもって活動した。 
○ 

２ Ｂ     ○ ○ ○ ○ ○ 
３年生を送る会に向け，学級ごとの発表の案を

出し，会の充実に協力した。 
○ 

３ Ｃ ○  ○ ○     ○ 
生活委員長として，時間を守って行動できるよ

うな活動を計画した。 
 

４ Ｄ ○ ○ ○   ○   ○ 

広報委員会として，広報文化の発展のため意欲

的に新聞を発行した。対面式や送る会について

の記事を取り上げるなど，行事を盛り上げるた

めの活動を行った。 

○ 
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② 思考・判断・表現の評価について 

学校生活の充実と向上のための課題や提案を生かした活動の計画について考えている。 

【思考・判断・表現】 

この生徒は，総会の中で，ボランティア委員会が提案した，学校生活の充実と向上を図るための

計画に対して，全校生徒の参加という観点から考えることができており，「ボランティア委員だけが

活動するのではなく，生徒一人一人が自発的に協力して活動していきたい。」という発言をした。全

校生徒の参加という自分なりの観点から考えることができており，目指す姿に照らして十分満足で

きる活動の状況と考えることができるため，【思考・判断・表現】の欄に○が付けられている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度の評価について 

互いの個性を生かして協力し，積極的に学校生活の充実と向上を図ろうとしている。 

【主体的態度】 

この生徒は，生徒会活動の基本方針である『あいさつの意識向上』という提案に対し，「授業での

あいさつは良くなってきているが，廊下でのあいさつを活発化させるために，具体的な活動を考え

るべきである。」と発言した。生徒会執行部や各種委員会委員長の考えを尊重し，提案の良いところ

に触れながら，学校全体をよりよくするために必要なことに触れて発言したことから，目指す姿に

照らして十分満足できる活動の状況と考えることができるため，【主体的態度】の欄に○が付けられ

ている。 

 

６ 生徒会活動を補助簿で評価する例 

次の資料は，生徒会活動について，委員会活動の様子や行事への協力の様子について見取るための

補助簿の例である。委員会活動や行事への協力の様子など，それぞれの担当者が協力し，必要に応じ

てメモ欄に記載するなどして，評価の一助としていくことが考えられる。 

 氏名 委員会活動 生徒会対面式 ３年生を送る会 メモ 総括 

  

知 

・

技 

思 

判 

表 

主

体

的 

知 

・

技 

思 

判 

表 

主

体

的 

知 

・

技 

思 

表 

判 

主

体

的 

  

１ Ａ  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 
音楽委員会として，対面式に向けて計画的に合

唱練習の日程を組み見通しをもって活動した。 
○ 

２ Ｂ     ○ ○ ○ ○ ○ 
３年生を送る会に向け，学級ごとの発表の案を

出し，会の充実に協力した。 
○ 

３ Ｃ ○  ○ ○     ○ 
生活委員長として，時間を守って行動できるよ

うな活動を計画した。 
 

４ Ｄ ○ ○ ○   ○   ○ 

広報委員会として，広報文化の発展のため意欲

的に新聞を発行した。対面式や送る会について

の記事を取り上げるなど，行事を盛り上げるた

めの活動を行った。 

○ 
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５ Ｅ ○   ○   ○   与えられた仕事をしっかり行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 生徒総会時における指導と評価の計画 

 

７ 「学校生活を見直そう」について 

（１）議題 

・学校生活を見直そう。 

（２）目指す生徒の姿 

・学校生活の充実と向上のために，目標を設定し，主体的に組織づくりや役割分担を行って協働 

して実行することの意義を理解している。協働して実行するために必要な計画や運営，合意形 

成の仕方などを身に付けている。 

・生徒総会や各種の委員会において，学校生活の充実と向上のための課題や生徒の提案を生かし 

た活動の計画について考えている。 

・集団の形成者として，多様な他者と，互いの個性を生かして協力し，積極的に学校生活の充実 

と向上を図ろうとしている。 

 

 

 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度 

委員会活動 

学校生活の充実・向上に向け

て，計画的に取り組むことの

大切さを理解し，実践してい

る。 

学校生活の充実・向上に向け

話し合い，活動内容を考えて

いる。 

学校生活の充実・向上に向け

て計画的に取り組もうとし

ている。 

行事への協力 

学校行事において，生徒会と

しての考えを生かすための

仕組みづくりなどを理解し

ている。 

学校行事の特質に応じて，生

徒会としてどのような協力

を行うべきか考えている。 

生徒会の活動が学校行事の

充実につながるように話し

合ったり，活動したりしよう

としている。 

目指す姿に照らして，十分満足できる活動の状況と考えられる場合，○を付けることとする。 

総括的評価について，〇の数がいくつで「十分満足できる活動の状況」とするなど，校内で共通

理解を図り方針を明確にして，年間の評価の欄に〇を付ける。 

（３）本時の展開 

 学習内容及び学習活動 
○目指す生徒の姿 

指導上の留意点 

導 

入 

１ 開会のあいさつ（生徒会長） 

 

２ 議長を選出する 

 

３ 議案書審議のねらいについて共有する 

・生徒総会を通じて学校生活を見直し，よりよいものに

していく意義を確認する。 

・全校生徒一人一人が自分事として捉えることができる

ように促す。 

 

 

 

 

・建設的な話合いになるように，

審議のねらいを全体で共有す

る。 

展 

開 

 

 

４ 執行部から前期の活動内容や決算を報告する 

・全校で行った活動内容や決算について，執行部から報

告する。 

 

 

５ 審議，合意形成する 

・執行部からの報告について，あらかじめ学級審議した

結果を基に建設的に述べるようにする。 

・挙手により個人の判断結果を明らかにする。 

 

６ 執行部から後期の基本方針，活動計画，予算を提案す

る 

・全校が関わる後期の基本方針，活動計画，予算につい

て，執行部から提案する。自分事として審議に入るこ

とができるよう，ねらいをもって提案する。 

・執行部及び美化委員会からの提案事項である「全校合

唱」「地域美化清掃」について提案する。 

 

７ 審議，合意形成する 

・執行部及び委員会からの提案について，あらかじめ学

級審議した結果を基に修正意見などを建設的に述べ

るようにする。 

・挙手により個人の判断結果を明らかにした上で，練り

上げた合意を受け止め，その実現（実践）に向けて見

通しをもつ。 

 

８ 決定事項を確認する 

 

 

 

・提案に対して，個人で意見をも

てるようにする。 

 

 

 

○執行部や各委員会からの提案か

ら，学校生活の充実と向上のた

めの課題や生徒の提案を生かし

た活動の計画について考えてい

る。【思考・判断・表現】〈観察〉  

 

 

 

 

 

・提案に対して，個人で意見をも

てるようにする。 

 

○学校生活の充実と向上のため

に，目標を設定し，主体的に組

織づくりや役割分担を行って

協働して実行することの意義

を理解している。協働して実行

するために必要な計画や運営，

合意形成の仕方などを身に付

けている。【知識・技能】〈観察〉 

終
末 

９ 本時の振り返り 

・学校生活をよりよくしていくという視点に立ち，生

徒総会に臨むことができたかどうかを振り返る。 

○集団の形成者として，多様な他

者と，互いの個性を生かして協

力し，積極的に学校生活の充実

と向上を図ろうとしている。
【主体的態度】〈観察・振り返り

シート〉 

 

学校生活を見直そう 
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（３）本時の展開 

 学習内容及び学習活動 
○目指す生徒の姿 

指導上の留意点 

導 

入 

１ 開会のあいさつ（生徒会長） 

 

２ 議長を選出する 

 

３ 議案書審議のねらいについて共有する 

・生徒総会を通じて学校生活を見直し，よりよいものに

していく意義を確認する。 

・全校生徒一人一人が自分事として捉えることができる

ように促す。 

 

 

 

 

・建設的な話合いになるように，

審議のねらいを全体で共有す

る。 

展 

開 

 

 

４ 執行部から前期の活動内容や決算を報告する 

・全校で行った活動内容や決算について，執行部から報

告する。 

 

 

５ 審議，合意形成する 

・執行部からの報告について，あらかじめ学級審議した

結果を基に建設的に述べるようにする。 

・挙手により個人の判断結果を明らかにする。 

 

６ 執行部から後期の基本方針，活動計画，予算を提案す

る 

・全校が関わる後期の基本方針，活動計画，予算につい

て，執行部から提案する。自分事として審議に入るこ

とができるよう，ねらいをもって提案する。 

・執行部及び美化委員会からの提案事項である「全校合

唱」「地域美化清掃」について提案する。 

 

７ 審議，合意形成する 

・執行部及び委員会からの提案について，あらかじめ学

級審議した結果を基に修正意見などを建設的に述べ

るようにする。 

・挙手により個人の判断結果を明らかにした上で，練り

上げた合意を受け止め，その実現（実践）に向けて見

通しをもつ。 

 

８ 決定事項を確認する 

 

 

 

・提案に対して，個人で意見をも

てるようにする。 

 

 

 

○執行部や各委員会からの提案か

ら，学校生活の充実と向上のた

めの課題や生徒の提案を生かし

た活動の計画について考えてい

る。【思考・判断・表現】〈観察〉  

 

 

 

 

 

・提案に対して，個人で意見をも

てるようにする。 

 

○学校生活の充実と向上のため

に，目標を設定し，主体的に組

織づくりや役割分担を行って

協働して実行することの意義

を理解している。協働して実行

するために必要な計画や運営，

合意形成の仕方などを身に付

けている。【知識・技能】〈観察〉 

終
末 

９ 本時の振り返り 

・学校生活をよりよくしていくという視点に立ち，生

徒総会に臨むことができたかどうかを振り返る。 

○集団の形成者として，多様な他

者と，互いの個性を生かして協

力し，積極的に学校生活の充実

と向上を図ろうとしている。
【主体的態度】〈観察・振り返り

シート〉 

 

学校生活を見直そう 
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帰 

り 

の 

会 
 

３日 

学級スローガン

を達成するため

に，個人の目標

を立てよう。 

学級の仲間と目標を共

有することの大切さを

理解している。 

 

 理想を実現するために

自分がすべきこと等に

取り組もうとしてい

る。 

学 

校 

行 

事 
 

17

日 

中間発表会をし

よう。 

他学級と交流すること

のよさを理解してい

る。 

他学級のよさを考えて

いる。 

これまでの自分の取り

組みについて振り返っ

ている。 

他学級の合唱から，よ

さを見付けようとして

いる。これまでの練習

で自分ができたこと，

してもらったことを見

付けようとしている。 

学 

校 

行 

事 
 

18

日 

合唱コンクール

に向けた中間振

り返りをしよ

う。 

 学級で定めたスローガ

ンに向けて今までの自

分の取り組み方がどう

だったかを振り返って

考えている。 

「なりたい自分」「学級

をこうしていきたい」

という理想に近づけて

いるか振り返り，学級

の合唱をよくしようと

している。 

帰 

り 

の 

会 
 

23

日 

合唱練習を充実

させよう。 

 学級で決めた方策に取

り組んでいる。 

 

学 

校 

行 

事 
 

29

日 

合唱コンクール

「互いのよさを

生かそう」  

目標に向かって互いの

よさを生かし合い，努

力することの大切さを

理解している。 

互いのよさを生かし合

うために自分ができる

ことを考えている。 

互いのよさや可能性を

生かし合い，よりよい

合唱をつくろうとして

いる。 

学 

級 

活 

動 
 

30

日 

合唱コンクール

を振り返ろう。 

仲間と協力し，目標に

向かって努力すること

の大切さを理解してい

る。 

仲間と協力して取り組

んだことで，これから

学級のために自分がで

きることを考えてい

る。 

合唱への取り組みを振

り返り，自己の成長に

気付き，よさを伸ばそ

うとしている。 

 
 
４ 学校行事「（中間発表会直後）合唱コンクールに向けた中間振り返りをしよう」について 

 ＊ 中間発表会と連続した時間を用いて学校行事として実施する話合い活動の事例 

（１）テーマ（題材，議題） 

・合唱取組の中間振り返りをしよう。 

特別活動  事例４ 

キーワード 学校行事の指導と評価の計画から評価の総括まで 

 

１ 学校行事(2)で育成を目指す資質・能力 

◯ 他の生徒と協力して日頃の学習や活動の成果を発表したり，美しいものや優れたものを創り

出し，自ら発表し合ったりする活動に必要な知識や技能を身に付ける。 

○ 他の生徒と協力して日頃の学習や活動の成果を発表したり，美しいものや優れたもの，芸術的 

なものに触れたりして，自他の個性を認め，互いに高め合えるようにする。 

○ 集団や社会の形成者として，互いに努力を認めながら協力して，よりよいものを創り出し，発 

表し合うことによって，自己の成長を振り返り，自己のよさを伸ばそうとする態度を養う。 

 

２ 文化的行事の評価規準（内容のまとまりごとの評価規準） 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

美しいものや優れたものを創

り出し，自ら発表し合ったり，

芸術的なものや伝統文化を鑑

賞したりする活動に必要な知

識や技能を身に付けている。 

日頃の学習活動の成果発表や

芸術，伝統文化に触れ，個性を

認め，互いに高め合いながら実

践している。 

文化的な視点から自己の成長

を振り返ったり，見通したりし

ながら，自己を一層伸長させよ

うとしている。 

 

３ 指導と評価の計画 

学校行事「文化的行事」の指導計画と評価の事例である。合唱コンクールを通じて学級生活の改善

や自己実現を図ることをテーマ（題材，議題）にした一連の活動計画例，１単位時間の指導計画例，

ワークシートを参考とした評価の工夫例を示した。また，教師の補助簿を活用して評価資料を累積す

る工夫例についても取り上げた。 
【一連の活動と評価】 例：9 月 1日～9 月 30 日 

 議題及び題材 

ねらい・学習活動 

目指す生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度 

学 

校 

行 

事 

 

９月 

１日 

今年の合唱コン

クールの目標を

作ろう。 

合唱コンクールに向け

て，学級の目標を立て

ることの意味を理解し

ている。 

学級の仲間の考えを尊

重しながら，合意形成

を図ることができる。 

理想を実現するために

自分がすべきこと，学

級のためにできること

を考えている。 

合唱コンクールを終え

たときの理想をイメー

ジして，目標を考えよ

うとしている。 

学校行事  内容のまとまり 

全学年 合唱コンクール 

「互いのよさを生かそう」 

 学校行事(2)文化的行事 
関連：学級活動(1)ア「学級や学校における生活上の諸問題の解決」 
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帰 

り 

の 

会 
 

３日 

学級スローガン

を達成するため

に，個人の目標

を立てよう。 

学級の仲間と目標を共

有することの大切さを

理解している。 

 

 理想を実現するために

自分がすべきこと等に

取り組もうとしてい

る。 

学 

校 

行 

事 
 

17

日 

中間発表会をし

よう。 

他学級と交流すること

のよさを理解してい

る。 

他学級のよさを考えて

いる。 

これまでの自分の取り

組みについて振り返っ

ている。 

他学級の合唱から，よ

さを見付けようとして

いる。これまでの練習

で自分ができたこと，

してもらったことを見

付けようとしている。 

学 

校 

行 

事 
 

18

日 

合唱コンクール

に向けた中間振

り返りをしよ

う。 

 学級で定めたスローガ

ンに向けて今までの自

分の取り組み方がどう

だったかを振り返って

考えている。 

「なりたい自分」「学級

をこうしていきたい」

という理想に近づけて

いるか振り返り，学級

の合唱をよくしようと

している。 

帰 

り 

の 

会 
 

23

日 

合唱練習を充実

させよう。 

 学級で決めた方策に取

り組んでいる。 

 

学 

校 

行 

事 
 

29

日 

合唱コンクール

「互いのよさを

生かそう」  

目標に向かって互いの

よさを生かし合い，努

力することの大切さを

理解している。 

互いのよさを生かし合

うために自分ができる

ことを考えている。 

互いのよさや可能性を

生かし合い，よりよい

合唱をつくろうとして

いる。 

学 

級 

活 

動 
 

30

日 

合唱コンクール

を振り返ろう。 

仲間と協力し，目標に

向かって努力すること

の大切さを理解してい

る。 

仲間と協力して取り組

んだことで，これから

学級のために自分がで

きることを考えてい

る。 

合唱への取り組みを振

り返り，自己の成長に

気付き，よさを伸ばそ

うとしている。 

 
 
４ 学校行事「（中間発表会直後）合唱コンクールに向けた中間振り返りをしよう」について 

 ＊ 中間発表会と連続した時間を用いて学校行事として実施する話合い活動の事例 

（１）テーマ（題材，議題） 

・合唱取組の中間振り返りをしよう。 
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（２）目指す生徒の姿 

・学級で定めたスローガンに向けて今までの自分の取り組み方がどうだったかを振り返って考

えている。 

・「なりたい自分」「学級をこうしていきたい」という理想に近づけているか振り返り，学級の合 

唱をよくしようとしている。 

（３）本時の展開 

 学習内容及び学習活動 
○目指す生徒の姿 

指導上の留意点 

導 

入 

１ 中間発表会の振り返りをする 

・プリントに各自成果と課題を記入する。 

 

２ 成果と課題を交流する 

  ・それぞれが記入した成果と課題を交流し，今の自分た

ちの現状を把握する。 

 

３ 学習課題を確認する。 

 

 

・音楽的なことだけでなく，態度や

心構えについて考えられるよう

にする。 

 

・明らかになった成果と課題につ

いて，なぜ成果とすることがで

きたのか，なぜいまだに課題と

なっているのかを考えられるよ

うにする。 

 

展 

開 

 

４ 個人で考える 

・成果と課題からこれからの練習をよりよいものにす

るために個人で具体的な方策を考える。 

 

 

 

 

 

 

５ 班で考える 

  ・班員の考えから，学級の活動のために必要な方策を 

考える。 

 

 

 

 

６ 全員で決める 

  ・各班の案から，これからの合唱練習で取り組んでいく

方策について決める。 

 

 

 

・これからの合唱練習に取り入れ

られるものを具体的に考えさせ

る。 

 

・班員の考えから班で考える方策

を三つに絞り，順位付けをさせ

る。 

 

○学級で定めたスローガンに向け

て今までの自分の取り組み方が

どうだったかを振り返って考え

ている。【思考・判断・表現】〈観

察・ワークシート〉 

 

 

・全員で取り組む方策にするため

に話し合い，合意形成を図る。 

 

○「なりたい自分」「学級をこうし

ていきたい」という理想に近づ

けているか振り返り，学級の合

唱をよくしようとしている。【主

体的態度】〈観察・ワークシート〉 

終 

末 

７ これからの自分について考える 

・「なりたい自分」に近づくために，「互いのよさを生か

すために」自分ができることするべきことについて，

改めて考える。 

・「自分がどうなりたいのか」，「互

いのよさを生かすためにできる

ことは何か」について新たな見

通しをもたせる。 

  

合唱取組の中間振り返りをしよう 

（４）ワークシートの記述内容を参考にして評価する工夫例 

次の資料は，本時で用いたワークシートである。その記述内容から，生徒の思考の変容などを見取

り，評価の参考とした例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なりたい自分」「なりたい学級」という理想に近付けているか振り返り，学級の合唱をよくし

ようとしている。【主体的態度】の観点から，この記述を評価していくことが考えられる。例

えば，この記述では「話し合ったことが合唱に反映できなかった」という課題に対して「ク

ラスが一丸になるために本音で話し合う」というポイントを設定している。また，本音の「話

し合いの後の“ノーサイド”を守る」という記述から「学級の合唱（生活）をよくしようと

している」という目指す生徒の姿に照らして十分満足できる活動の状況と考えられる。 

学級で定めたスローガンに

向けて今までの自分の取り

組み方がどうだったかを考

えている。【思考・判断・

表現】の観点から，これら

の記述を評価していくこと

が考えられる。例えば，学

級の課題として「声出しや

整列ができていない」「積

極性がなかった」ことが挙

げられている。それに対し

て，「しっかり歌う」に加

え，「腹筋を使って芯ある

声にする」「相手の気持ち

を考えた声がけをする」と

いう具体的な目標を設定し

ている。スローガン「この

36 人にしかできない合唱を

つくろう」の達成に向けて

自分の取り組み方を振り返

るという学習過程を踏まえ

て，十分満足できる活動の

状況と考えられる。 
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（４）ワークシートの記述内容を参考にして評価する工夫例 

次の資料は，本時で用いたワークシートである。その記述内容から，生徒の思考の変容などを見取

り，評価の参考とした例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なりたい自分」「なりたい学級」という理想に近付けているか振り返り，学級の合唱をよくし

ようとしている。【主体的態度】の観点から，この記述を評価していくことが考えられる。例

えば，この記述では「話し合ったことが合唱に反映できなかった」という課題に対して「ク

ラスが一丸になるために本音で話し合う」というポイントを設定している。また，本音の「話

し合いの後の“ノーサイド”を守る」という記述から「学級の合唱（生活）をよくしようと

している」という目指す生徒の姿に照らして十分満足できる活動の状況と考えられる。 

学級で定めたスローガンに

向けて今までの自分の取り

組み方がどうだったかを考

えている。【思考・判断・

表現】の観点から，これら

の記述を評価していくこと

が考えられる。例えば，学

級の課題として「声出しや

整列ができていない」「積

極性がなかった」ことが挙

げられている。それに対し

て，「しっかり歌う」に加

え，「腹筋を使って芯ある

声にする」「相手の気持ち

を考えた声がけをする」と

いう具体的な目標を設定し

ている。スローガン「この

36 人にしかできない合唱を

つくろう」の達成に向けて

自分の取り組み方を振り返

るという学習過程を踏まえ

て，十分満足できる活動の

状況と考えられる。 
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５ 観点別学習状況の評価の進め方（学習プリントを用いた評価） 

行事（合唱コンクール）を通して目指す姿を具体的にし，その実現に向けて取り組む中で，どのよ

うに変容しているか学習プリントの記述から評価する。 

（１）自己評価 

・学級の合唱コンクールに向けたスローガン作りをしたときに，個人の目指す理想の姿を具体的に

目標設定することができたかを振り返る。 

・取組の中で，「自分がこうなりたい」「互いのよさを生かし合う」と掲げた姿に近付くことができ

たかを具体的な場面を想起して振り返る。特に，自分の中で変わった部分，人のために頑張るこ

とができた部分について考えさせることで，自己の成長に気付く。 

 

【事前】                   【事前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間と協力して取り組んだことで，これから学級のために自分ができることを考えることがで

きる。【思考・判断・表現】という姿について，これから自分がやるべきことが明確に記述され

ており，十分満足できる活動の状況と考えられる。 

仲間と協力し，目標に向かって努力する

ことの大切さを理解している。【知識・

技能】という姿について，「みんなの思

いを考えることができた」「リーダーを

支えることができた」という記述から，

十分満足できる活動の状況と考えられ

る。 

合唱への取組を振り返り，自己の成長に気付

き，よさを伸ばそうとしている。【主体的態

度】という姿について，自分ががんばるべき

ことの記述から，「相手の気持ちを考え一人一

人に声がけしたい」「もっと行動力をつけた

い」などという自己の成長に気付き，それを

伸ばそうということが表現されており，十分

満足できる活動の状況と考えられる。 

（２）相互評価 

・「学級のために自分ができること」「互いのよさを生かし合う」に取り組んだ結果，仲間からどの

ように見られていたかを知ることで，自己の成長に気付かせる。また，仲間からしてもらってよ

かったと思うことをフィードバックすることで，これから自分が学級のために更にできること

があるかという視点で考えさせる。 

 

《ワークシート》 

 

 

 知識・技能 
思考・判断・ 

表現 
主体的態度 

Ａ ○ ○ ○ 

Ｂ ○  ○ 

Ｃ  ○ ○ 

Ｄ  ○ ○ 

Ｅ ○   

 

《Ａの生徒について他者からの評価（右上参照）に関する評価の例》 

① 知識・技能の観点について 

仲間と協力し，目標に向かって努力することの大切さを理解している。【知識・技能】 

この生徒は，他者から，「指揮者としてもリーダーとしても，みんなのやる気を出させるような声

がけで引っ張ってくれた。」という評価を受けており，互いのよさを生かしていたこと，努力するこ

学級 MVP は？の記述から 

Ａさん ○指揮者としてもリーダーとしても専門的なア

ドバイスやみんなのやる気を出させるような

声がけで引っ張ってくれた。 

○みんなに熱意を与えてくれた。クラスがまとま

らないときがんばってまとめてくれた。 

Ｂさん ○呼びかけをしてくれた。 

    ○練習を仕切るだけでなく，自らも一生懸命や

っていた。 

Ｃさん ○パート全体を引っ張ってくれた。 

    ○分からないところを教えてくれたり，周りに

呼びかけたりしてくれた。 

Ｄさん ○合唱を引っ張ってくれたし，とても行動力が

あり，いざというときにとても頼りになっ

た。 

Ｅさん ○リーダーがいないときに，誰よりも声を出し

て引っ張っていた。 

…さん ○やっぱりみんなが MVP じゃない。 

…さん ◯みんなが MVP。だって誰一人欠けてもこの合

唱はできなかったから。 

他者評価・相互評価を参

考とすることも考えられ

る。 
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（２）相互評価 

・「学級のために自分ができること」「互いのよさを生かし合う」に取り組んだ結果，仲間からどの

ように見られていたかを知ることで，自己の成長に気付かせる。また，仲間からしてもらってよ

かったと思うことをフィードバックすることで，これから自分が学級のために更にできること

があるかという視点で考えさせる。 

 

《ワークシート》 

 

 

 知識・技能 
思考・判断・ 

表現 
主体的態度 

Ａ ○ ○ ○ 

Ｂ ○  ○ 

Ｃ  ○ ○ 

Ｄ  ○ ○ 

Ｅ ○   

 

《Ａの生徒について他者からの評価（右上参照）に関する評価の例》 

① 知識・技能の観点について 

仲間と協力し，目標に向かって努力することの大切さを理解している。【知識・技能】 

この生徒は，他者から，「指揮者としてもリーダーとしても，みんなのやる気を出させるような声

がけで引っ張ってくれた。」という評価を受けており，互いのよさを生かしていたこと，努力するこ

学級 MVP は？の記述から 

Ａさん ○指揮者としてもリーダーとしても専門的なア

ドバイスやみんなのやる気を出させるような

声がけで引っ張ってくれた。 

○みんなに熱意を与えてくれた。クラスがまとま

らないときがんばってまとめてくれた。 

Ｂさん ○呼びかけをしてくれた。 

    ○練習を仕切るだけでなく，自らも一生懸命や

っていた。 

Ｃさん ○パート全体を引っ張ってくれた。 

    ○分からないところを教えてくれたり，周りに

呼びかけたりしてくれた。 

Ｄさん ○合唱を引っ張ってくれたし，とても行動力が

あり，いざというときにとても頼りになっ

た。 

Ｅさん ○リーダーがいないときに，誰よりも声を出し

て引っ張っていた。 

…さん ○やっぱりみんなが MVP じゃない。 

…さん ◯みんなが MVP。だって誰一人欠けてもこの合

唱はできなかったから。 

他者評価・相互評価を参

考とすることも考えられ

る。 
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との大切さを理解していたことが分かる。このことから，目指す姿に照らして十分満足できる活動の

状況と考えることができるため，【知識・技能】の欄に○が付けられている。 

 

② 思考・判断・表現の評価について 

 仲間と協力して取り組んだことで，これから学級のために自分ができることを考えている。 

【思考・判断・表現】 

この生徒は，他者から，「専門的なアドバイス」や「クラスがまとまらないときがんばってまとめ

てくれた。」という評価を受けており，自分がすべきこと，学級のためにできることを考え行動して

いたと考えられる。このことから，目指す姿に照らして十分満足できる活動の状況と考えることがで

きるため，【思考・判断・表現】の欄に○が付けられている。 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度の評価について 

 合唱への取り組みを振り返り，自己の成長に気づき，よさを伸ばそうとしている。【主体的態度】 

この生徒は，他者から，「みんなに熱意を与えてくれた。」という評価を受けており，理想を実現す

るために自分がすべきこと等に取り組もうとしていたことがわかる。このことから，目指す姿に照ら

して十分満足できる活動の状況と考えることができるため，【主体的態度】の欄に○が付けられてい

る。 

 

 学校行事の補助簿の例１  

 学校行事について，それぞれの観点に合わせて補助簿を作成することが考えられる。その際，例え

ば，(1)儀式的行事 (2)文化的行事 (3)健康安全・体育的行事 (4)旅行・集団宿泊的行事 (5)勤

労生産・奉仕的行事 について下記のように記録をしておくことで，総括的な評価を行う際の参考に

することができると考える。また，生徒のプリント等への記述内容に加え，メモ欄に生徒の様子を記

録しておくことで，評価の参考資料とできると考える。 

番号 氏名 知識・技能 
思考・判断・ 

表現 
主体的態度 担任メモ 総括 

１ Ａ 
（２）（３）

（４） 

（２）（３）

（４） 

（２）（３）

（４） 

（２）合唱コンクールに向けて専門的な

アドバイスをした。 

（３）体育祭では応援団長を務め，学級

の団結力を高めた。 

（４）宿泊行事では，現地の方と積極的

にコミュニケーションを取り，自

分の考えを深めていた。 

○ 

２ Ｂ 
（２）（４）

（５） 
（４）（５） 

（２）（４）

（５） 

（２）時間になると練習開始の呼びかけ

をした。 

（４）宿泊行事では，時間を見て行動

し，学級全体に指示を出した。ま

た校外での生活の在り方を考えて

行動した。 

 

○ 

（５）幼稚園ボランティアに参加し，遊

具を丁寧に洗った。 

３ Ｃ （１）（５） 
（１）（２）

（５） 

（１）（２）

（５） 

（１）入学式で生徒代表として新入生歓

迎のことばを述べた。 

（２）パートリーダーとして音取りの中

心になって練習した。 

（５）台風で被災した方への募金活動を

企画し，活動した。 

○ 

４ Ｄ （４）  （５） 

（４）宿泊行事で係の仕事を，責任をも

って行った。 

（５）募金活動に参加した。 

 

５ Ｅ （３） （３） （３） 
（３）体育祭では，応援リーダーや選手

として活躍した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各観点が十分満足できる活動の状況となる行事の種類やメモを参考に総括的な評価を行うことが考

えられる。行事の種類がいくつで「十分満足できる活動の状況」とするなど，校内で共通理解を図

り方針を明確にして，年間の評価の欄に〇を付ける。 
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（５）幼稚園ボランティアに参加し，遊

具を丁寧に洗った。 

３ Ｃ （１）（５） 
（１）（２）

（５） 

（１）（２）

（５） 

（１）入学式で生徒代表として新入生歓

迎のことばを述べた。 

（２）パートリーダーとして音取りの中

心になって練習した。 

（５）台風で被災した方への募金活動を

企画し，活動した。 

○ 

４ Ｄ （４）  （５） 

（４）宿泊行事で係の仕事を，責任をも

って行った。 

（５）募金活動に参加した。 

 

５ Ｅ （３） （３） （３） 
（３）体育祭では，応援リーダーや選手

として活躍した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各観点が十分満足できる活動の状況となる行事の種類やメモを参考に総括的な評価を行うことが考

えられる。行事の種類がいくつで「十分満足できる活動の状況」とするなど，校内で共通理解を図

り方針を明確にして，年間の評価の欄に〇を付ける。 
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 学校行事の補助簿の例２  

 学校行事の評価において，すべての学校行事を評価するのではなく，特定の行事に重点を置いて

評価することも考えられる。次に示したのは，体育祭，宿泊行事，文化祭の三つの行事に重点を置

いた場合の補助簿の例である。 
 
 
 

番

号 

 体育祭 校外学習 文化祭 メモ 総括 
体
育
祭
の
意
義
を
理
解
し
て
い
る
。 

体
育
祭
に
向
け
，
他
者
と
協
力
し
て
，
適
切
に
判
断
し
行
動

し
て
い
る
。
集
団
で
協
力
し
て
い
る
。 

運
動
に
親
し
み
，
体
力
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
。 

校
外
学
習
の
意
義
を
理
解
し
て
い
る
。 

日
常
と
は
異
な
る
環
境
の
中
で
，
集
団
生
活
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
考
え
，
行
動
し
て
い
る
。 

校
外
学
習
の
地
で
，
自
然
や
文
化
に
親
し
み
，
新
た
な
視
点

か
ら
学
校
生
活
な
ど
の
意
義
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

文
化
祭
の
意
義
を
理
解
し
て
い
る
。 

仲
間
と
協
力
し
て
学
習
の
成
果
を
発
表
し
た
り
，
自
他
の
個

性
を
認
め
，
高
め
合
っ
た
り
し
て
い
る
。 

文
化
祭
活
動
に
見
通
し
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
り
，
自
己
の

成
長
を
振
り
返
っ
た
り
し
て
，
自
身
を
高
め
よ
う
と
し
て
い

る
。 

  

１ Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

応援リーダーとして，場に応

じて適切に判断し，指示を出

した。（体育祭） 
校外での過ごし方について

集団としてあるべき姿を理

解して行動した。（校外学習） 
積極的に合唱練習に取り組

んだ。（文化祭） 

○ 

２ Ｂ   ○  ○ ○ ○ ○ ○ 

積極的にその土地の方とふ

れあいをもった。（校外学習） 
生活係として責任をもって

部屋点検を行った。（校外学

習） 
学級の代表としてステージ

で自分の考えを発表した。

（文化祭） 

○ 

３ Ｃ ○ ○ ○   ○   ○ 

運動能力が高く，各種目の作

戦を積極的に考え，学級全員

で協力する雰囲気をつくっ

た。（体育祭） 
○ 

４ Ｄ    ○   ○   自分がやるべきことについ

て理解して行動した。  

５ Ｅ   ○   ○   ○ 

がんばろう，向上したいとい

う前向きな姿が他の手本と

なった。 
○ 

 
 
 
 
 

氏名 

目指す 

生徒像 

○の数がいくつで「十分満足できる活動の状況」とするなど，校内で共通理解を図り方針を明確に

して，年間の評価の欄に〇を付ける。また，担任は適宜メモを残し，そのコメントの内容を総括的

評価に生かすことも考えられる。 

各行事で目指す生徒の姿を明確にし，校内で共通理解を図っておく必要がある。 

資料１ キャリア教育の充実を図る特別活動の実践 

  

①① 「「特特別別活活動動でで育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力」」とと「「基基礎礎的的・・汎汎用用的的能能力力」」  

キャリア教育については，学習指導要領第１章総則の第４の１の(3)に，次のように示している。  

 

 

 

 

これまで特別活動は，全教育活動を通して行ってきた人間形成の統合的な時間として教育課程に

位置付けられてきた。また，昨今では，身近な社会である学校において各教科等で育成した資質・能

力について，実践的な活動を通し，社会生活に生きて働く汎用的な力として育成する教育活動として

の役割も注目されてきた。（学習指導要領解説特別活動編より） 

つまり，自発的，自治的活動を固有の役割としてきた特別活動は，これまでもキャリア教育が求め

る基礎的・汎用的な能力の育成に強く関わってきたものであり，そのことを確認，強調する意味で「特

別活動を要としつつ」と表現されたものである。 

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（中央教育審議会答申 Ｈ23年

１月）では，キャリア教育を「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度

を育てることを通して，キャリア発達を促す教育」として定義づけた。さらに，その能力や態度を「基

礎的・汎用的能力」として，「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応

能力」「キャリア・プランニング能力」の四つの内容が示された。また，「基礎的・汎用的能力」とは

「社会人・職業人に必要とされる基礎的な

能力と現在学校教育で育成している能力

との接点を確認」することを通して具体化

されるものであることを確認している。 

キャリア教育の要として位置付けられ

た特別活動において育成を目指す資質・能

力の視点として示された「人間関係形成」

「社会参画」「自己実現」の三つは，「基礎

的・汎用的能力」と重なる点が多い。  

つまり，「特別活動の目標」の実現を目指

して，教師の指導や生徒の活動を積み重ね

ることが，社会的・職業的自立に必要不可

欠な資質・能力を育成することになる。 

 

②② 「「キキャャリリアア教教育育のの要要」」ととししててのの特特別別活活動動  

学習指導要領の改訂により中学校学級活動では内容項目「（3）学業と進路」が「(3)一人一人のキ

ャリア形成と自己実現」に改められ，小学校にも「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」が新設

された。このことにより小・中・高等学校の学習内容が系統的につながった。ここで留意すべきは，

「学級活動(3)の充実が特別活動としての要の役割」と安易に捉えないようにすることである。前項

〈資料➀ 「特別活動で育成を目指す資質・能力」と 
「社会人・職業人に必要とされる基礎的な能力」の関
連イメージ 中教審答申資料（H28）より 

生徒が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら，社会的・職業的自立に向けて必

要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活動を要としつつ各教科等

の特質に応じて，キャリア教育の充実を図ること。 
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資料１ キャリア教育の充実を図る特別活動の実践 

  

①① 「「特特別別活活動動でで育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力」」とと「「基基礎礎的的・・汎汎用用的的能能力力」」  

キャリア教育については，学習指導要領第１章総則の第４の１の(3)に，次のように示している。  

 

 

 

 

これまで特別活動は，全教育活動を通して行ってきた人間形成の統合的な時間として教育課程に

位置付けられてきた。また，昨今では，身近な社会である学校において各教科等で育成した資質・能

力について，実践的な活動を通し，社会生活に生きて働く汎用的な力として育成する教育活動として

の役割も注目されてきた。（学習指導要領解説特別活動編より） 

つまり，自発的，自治的活動を固有の役割としてきた特別活動は，これまでもキャリア教育が求め

る基礎的・汎用的な能力の育成に強く関わってきたものであり，そのことを確認，強調する意味で「特

別活動を要としつつ」と表現されたものである。 

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（中央教育審議会答申 Ｈ23年

１月）では，キャリア教育を「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度

を育てることを通して，キャリア発達を促す教育」として定義づけた。さらに，その能力や態度を「基

礎的・汎用的能力」として，「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応

能力」「キャリア・プランニング能力」の四つの内容が示された。また，「基礎的・汎用的能力」とは

「社会人・職業人に必要とされる基礎的な

能力と現在学校教育で育成している能力

との接点を確認」することを通して具体化

されるものであることを確認している。 

キャリア教育の要として位置付けられ

た特別活動において育成を目指す資質・能

力の視点として示された「人間関係形成」

「社会参画」「自己実現」の三つは，「基礎

的・汎用的能力」と重なる点が多い。  

つまり，「特別活動の目標」の実現を目指

して，教師の指導や生徒の活動を積み重ね

ることが，社会的・職業的自立に必要不可

欠な資質・能力を育成することになる。 

 

②② 「「キキャャリリアア教教育育のの要要」」ととししててのの特特別別活活動動  

学習指導要領の改訂により中学校学級活動では内容項目「（3）学業と進路」が「(3)一人一人のキ

ャリア形成と自己実現」に改められ，小学校にも「(3)一人一人のキャリア形成と自己実現」が新設

された。このことにより小・中・高等学校の学習内容が系統的につながった。ここで留意すべきは，

「学級活動(3)の充実が特別活動としての要の役割」と安易に捉えないようにすることである。前項

〈資料➀ 「特別活動で育成を目指す資質・能力」と 
「社会人・職業人に必要とされる基礎的な能力」の関
連イメージ 中教審答申資料（H28）より 

生徒が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら，社会的・職業的自立に向けて必

要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活動を要としつつ各教科等

の特質に応じて，キャリア教育の充実を図ること。 
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で述べたように，あくまで，キャリア教育が育成を目指す資質・能力と特別活動が育成を目指す資質・

能力とが重なっていることが要の理由である。つまり，社会的・職業的自立に必要な資質・能力を育

成するためには，特別活動が固有の役割としている生徒の自発的，自治的な活動の充実も重要である

ことを認識しておきたい。  

その上で，学級活動(3)の指導の充実を図ることが求められる。例えば，年度当初において行われ

る「○年生になって」や，節目などに行われる「卒業に向けて」などの題材は，その中心的な内容に

なる。生徒は，学校だけでなく家庭や地域社会の中で生きており，各教科等の授業だけでなく，学校

生活や家庭生活の中で様々なことを学んだり役割を担ったりしている。したがって，学級活動(3)の

授業では，これらの学びを横につないだり，将来とつないだりしながら自己の生き方について考えを

深めることができるようにする必要がある。 

 

③③ 「「キキャャリリアア・・パパススポポーートト」」のの活活用用  

左に示したの

は，題材「１年間

を振り返り，新入

生へ○○中学校

紹介（メッセージ）

を書こう」（第１

学年）における学

習過程の例であ

る。（「キャリア・

パスポート」例示

資料等について

H31.3 文部科学

省より） 

学級活動(3)の

指導に当たって

は，中学校学習指

導要領第５章特別活動第２の３に「学校，家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て，学んだ

ことを振り返りながら，新たな学習や生活への意欲につなげたり，将来の生き方を考えたりする活動

を行うこと。その際，生徒が活動を記録し蓄積する教材等を活用すること。」と示されていることに

留意し，小学校から高等学校まで蓄積していく「キャリア・パスポート」を効果的に活用できるよう

にする必要がある。学級活動(3)の授業の際に意思決定したことを書き込むカードなどについて，実

践を振り返り，努力の状況や成果と課題などを一体にして記録できるようにし，「キャリア・パスポ

ート」として蓄積できるようにすることも考えられる。また,「キャリア・パスポート」の生徒の記

述から，取組の過程や状況を見取り，生徒理解を深めたり，学習評価の参考にしたりすることも考え

られる。なお，「キャリア・パスポート」は生徒の学習活動（自己評価や相互評価）であり，それを

そのまま学習評価とすることは適切でないが，学習評価の参考資料として適切に活用することによ

り，生徒の学習意欲の向上につなげることもできる。 

資料２ 指導に生かす評価 

 

評価については，第１章総則第３の２の（１）で「学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習

意欲の向上を図り，資質・能力の育成に生かすようにすること」と示していることから，指導の改善

に生かすという視点が重要である。評価を通して教師が指導の過程や方法について振り返り，より効

果的な指導が行えるような工夫や改善を図っていくことが求められる。 

 

①① 教教員員のの各各活活動動やや行行事事等等のの検検証証改改善善にに生生かかすす評評価価  

これは，学級活動，生徒会活動及び学校行事の一まとまりの取組に関する PDCA サイクルである。

（学級・学校文化を創る特別活動中学校編 R1.9.17 国立教育政策研究所より）学校行事を例に挙げれ

ば次のようなサイクルとなる。 

・学校行事の目標に従い，行事の具体的な目標を 

設定し，行事計画を作成する（P）。 

・事前準備や活動を行い，当日の学校行事を実施 

する（D）。 

・事後の活動として，「学校行事カード」などを活

用して，生徒の自己評価を含めた振り返りを行

う。また，教員にも目標に準拠した点検アンケー

トを実施する。生徒の評価と教員のアンケート

の集計に基づき，生徒が身に付けた資質・能力，

集団や人間関係の変化などについて分析を行い，目標の達成度を判断する（C）。 

・前の行事の評価を基に，次の行事の目標や手立ての改善を図る（A）。 

 このサイクルは，例えば，体育祭の点検が次の合唱コンクールの計画に生かされることもあれば，

体育祭の点検が翌年の体育祭の改善にも生かされるということもある。 

 

②② 年年間間をを通通ししたた教教育育課課程程のの検検証証改改善善ののササイイククルル（（PPDDCCAA））  

 教育課程として，特別活動の全体計画に従って，１年間の学級活動，生徒会活動，学校行事を実施

するが，各活動と学校行事は，それぞれ密接に関連している。生徒会活動の内容の一つである「学校

行事への協力」だけをとってみても，学級活動で話し合う内容もあれば，生徒会活動として「生徒会

役員会」や「各種委員会」で話し合うこともある。つまり，学校行事がどのような計画の下で行われ

るかが，生徒の活動場面に大きな影響を与える。 

 そこで，次のような特別活動の全体計画及び年間指導計画そのものの検証改善サイクルが重要と

なる。 

・教育計画の一環としての特別活動全体計画及び各活動と学校行事の年間指導計画を作成する（P）。 

・年間指導計画に従い，各活動及び学校行事を実施する（D）。 

・教育課程評価の一環として，特別活動の評価を行う。その際，「学校が示した目標の有効性」「各活 

動と学校行事それぞれの実施状況」「各活動及び学校行事相互の関連の在り方」「生徒の変容」「集

団の変容」「学習評価」などについて，その成果と課題を明らかにする（C）。 

・次年度の教育計画には，前の段階（C）の結果を十分に考慮し，改善を図る（A）。 
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資料２ 指導に生かす評価 

 

評価については，第１章総則第３の２の（１）で「学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習

意欲の向上を図り，資質・能力の育成に生かすようにすること」と示していることから，指導の改善

に生かすという視点が重要である。評価を通して教師が指導の過程や方法について振り返り，より効

果的な指導が行えるような工夫や改善を図っていくことが求められる。 

 

①① 教教員員のの各各活活動動やや行行事事等等のの検検証証改改善善にに生生かかすす評評価価  

これは，学級活動，生徒会活動及び学校行事の一まとまりの取組に関する PDCA サイクルである。

（学級・学校文化を創る特別活動中学校編 R1.9.17 国立教育政策研究所より）学校行事を例に挙げれ

ば次のようなサイクルとなる。 

・学校行事の目標に従い，行事の具体的な目標を 

設定し，行事計画を作成する（P）。 

・事前準備や活動を行い，当日の学校行事を実施 

する（D）。 

・事後の活動として，「学校行事カード」などを活

用して，生徒の自己評価を含めた振り返りを行

う。また，教員にも目標に準拠した点検アンケー

トを実施する。生徒の評価と教員のアンケート

の集計に基づき，生徒が身に付けた資質・能力，

集団や人間関係の変化などについて分析を行い，目標の達成度を判断する（C）。 

・前の行事の評価を基に，次の行事の目標や手立ての改善を図る（A）。 

 このサイクルは，例えば，体育祭の点検が次の合唱コンクールの計画に生かされることもあれば，

体育祭の点検が翌年の体育祭の改善にも生かされるということもある。 

 

②② 年年間間をを通通ししたた教教育育課課程程のの検検証証改改善善ののササイイククルル（（PPDDCCAA））  

 教育課程として，特別活動の全体計画に従って，１年間の学級活動，生徒会活動，学校行事を実施

するが，各活動と学校行事は，それぞれ密接に関連している。生徒会活動の内容の一つである「学校

行事への協力」だけをとってみても，学級活動で話し合う内容もあれば，生徒会活動として「生徒会

役員会」や「各種委員会」で話し合うこともある。つまり，学校行事がどのような計画の下で行われ

るかが，生徒の活動場面に大きな影響を与える。 

 そこで，次のような特別活動の全体計画及び年間指導計画そのものの検証改善サイクルが重要と

なる。 

・教育計画の一環としての特別活動全体計画及び各活動と学校行事の年間指導計画を作成する（P）。 

・年間指導計画に従い，各活動及び学校行事を実施する（D）。 

・教育課程評価の一環として，特別活動の評価を行う。その際，「学校が示した目標の有効性」「各活 

動と学校行事それぞれの実施状況」「各活動及び学校行事相互の関連の在り方」「生徒の変容」「集

団の変容」「学習評価」などについて，その成果と課題を明らかにする（C）。 

・次年度の教育計画には，前の段階（C）の結果を十分に考慮し，改善を図る（A）。 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究について

 

平成 31 年 ２ 月 ４ 日 国立教育政策研究所長裁定

      平成 31 年 ４ 月 12 日 一 部 改 正

 

 

１ 趣 旨 

  学習評価については，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において「児童

生徒の学習評価の在り方について」（平成 31 年１月 21 日）の報告がまとめられ，新しい

学習指導要領に対応した，各教科等の評価の観点及び評価の観点に関する考え方が示され

たところである。 

  これを踏まえ，各小学校，中学校及び高等学校における児童生徒の学習の効果的，効率

的な評価に資するため，教科等ごとに，評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研

究を行う。 

 

 

２ 調査研究事項 

（１）評価規準及び当該規準を用いた評価方法に関する参考資料の作成 

（２）学校における学習評価に関する取組についての情報収集 

（３）上記（１）及び（２）に関連する事項 

 

 

３ 実施方法 

  調査研究に当たっては，教科等ごとに教育委員会関係者，教師及び学識経験者等を協力

者として委嘱し，２の事項について調査研究を行う。 

 

 

４ 庶 務 

  この調査研究にかかる庶務は，教育課程研究センターにおいて処理する。 

 

 

５ 実施期間 

平成 31 年４月 19 日～令和２年３月 31 日 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
安斎 陽子 川崎市教育委員会指導主事 

 

 
京免 徹雄 筑波大学助教 

 

 
工藤 真以 岩手大学教育学部附属中学校教諭 

 

 
佐藤  学 東京都足立区教育委員会指導主事 

 

 
立石 慎治 国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター主任研究官 

 

 
渡邉 正俊 沖縄県北中城村立北中城中学校教諭 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
長田  徹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター総括研究官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職 

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者（五十音順） 

（職名は平成 31 年４月現在） 

 

 

 

 
安斎 陽子 川崎市教育委員会指導主事 

 

 
京免 徹雄 筑波大学助教 

 

 
工藤 真以 岩手大学教育学部附属中学校教諭 

 

 
佐藤  学 東京都足立区教育委員会指導主事 

 

 
立石 慎治 国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター主任研究官 

 

 
渡邉 正俊 沖縄県北中城村立北中城中学校教諭 

   

 

 

国立教育政策研究所においては，次の関係官が担当した。 

 

 

 
長田  徹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター総括研究官 

   

 

 

この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。 

 

 

 

笹井 弘之 国立教育政策研究所教育課程研究センター長 

 

 

清水 正樹 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部副部長 

 

 

髙井  修 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長 

 

 

高橋 友之 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長 

 

 

奥田 正幸 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職 

 

 

森  孝博 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

 

 

学学習習指指導導要要領領等等関関係係資資料料ににつついいてて  

 学習指導要領等の関係資料は以下のとおりです。いずれも，文部科学省や国立教育政策研究所のウェブサイ

トから閲覧が可能です。スマートフォンなどで閲覧する際は，以下の二次元コードを読み取って，資料に直接ア

クセスする事が可能です。本書と合わせて是非ご覧ください。 

  ①①            ②②      ③③  

  ④④            ⑤⑤      ⑥⑥  

  ⑦⑦            ⑧⑧      ⑨⑨  

①① 学習指導要領、学習指導要領解説 等

②② 中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について」（平成 28年12月21日）

③③ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方につ

いて」（平成31年1月21日）

④④ 小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録

の改善等について（平成31年3月29日30文科初第1845号初等中等教育局長通知）

※各教科等の評価の観点等及びその趣旨や指導要録（参考様式）は，同通知に掲載。 

⑤⑤ 学習評価の在り方ハンドブック(小・中学校編) (令和元年6 月)

⑥⑥ 学習評価の在り方ハンドブック(高等学校編) (令和元年6 月)

⑦⑦ 平成29 年改訂の小・中学校学習指導要領に関する Q&A

⑧⑧ 平成30 年改訂の高等学校学習指導要領に関する Q&A

⑨⑨ 平成29・30 年改訂の学習指導要領下における学習評価に関する Q&A
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